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刊行のことば

　ここに『国立国語研究所年報（38）』を刊行します。昭和61年度における

研究の概要及び事業の経過について報告するものです。

　本年度は，刊行物9点を刊行しました。

　ぽ雑誌用語の変遷遍　（報告89）

　『拶子ダ影幸侵三舞ミ（8）』　　（幸白山90）

　『中学校教科書の語彙調査H』（報告91）

　『談話行動の七二』　（報告92）

　『方言談話資料集（9溺　（資li蝶10－9）

　『羅1山続本用語総覧2』　（國語辞典編集資料2）

　『話しことば文脈付き用藷索引（1＞』　（需語処理データ集2）

　『国語年鑑』　（昭和61年版）

　『昭和60年度瞬立国語研究所年報（37）』

　影研究所の研究及び薯業を進めるに当たっては，例年のように地方研究員

をはじめ，各種委員会の季員，各部門の研究協力者や被調査岩の方々の格別

の御協力を得ています。また，調査について，各地の都道府県及び市町村教

育委員会，学校，幼稚園，図書館等の御配慮を仰いでおります。その他，長

年にわたって当研究所に寄せられた大方の御厚意に深く感謝いたしますとと

もに，今後とも今までと出様の御支援が得られるよう切にお願いいたします。

　　昭和62年8月

　　　　　　　　　　　　　　　　　国立国語研究所長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　野　　元　　菊　　雄
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昭和61年度調査研究のあらまし

研究藤の機構は次のとおりである（62年3月31日現在）。

i評議員会i

所　長1

一庶　務　部

一言語体系研究部
国語の体系に関する科学的調査研究

一一ｾ語行動研究部

一庶　　務　　課

ピ鉦蝕議瓠

一第一研究室E
　　現代語の：文法体系に関する調査研究

国民の言語使用に関する科学的調査研究

一需　語　変　イヒ　研　究　部

国語の地域的，時代的変化に関する科学的調査研究

一塁語教育研究部

L第二研究室
　　現代語の語彙体系に関する調査研究

一第一研究室
　　現代語の表現及びその伝達効果に関する調査研究

一第二研究室
　　祉会生活における言語使用に関する調査研究

一第三研究蜜
　　音声及び文字に関する実験酌研究

一第一研究窒
　　方言に関する調査研究

一第二研究室
　　近代語に関する調査研究
ヨ．．文．獣遡．査．室．．三

　　圏語及び国語問題に関する情報の収集・整理

國民に対する国語の教膏に関する科学的調査研究

一言語計量研究部
国語及び国鷺の言語生活に関する計量的調査研究

一β本語激育センター
外属人に対する臼本語教育に関する

墓礎的実際酌調査研究及びこれに基

づく研修，教材作成等の指導普及に

関する業務

日本語教育指導普及部

　第一研究室
　　言語能力に関する調甕研究

一第一研究蜜
　　語彙に関する計：量的調査研究

一第二研究室
　　文字・表記に関する計蝿的調査研究

一第琶研究室
　　言語の電子計箪機処理及びそのプログラムの開発に関する調査研究

一第一研究室
　　臼本語教育に関し，日本語の音声，文字，語彙及び文法並びにβ本人の言

　　語行動様式に関する調査研究並びにこれに基づく教育内容に関する調査研
　　究

一第二研究室
　　日本語教育に関し，旨本語と欧米諸言語との対照研究及びこれに基づく外

　　国人の母語測，学習呂酌別等による教膏方法に関する調査研究

一第三研究壼
　　悶本語教育に関し，日本語と東南アジア諸言語との対照研究及びこれに基

　　づく外国人の母語別，学習目的別等による教育方法に関する調査研究

一第四研究室
　　日本語教育に関し，ヨ本語と中圏語，朝鮮語等との対照研究及びこれ存こ基

　　づく外国人の母語別，学習目的別等による教育方法に関する調査研究

一日本語教育研修室
　　目本語教育に従事し又は従事しようとする者に対する一般的基礎的な研修

　　に関する調査研究及びこれに基づく薪修会等の開催

一目本語教育教材開発室
　　日本語教育に関する基本的教材・教具の開発に関する調査研究及びこれに

　　基づく教材。教具の作成，提供

なお，国語辞典の編集に関して，国語辞典編集準備霊を設けて準備作業を進めている。



　欝語体系研究部

（1＞現代日本語文法の調査・研究　　　　　　　　　　　　　　　第一研究室

　　H本語の文法を体系的に記述することを農的とし，（1）動詞の形態論的な

　分析，（2働詞の統語論的特性の分析を行った。（1）では，特に，打ち消しの

　テンス・アスペクトについて，②では，動詞文の意味構造について調査し

　た。　（18ページ参照）

（2）現代語彙の概観的調査　　　　　　　　　　　　　　　　第二研究室

　　雑誌についての経年的調査を実施してきたが，　『中央公論』の10年おき

　8年分1万諮ずつ，計8万語についての結果がまとまったので，r雑誌用

　語の変遷』（報告89）の題で報告書を刊行した。（工9ページ参照）

　醤語行鋤研究部

（3）現代敬語行動の研究　　　　　　　　　　　　　　　　　　第一研究室

　　言語行動としての敬語行動を把握する視点を考察し，その視点から呉体

　的な敬語行動を調査・記述する方途を探る基礎的な概究を継続した。具体

　的には，言語行動の成立要件についての配慮を明示する表現と，言語行動

　の種類や機能を明示する表現について，実例の収集と整理を継続した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（20ページ参照）

（4）各地方言親族語彙の言語社会学的研究　　　　　　　　　　第一研究室

　　全国各地の方言集・方言辞典から採集した方言親族語彙カード約3万3

　千枚を整理して，報告書『日本方言親族語彙資料集成』（仮称）の原稿を

　完成させる仕事に着手した。本年度は，第1章　同族・親族，第2章　本

　家・分家など，第3章　隠居など，の原稿を執筆し終えた。あわせて，報

　魯「標準語オトウサン・オカアサンの出自」を『研究報告集（8）』（報告90）

　に発表した。　（22ページ参照）

（5）所属集団の差異による言謡行動の比較研究　　　　　　　　第二研究室

　　大阪府豊中市など3都市の市民を対象として実施した言語行動場面調査

　の分析を続けるとともに，今後の猛会言語学研究を推進するための道具と

　してのデーターペース構築のための準備的調査を行った。（24ページ参照）

　　　　　　　　　　　　　　　一3　一



（6｝言語行動様式の分析のための基礎的研究　　　　　　　　　第二研究室

　　身振りや動作などの「行動」を記述するための枠組み作り（方法論の検

　討）を行うことを主な目的として収集した座談資料を基に，評語表現と非

　言語的行動の下達性などについての分析を実施し，これを『談話行動の諸

　裕』（報告92）として刊行した。（25ページ参照）

（7）図形・文字の視覚情報処理過程及び読書過程に関する研究　第三：研：究室

　　視覚心理学及び認知心理学の立場から，漢字仮名交じり文の読みの過程

　に関する実験を進めた。本年度は，分かち書きした文章の読みの過程，及

　び読みの眼球運動のコンピュータによる解析方法について検討した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（26ページ参照）

（8｝動的人工口蓋による発音過程に関する研究　　　　　　　　第三研究室

　　ダイナミックパラトグラフィを分析法の主軸として，現代目本語の標準

　譜音声を調音的，音響的，機能的な下界から明らかにする。本年度は，標

　準語と方言との対比的な分析を進めるために，青森方言の特微的な音声を

　対象として実験音声学的な分析を行った。（32ページ参照）

　書語変化研究部

（9＞文法的特徴の全国的地域差に関する研究　　　　　　　　　第一研究室

　　57年度までの研究テーマを発展させ，方言における文法の諸特徴につい

　て，その全国的地域差を明らかにしょうとするものである。これまでの調

　査結果の一部について言語地図を作成した。また，新たに全国12地点で体

　系的調査を実施した。（34ペーージ参照）

㈲　方言研究法に関する基礎的研究　　　　　　　　　　　　　第一研究室

　　「方言談話の研究」と題するテーマの下に応答・談話の構成などの類型

　についての研究を行った。また，前年度のテーマ「：方書アクセントの社会

　言語地理学的研究」に関して補充調査を実施した。（37ページ参照）

〈a）明治時代における漢語の研究　　　　　　　　　　　　　　第二研究室

　　英和辞書における訳語の研究は，語別訳語頬照一一覧表の検討・調整を完

　了した。その際，新たに訳語の読み方・字体・振り仮名・漢語の表記など

　　　　　　　　　　　　　　　h4一



　について整理基準を定めた。（39ページ参照）

㈱　現代語彙の源流に関する研究　　　　　　　　　　　　　第二研究室

　　現在使用されている用語のうち，自然科学用語は現代文化を支える一つ

　の中心である。それらは，どのようにして造られ，定着していったか，そ

　の過程を明らかにする。そのため，幕末・曙治大正期に起源をもつ可能性

　の大きい訳語・外来語のうち，本年度は数学・物理学・化学・生物学・天

　：文学・地学の6科脂の語について自然科学関係の専門書・棚i説書・啓蒙書

　（合計65冊）から延べ約16，　OGOの用例を採集した。（43ページ参照）

　欝語教育研究部

㈱　児童・生徒の言語習得に関する調査研究　　　　　　　　第一研究室

　　幼児・児童の母国語の習得過程について明らかにすることを欝的とし

　て，本年度は，次の調査研究を行った。

　1）漢字について　a）常用漢字の習得度調査　b）児童の漢字使用に関

　　する探索的研究

　2）作文について．a）児童の作文使用語彙調査　b）文章化能力と作文

　3）幼児及び小学校低学年児童の語彙調査（46ページ参照）

　重語計羅研究部

働　言語計鍛調査一語彙調査自動化のための基礎的研究　　　　第一研究室

　　語彙調査自動化の準備的研究では自動単位分翻・自動漢字解読・自動晶

　詞認定の機能をもった一貫処理システムの語彙調査システムの評価実験を

　行った。語彙調査の実施とまとめでは，中学校教科書のW単位の語彙表を

　作成し，『中学校教科書の語彙調査』（報蛋91）を刊行した。また，『話しこ

　とぽ文脈付き用語索引一『需語生活』「録音器j欄データー』（雷語処

　理データ集2）を刊行した。（50ページ参照）

飼　現代の文字・表記に関する研究　　　　　　　　　　　　　第二研究室

　　現代の文掌・表記の実態を記述するとともに，そこに含まれる諸問題に

　ついて，種々の観点から，理論的な検討を行う。本年度は，表記テーブル

　の補充と修正，文宇・表記の研究に関する回報の収集，高校，中学校の教

　　　　　　　　　　　　　　　一5　一



　科書データの整理，などを行った。（53ページ参照）

㈲　電子計算機による言語処理に関する基礎的研究　　　　　　第三研究室

　　新聞3紙1年分のKWIC用例集をデータベース化するため，光ディス

　クを使弄し，各種の予備実験を行った。また，仮名・漢字変換処理を応用

　した，単語の分かち書き，同語居語判別処理が従来の手順を半分以下に減

　少させることを実験的に示した。その他，漢字11，525字について，読み・

　調査度数・漢和字典情報の付加作業を行った。さらに，電子計算機による

　言語処理の質を向上させ，意味内容にまで立ち入った高次の処理へと進む

　ことをR的とし，番語理解・推論・書語生成過程をモデル化するための研

　究を行った。（5δページ参照）

　日本語教育センタX一

㈱　B本語の対照言語学的研究　　　　　　　　　　　　　　　第一研究室

　　「外国語としての日本語の研究」の中心的分野をなす研究である，日本

　語と諸外羅語との対照研究の基礎を築くもので，「警本語の記述的研究」

　と「個別耕照文法記述のための基礎的研究」について研究を進めた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（62ページ参照）

㈲　日本語動詞の名詞句支配に関する文法的研究　　　　　　　第・一研究室

　　日本語の動詞の名詞句支配について，動詞結合価理論の立場から記述を

　行い，個々の動詞について，その支配する名詞句の種類・分布を明らかに

　しょうとする。3年計画の第2年次として，用例の採集を中心に研究を進

　めた。　（65ページ参照）

㈲　H本語教育の内容と方法についての調査研究　　　　　　　第一研究室

　　外国人に対する日本語教育の内容と方法について現状を把握し，貝本語

　教育向上のための対策を検討するために，技術者研修の分野における日本

　語教育に携っている7機関に委員を委嘱し，霞本語教育研究連絡協議会を

　年度内に1回開催した。　（66ペーージ参照）

㈲　臼本語と英語との対照言語学的研究　　　　　　　　　　　第二研究室

　　基本無教育のための基礎資料を得ることを穰的とし，認識及び運用の一

6



　要因となる話者の心的態度，表現意図について，その統語論的位置付けを

　行うとともに，表現中に内包される田老の価値判断を抽出し，H本藷から

　英語への異言語間伝達の可能性と問題点について調査検討した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（68ページ参照）

㈱　日本語とインドネシア語との対照雷語学的研究　　　　　　第三研究室

　　前年度に引き続き，日本語とインドネシア語の受動構文についての比較

　研究を行うとともに，インドネシア語の受動構文と能格構文の根違点につ

　いても考察した。また，β本語の終助詞や閥投詞を，インドネシア語の小

　詞と比較・対照するための予備的作業として，比較のための枠組みの構築

　と，日本語及びインドネシア語から例文の試行的収集を行った。なお，後

　老の研究については，その成果の一部を，『研究報告集（8）』（報告90）に発

　表した。（69ページ参照）

働　軽羅語と中国語との対照誉語学的研究　　　　　　　　　第四研究室

　　中国語話者に対するH本語教育に資することを目標として，音声・接辞

　・助詞にかかわる問題点について研究を行い，接辞・助詞にかかわる研究

　については学会誌などに中閥報魯をした。（71ページ参照）

　目本語教育指導普及部、

㈱　日本語教育研修の内容と方法についての調査研究　　N本語教育研修室

　　研修に必要な教育内容の嬰確化，教授資料・教材等の整備充実，また，

　研修受講老の能力・専門・受講期間等に恋じた研修制度のあり方，カリキ

　ュラムの設定などについて，基礎的な調査研究を継続的に行っている。

　　その一環として，前年度に引き続きr濤本語教育論集3』を発刊した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（73ページ参照）

圏　書語教育における能力の糞下・測定に関する基礎的研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本語教育研修室

　　本研究は外国人欝本語学習者に対する日本語能力の標準テス5と，その

　評緬手法の開発に関する基礎的調査研究である。言語の使用屡的に応じた

　能力分野別，また適性テスト，アチーブメント・テストなどの測定の動的
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　別，さらに口頭面接テスト，ペーパーテストなどの測定の手法別に調査・

　検討し，部分的に開発したテストを外国人インフォーマントに試行した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（75ページ参照）

㈱　日本語教育教材開発のための調査研究　　　　　H本語教育教材開発窒

　　日本語教育映：画基礎編における発話についての付加情報を入力した。映

　画利用のための各種一覧表作成に向けてデータを作成し，映爾総合文型表

　を作成した。語彙教材開発のための基礎資料として，語彙記述に使用され

　ている用語の実態調査に着手した。（77ページ参照）

㈲　談話の構造に関する対照書語学的研究　　　　　　日：本語教育教材開発室

　　中上級向けの日本語教育に役立てるため，日本語において談話の構成を

　表示するために機能する手段と談話構造の規則性とを窮らかにし，その内

　容を他言語と比較して教育上に役立つ知見を得ることを目的とする。第1

　年次に当たり，談話研究の現状，研究分野・研究法の可能性，などに関す

　る研究会を開催する一方，基礎資料の入力を行った。（79ページ参照）

鋤　国語及び国謡問題に関する情報の収集・整理　　　　　　　文献調査室

　　例年のとおり新聞・雑誌・単行本について調査し，情報の収集整理を行

　い，『国語年鑑』〈昭和61年版（1986）〉を編集した。（81ページ参照）

なお，文部省科学研究費補助金の交付を受けて，以下の研究を行った。

　特定研究（1＞連語構造における意味素性の適合に関する言語間比較

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（代表老　南不二男）

　機械翻訳糟辞書の内容を改善することを目的として，語の意味の記述の精

密化とその構文上の規制力の検討を行い，さらにそれらを英語・ドイツ語・

ポルトガル語と対照して，言語間における語義の対応の実態を明らかにす

る。第1年次に当たり，主に語の対者的特微の現れ方と，外国において適応

する表現手段を調査した。（88ページ参照）
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　特定研究（1）言語データの収集と処理の研究　　　　（代表者　野柑雅昭）

　言語情報処理の高度化のためには，大州かつ良質の言謡データを利用しや

すい形に整えることと，それを処理するための基礎技術を開発することが必

要である。本年度は，複合語データの収集と造語モデルの構築，H本語の複

合語解析，臼英語彙データの収集・比較と機械辞書の作成，類義藷の意味処

理，現代臼：本語の名詞シソーラスの作成の5方画から研究を進めた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（89ページ参照）

　総合研究（A）北海道における共通語化および言語生活の実態

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（代表者　江川　清）

　全国各地からの移住者によって成立した北海道の地域社会では，’現在どの

ような雷語生活が営まれているのか。この実態を把握するために，

　①昭＄i133～35年度に国立国語研究所が実施した，北海道共通語の成立過程

　　に焦点を当てた臨地調査の，照半世紀をへだてての継続研究。

　②椎骨言語学，書語行動研究の立場での新しい観点からの臨地研究を行

　　う。今年度は道内富良野市で各種調査を実施した。（93ページ参照）

　一一SU研究（A）国語学研究の動向の調査研究　　　　　（代表者　佐竹秀雄i）

　国立国語研究所編『圏語年鑑』をもとにして，過去33年間の研究成果の國

語学研究文献総合蟹録を作成し，それによって国語学研究の動向について分

析と展望を行うことを穆的する。本年度は，文献データの追加入力と修正作

業を行い，分類配列のための準備作業にとりかかった。（97ページ参照）

　一般研究（A）漢字情報のデータベース化に基づく常驚漢字の学習段階配当

　　　　　　　に関する研究　　　　　　　　　　　　（代表者　村石昭三）

　本研究は，常用漢字の漢字傭報をデータベース化し，それに基づいて常用

漢字の学習段階配蜜を検討することを目的としている。本年度は，データベ

ース化する漢字清報を整えるための作業を行った。（99ページ参照）

　一般研究（B）　H本語語彙教育のための分類用例集の開発と試作

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（代表者　南不二男）

　外国人に肥する日本語語彙教育の基礎資料として，基本語の具体的用例を
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列挙し適切な分類を加えた用例集を作成する方法を開発し，実際に試作を行

うことを目的する。本年度は2年計颪の最終年次に当たり，採集された用例

の分類，文の発話機能とのかかわり，などについて棟討を行い，報告書を印

麟した。（101ページ参照）

　一般研究（B）　円本語教育における指導要素としての言藷単位に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（代表者　．上野韻鶴子）

　日本語において一定の意味をもつ単位と認められる，造語要素，諾，複合

語，連判，慣用句，等の言語要素を収集し，H本語教育における指導要素と

しての観点から分類・整理して，語彙教育の基礎資料を提供することを9的

とする。第1年次に当たり，原資料から主に語をこえる長い言語単位を収集

した。（エ03ページ参照）

　以上のほかに，当研究FJiでは辞典関係の事業として昭和52年度以降，小壁

辞典編集と母語別講本語学習辞典編集の作業にとりかかっている。

　国語辞典編集に関する準備調査　　　　　　　　　　　国語辞典編集準備室

　国語辞典編集準備調査会を2回開催し，国語辞典編集の準備及び実験的試

行を行った。準備としては，国華辞典編集準備資料『外国のコンコーダソス

ー鄭を作成した。実験試行は，総索引方式の成果である『国定読本用語総

覧2』（国語辞典編集資料2，三省堂刊｝を刊行した。これは，いわゆるハタタ

コ読本の「あ～て」の部を収めたものである。　（123ページ参照）

　母語鋼日本語学習辞典の編集　　　　　　　　　　日本語教育教材開発室

　母語別学習辞典編集委員会を2回，母語別学習辞典翻訳専門委員会を3回

開催した。編集委員会では，編集上の全般的諸問題について検討を行うとと

もに，翻訳専門委員会の討議内容を受けて翻訳上の諸問題の検討を行った。

翻訳専門委員会は，翻訳校閲及び母語話者校閲の内容をはじめとする具体的

な問題を討議して編集委員会への助言を行った。第1期翻訳分4，000項凱こ

ついてインドネシア語翻訳原稿の内容・表記・形式の最終的な統一を行った。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（127ページ参照）
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昭和61年度刊行物等の概要

　雑誌虚語の変遜（報蕾89）

　近代購本語の変遷を知るために，雑誌『中央公論』の1906－1976年の分か

ら，10年おきに1年，1年から1万語を抽出して調査をしたのである。・

　1．文体

　　文墨文から口語文への変化は，1900年代のはじめの，比較的短期間に進

　　んだ。

　2・．・語彙

　　1．語種の面では，外来語の増加以外，時に口立つことはない。

　　2．形容詞・副詞の使用は，減ってきたようである。

　　3．漢語のなかでは，3字漢語が増えている。

　　4．1946年の語彙はやや特異であり，むしろ戦前に近い。

　　5．　「支那」→「中国」，「われら」→「われわれ」のように，同義的な

　　　表現のあいだで変化の見られるものもある。

　3．’文法

　　1．R語文が成立した後でも，　m語中の文語的な表現が減るまでには，

　　　時間がかかった。2段活用の1段化，　「一のみ」→「一だけ」，「一し

　　　める」→「一せる」，F一ごとき」→「一のような」，など。

　　2。文の長さには，大きな変化が兇られない。

　4．表記

　　1．現代かなつかいは，制定直後の急激な採用とそれへの反動の三期を

　　　経て定着しん。

　　2．漢字がきが減って，仮名になる傾向は戦前から続いてきたが，最近

　　　はむしろ足ぶみ状態である。

　報告書には，調査方法・分析結果の記述のほかに，語彙装・表記表・漢字

表及びこれらに対する注記をのせた。
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研究報告集（8）　（報告90）

1　渡辺友左「標準語オトウサン・オカアサソq）繊自」……明治に入り文部

省が国定教科書を編纂する際に新しく作った語であるといわれるオトウサ

　ン・オカアサンについて，虚伝語と近世上方語及び江戸期から明治期の全

国各地の方書を調べ，その由来を明らかにした。

2　小林隆「『B本言語地図』関連意味項目の全：国方言調査一語史構成を

　羅的とした，文献国語史との対照における意味的視野からの必要性に基づ

いて」……身体名称等50項員の『日本言語地図』関連意味糖蜜について，

　通信調査法により全国1400地点の資料を収集し，方言分布を調査した。

3　島村直己「児童の漢掌使用一一課題作文の漢字含有率から一一」……

　小学校2年生，4年生，6年生の作文各60編を分析L，漢字含有率の変動

　を，学年間，課題闘，同一児童のpm一一一課題の二回の作文において明らかに

　し，漢字含有率と作文の長さ及び男女差について言及した。

4　斎藤秀紀「光ディスクを使用した大量臼本語データの蓄積」…・・：E記

（WORM）型光ディスクに大量日本語データを記録する場合の問題点を把

　握するため，光ディスクの処理速度と書き込みデータ長の関係及びデータ

　検索用の索引構成が検索時間に与える影響について行った実験的研究につ

　いて報告した。

5　酉原鈴子「尊老の舗値物断一一その含意性と異言語への伝達の問題一」

　……r言外」の意味としての話老の価値判断を，モダリティーの概念の中

　で把握し，意味素性，法演鼠子，及び表現意図として抽娼，分類するとと

　もに，日本語から英語への異言語關伝達の可能性と問題を検討した。

6　正保勇「追加付加詞と追加接合詞に関する一考察一日本語と（．ンドネ

　シア語との比較一」……追加付加詞・追加接合詞の位置と焦点化される

　要素，追加付加詞相互問・追加接合詞軌跡間の交換可能性，及び焦点化さ

　れる要素と新情報・旧情報の区別について両言語の比較検討を行った。
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　中学校教科書の語彙調査H（報告91）

　この調査は，臨校教科書の語彙調査誰（報告76　・　81）の後を受けて，それ

より一段階前の，義務教育の最終段階である中学校で身につける知識体系を

記述する語彙の実態を明らかにすることを三三としている。

　対象としたテキストは，昭和55年度に使用されていた中学校藪科書理科4

冊（1分野上・下〔物理・化学〕，2分野上・下〔生物・地学〕）及び社会科

3冊（歴史・地理・公民）である。調査に用いた言語単位は，文を構成する

要素としての観点から規定した「語」　（W単位）である。調査語数は，延べ

約20万語，異なり約1万8千認であった。この結果を，高校教科書の調査と

比較し，総合的に教科書の語彙を分析する予定である。

　なお，語構成単位（M単位）による集計結果は，前年度にr中学校教科書

の語彙調査』（報告87）として刊行した。

　今回の調査も，文章解析などとれまでの語彙調査ではできなかった分析・

記述をするために，サンプリング法を取らず，全数調査を行った。

　また，前回以上に電子計野饗の十分な活用が図られた。人手と機械が調和

して作業が進むことを心がけたこと，語彙表は計算機出力をそのまま用いて

いることなどがその特徴で，調査の精度を高め，人間の単純作業の負担を軽

減することができた。

　本調査のデータは，すべて計算機に納められているので，現代臼本語のデ

ータベースとして広く活用することができる。

　報告書の内容は，次のとおりである。

　　1　調査の概要

　　ff　語彙蚤

　　皿　五十音順W単位：語彙表

　　1V　度数順W単位語彙表
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談羅行動の諸相一座談資料の分析一（報告92）

　この報告書は，　「談話行動の実験社会言語学的研究J　（代表考　渡辺友庄）

と題して辛部省科学研窄費補助金（昭和53年～55年度。特定研窒「言語」）を受

けて実施した遠心行動に闘する研究の嘆果をまとめたものである。

　この研究は，言語行動の生じる諸場面のうちから，“座談”の場蘭を選ん

でr座談行動の全過程を録音及びビデオ録心することによって得られた資料

をもとに，言語表現と非言語的行動とを各種の観点から関連づけて分析・記

述したものである。

　本報告書は，王「理論編」，R「分析編」及び盟「資料編」の3部から成り

ている。1部は，これまでの談話研究全般についての理論と方法を犀望した

も。である。また，丑部嬬われわれが得た座談資料の一部（巫部に掲載）

を実際に取り扱って分析を加えたものである。なお，報欝書全体の構成と執

筆者（皿部を除く）は，以下のとおりである。

　本研究の欝指すもの（江川清）

　1　理論編

　　1．1．　談話行動論（南不二男）

　　1．2．　談話研究の歴史（田中望）

　　1．3．談話テクストの作成（南不二男・江月購）

　∬　分析編

2．　1．

2．　2．

2．　3．

2．　4．

2．　5．

2．　6．

2．　7．

研究の方法（江川清）

発話のうけつぎ（杉戸清樹）

ポーズとイントネーション（杉藤美代子）

声の使い方・調音など（沢木幹栄）

コミュユケーショソネットワーク（米田正人）

身振り・動作の現れ方（江月晴）

今後の課題（杉戸清樹）

H正　資料編　（N各）
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　方叢談話資料（9）　一場颪設定の会話一（資料集10－9）

　言語変化研究部（第一研究室）嫁，照和49年度から3か年計画で「各地方

言資料の収集及び文字化」を実施した。この研究は，現今急速に失われっつ

ある全国各地の方言を生のままに記録し（録音・文字化標準語訳及び注つき）

集成し，国語研究の基礎的資料とすることを圏的として，当研究所地方研究

員の協力を得つつ進められたものである。本書は昭和51年度に（全国19の府

県から各1地点を選定して）実施した場薦設定による会話資料（全8場面）

のうち！標記の4場面分について刊行（カセヅトテープ付き）したものである。

編集担当者は，飛田良文・佐藤亮一・沢木幹栄・小林隆・白沢宏枝であり，

この研究企画には，以上のほか，飯豊毅一（現昭和女子大学教授），三月1宗賢

（現大阪大学教授），真田信治（現：大阪大学助教授）が参加した。

　本書に収めた場面と収録・文字化担当者（及び協力者）は次のとおり。

　（1）品物を借りる

　（2）旅行に誘う

　③　けんかをする

　｛4｝新築の祝いを述べる

　佐々木隆次・上野勇（杉村孝夫）・加藤信昭・剣持隼一郎・馬瀬良雄・三

野資純・山口幸洋・佐藤茂・加藤和夫・後藤和彦・飯豊毅一・佐藤亮一・真

賑信治・沢木幹栄・白沢宏枝・広戸惇・杉山正世（江端義夫）・土居重俊・

愛宕八郎康隆・中松竹雄

　今後は残りの4場面分及び，身分的に上下関係にある老年層の尉話を順次

刊行して行く予楚である。
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　国定読本用籍総覧2一第二期あ～て一（国語辞典編集資料2）

　国定読本用語総覧は，国語辞典編集資料の一つとして国定読本のすべての

用語を文脈付きで示した索引（concordance）である。国定読本は明治37年4

月から昭和24年3月まで使用された文部省著作の小学校用国語教科書（1～

6期）のことで，本書はそのうちの第二期r尋常小学読本譲（1～12）の全用

語のうち，　「あ～て」の部を収録したものである。

　本書に収められた語彙は，編纂趣意書に「口語ハ略東京語ヲ以テ標準語ト

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　むセリ。燈シ東京語ノ設音・卑語ト認ムルモノハ固ヨリ之ヲ採ラズ。例ヘバヒ
む　　む　　む　　くコ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む　　む　　む　　くう　　　　　　　　　　　　　　　　む　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む　　む

ラツタイトイハズシテヒラタイトイヒジイイ天気ヲ採ラズシテヨイ天気ヲ採

レルが如シ。」と記されているように，東京語を標準語としたものであった。

しかし，その東京語は「未ダ確乎タル標準ヲ得ズ」というもので「桂会ノ階

級尊卑等二於テ，又ハ児童ノ男女間二塁テモ特殊ノ言語アルヲ以テ，学校読

本トシテハ純然タル自然的言語ヲ写スコト能ハザル憾砂シトセズ。」とも記さ

れている。

　第二期国定読本編纂の主目艮は，「大国民ノ品格ヲ造成スル」ことであった。

編纂趣意書には「其ノ他海国思想ヲ養成シ，闘園趣味ヲ涌養シ，又立憲自治

ノ思想ヲ確固ニシテ，大國民ノ贔格ヲ造成スルが如キ材料ハ務メテ之ヲ採択

シジ之ヲー貫スルF忠君愛国ノ精神ヲ以テシ，下弓・勤勉・忠誠能ク其ノ職

務二尽スベキ国民ノ堅実ナル気風ヲ養成セントスルハ，本書編纂ノ主眼トス

ル所ナリ。」と記されている。

　用語の特色は，第一期国定読本で樹立された一人称・二人称の代名詞，あ

るいは「おとうさん」「おかあさん」などの親族名称の体系を発展させ，ま

た，「おかあさま」「おっかさん」も加え，自然的口語を反映させている。第

一期と比較すると，同義語でありながら変わっているものがある。例えば，

「うみばた→うみべ」「ぜに→おあし」「ともす→とぼす」「たっとぶ→とう

とぶ」　「よほど→よっぽど」など。今日と異なるものには，　「世界最1日の」

「空中飛行器」「高高ユビ」「とや」など。また「電報をかける」から「電報

をうつ」へと言い廻しが変わった。
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　話しことば文脈付き馬語索引（1）一一『雷語生活』「録音器」欄データー

　　　　　　　　　　　　　　　　　（言語処理データ集2）

　このデーータ集は，月刊雑誌窪言語生活』（筑摩書房刊）の第1号から344号

までに掲載された「録音器」欄（生きたことばを忠実に文字化したもの）の

文脈付き’用語索引である。

　この索引は，昭和26年から55年までの30年闘という長い期問にわたってい

るということ，421件という多くの話題を収めているというこξ，登場人物

が1，600人余に及び，性・年齢・職業も多岐にわたるということ，延べ語数

が50万弱（付属語・記号を含む）と大量であることなど，これまでにない話

しことば資料である。

　「文脈付き用語索引」は，単なる「fi］語索引」とは異なり，ある語がどの

ような文脈で使われているかを示すもので，それぞれの語が実際にどのよう

に使われているかを一覧することができる。話しことばの用語・文法などの

言語研究のほか，言語情報処理の研究資料など，各種の研究に役立つ。

　マイ、クロフィヅシュとして刊行するのは，本による刊行に比べ，安価であ

り，保管に場所をとらないためである。本にすると，8，578ページになり，

一M｝　500ページ余りとして19冊にもなるから，マイクPフィッシュ・リーダ

ーを使わなければならない不便さを考えても，この形の方が適当と考える。

　なお，この研究は，昭和55年～57年度の文部省科学研究費補助金（一般研

究（A｝代替潜斎賀秀夫）を受けた。また，この解説書の執筆は，書語計量研

究部第一研究室の中野洋が担当した。

　データ集の内容は，次の通りである。

　　1　文脈付き用語索引　　マイクロフィッシュ　90枚

　　　　　用語索引の部　マイクロフィッシュ　79枚　494，956語（記号を

　　　　　　　　　　　　含む）

　　　　　原文の部　マイク・・フィ。ジュ11枚

　　2　解説書
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現代日本語文法の調査・研究

　　　　　　　　　　　　　A　目的と内容

現代日本謡の文法を体系的に記述することを目的とし，実際に使用された

言語作晶を資料として，それを分析するものである。本年度は，以下の題目

の研究を進めるとともに，文献カード及び用例（新聞のデータを中心に）の

補充を行った。’

　1）単語の結合性の研究

　2）動詞の形態論的な分析　、

　　　　　　　　　　　　　B　控　当　者

　言語体系研究部第一研究室

　　部長　高橋太郎　2　　室長　村木新次郎　1　　研究補助員　鈴木美

都代

　　　　　　　　　　　　C　本年度の仕事’

　1では，書きことば資料に基づき，動詞の統藷的特性を調査した。分析の

一部をr動詞4）結合能力b｝らみた名調」　（国文学・r解釈と鑑賞』52－2）とし

て発表した。

　2では，59年度出版のr現代B本語動詞のア冬ペクト．とテンス』（報告82）

にもれた諸問題の検討をへて，打ち消しのアスペクトとテンスの研究を進め

た。

　　　　　　　　　　　　　D　今後の予定

　1，2とも，これまでの分析をもとに調査結果をまとめる。
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現代語彙の概観的調査

　　　　　　　　　　　　A　目的と内容

　現代日本語の語彙体系を，記述的・統計的・発生的など，いろいろな観点

から調査・記述することを昌的とする。本年度は，数年来実施してきた雑誌

『中央公論』の調査を終え，報告書を刊行した。

　　　　　　　　　　　　B　担　当　者

言謡体系研究第二研究室

　室長　富島達夫　　研究員　石井久雄　高木　翠

　　　　　　　　　　　　C　本年度の作業

　雑誌『中央公論』の経年調査（10年おきに，1万語ずつ）を終え，報告書

『雑誌用語の変遷』（報告89）を刊行した。内容については，11ページの報告

書概要の箇所を参照していただきたい。

D　今後の予定

1．経1年調査型の調査

　『中央公論』の1986年度分工万語を，これまでの調査分と同じ方法により

　抽畠，調査する。

2．大規模雑誌用語調査の探索

　現代雑誌九十種の調査が行われたのは，1956年度の雑誌についてであり，

すでに30年たっているところがらみて，これに相当する調査を行うべき時期

にきていると考えられる。研究所の体制も，電子計算機その他の調査手段

も，楽時と全く違っているので，まず，どのような規模・体制・方法によっ

て調査が可能であるかを検討する。
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現代敬語行動の研究

A　目的と内容

　現代日本語の敬語・敬語行動の実態を調査・記述するための基礎的研究を

行う。特に，言語行動としての敬語行動を把握する視点を考察し，その視点

から具体的な敬語行動を調査・分析する方途を探る。

B　担　当　者

言語行動研究部第一研究室

　室長　杉戸濤樹　　研究補助員　塚田実知代

C　本年度の経過

　昭和60年度まで科学研究費補助金の交付を受けて進めた二つの研究，

　　①言語行動の規範とその運用の実態（昭和57～59年度・特定研究「情報

　　　化社会における言語の標準化」の1グループとして杉欝が担当）

　　②言語行動の目的・機能および対入的な配慮を明示する言語表現（昭和

　　　60年度奨励硬究。代表老・杉戸）

のうち，研究成乗が未発表の部分について，資料の補充と整理を進めた。

　具体的に．は，

　　①言語行動の成立要件（例えば，言語行動の主体，話題，媒体，場面，

　　　談話構成など）に直接的な配慮を加えていることを明言するような言

　　　語蓑現

　　②言語行動の種類や機能それ自体を明雷する晋藷表現

という二つの言語表現類型（具体例は，『年報36，37』を参照されたい）の実

例を，これまで収集の範囲としてきた公用文・商用文・書簡文などのほか，

学術論文や話しことば資料（敬語調査での回答など）からも収集する作業を
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進めた。あわせて，商用文の：文例対訳式マ＝ユアルを資料として，英語にお

ける同種の表現類型も補充的に収集した。

　この研究作業を続けるのと並行して，対象とする三三表現を検討するため

の基礎的・理論的な研究も続けた。

D　今後の予定

　上記で考察対象にした二つの表現類型のうち，資料の収集・整理が比較的

進んだ「②言語行動の種類や機能を明示する三三表現」から，その分類と分

析，及び報告論文の執筆に着手する。「①言語行動の成立要件についての配

慮の明示的表現Jについては，特に外国語にも視野を広げて資料の収集を継

続する。

　N的として掲げるところのく言語行動としての敬語行動を調査・記述する

視点〉に関する基礎的・理論的な考察は，上記の資料を具体的に検討するな

かで継続していく。
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各地方言親族語彙の言語社会学的研究

　　　　　　　　　　　　A　目　　　的

　この研究課題は，昭和48年度から間51年度までの4年間にわたって実施し

たものであり，これまで既に下記の研究報告を公刊している。

　　（a）　『各地方言親族語彙の言語桂会学的研究（1）』（＜報告64＞昭和45年）

　　（b＞　「俗信と二言・一一二二とアライtf一’一“j（r佐藤茂教授退官記念論集国

　　　語学』桜楓社　昭和55年）

　　（C）　r私生児を意味する二三のこと」（『研究報告集（3｝3＜報告71＞昭和57

　　　年）

　今回この研究課題を再び取り上げたのは，これらの報告でも残されている

未整理の部分を整理して報告書にまとめ，研究全体の完結を図るためであ

る。具体的には，次のとおり。

　上記研究において，全国各地の800点をこえる方言集・方言辞典から採集

した方言親族語彙のカードが約3万3千枚ある。カードには，親族語の語形

とその意味用法・使用地域などに関する記述が原典のとおり記載されてい

る。このカードを分類整理することによって，報告書『日本方言親族語彙資

料集成』（仮称）の原稿を完成させる。

　　　　　　　　　　　　　B　担　当　者

言語行動研究部第一研究室

　部長　渡辺友左　　研究補助員　塚照実知代

　　　　　　　　　　　　C　本年度の経過

　本年度は，上記報告書原稿のうち，次の部分を執筆し終えた。

　　　第1章　同族・親族　　　第2章　本家・分家など
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　　第3章　隠居など

このほか，上記カーードのうち父・母を意味するカードを整理して，小報告

「標準語オトウサン・オカアサンの繊自」の原稿をまとめ，『研究報告集（8）』

（＜報告90＞昭和62年3月刊）に発表した。

　　　　　　　　　　　D　今後の予定

次年度には，次の部分の原稿をまとめる予定である。

第4章

第6章

第8章

第11章

第13章

血筋・1魚統・家筋・家系

嫡子・相続人

夫　　　　第9章　妻

後妻・後夫・前妻・前夫

親　　　　第14章　父

第5章　家長・主婦など

第7章　夫婦など

第10章　妾・：本妻

第12章　螺央・寡婦

第15章　母
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所属集団の差異による言語行動の比較研究

　　　　　　　　　　　　A　属　　　的

　人間の言語行動は，その人が置かれている社会的諸状況に依存する繭が大

きい。性・年齢などの自然的生得的なものをはじめとし，血縁的（例えば，

家族），地縁的（居住地），社会的（職業や階層）あるいは心理的（仲閥意識

やパーソナリティンなどの諸条件が絡み舎って，人問にあるタイプの言語行

動を取らせていると考えられる。このような認識に基づいて，種々の観点か

ら社会言語学的な調査研究を行う。

　　　　　　　　　　　　B　担　当　者

言語行動第二研究室

　室長　江川　清　　主任研究官　米田正人　　研究補助員　礒部よし子

　　　　　　　　　　　　C　本年度の研究

　1．豊中・宮津・豊岡の各市で市民を対象として実施した言語行動場面調

　　査の結果の一部の分析を行った。

　2．前年度に引き続き，社会言語学研究の効率化及びH本人の言語生活史

　　の概観などを目的としたデータベースを作成するための準備の一環とし

　　て，各機関でのデータベー一一　」kの現状を調査するとともに，基礎となる文

　　献資料の収集を行った。

　　　　　　　　　　D　次年度の予定

1．上記の書謡行動場面調査の分析をさらに続け，報告書用の原稿の執筆

　に取りかかる。

2．データベース構築のための調査を継続して行う。
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言語行動様式の分析のための基礎的研究

　　　　　　　　　　　　A　目　　　的

　コミ」・　＝ケーションとしての言語行動を総合的に把握するfgめの基礎とし

て，身振りや動作などの「行動」を記述するための枠組み作りを主目的とす

る。あわせて，実際の会話の分析やコミニューケーション。ネットワークな

どの解朔及びこれらの定質的・定量的分析のための方法論を検討する。

B　担　当　者

言語行動第二研究室

　室長　江川　清　　主任研究官　米田正人　　研究補助員　礒部よし子

同第一研究室　室長　杉戸湾樹

C　本年度の研究

　前年度まで，概に得た座談資料（録音・録爾資料）を対象に，各種の観点

から言語表現と非言語的行動との関連性をみるための分析を続けてきた。本

年度は，その一一部の成果を，『談話行動の三塁一座談資料の分析』　（報告

g2）として報告書セこまとめて刊行し，た。　（14ページ参照）

　　　　　　　　　　　　D　次年度の予定

　上記の報告書の成果をさらに発展させるとともに，そこでは十分1こは扱え

なかった諸問題についての検討を加える。
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図形・文字の視覚情報処理過程及び

　読書過程に関する研究

、A　目 的

　図形及び文字が，情報の受容から文の理解にいたる情報処理を受ける過程

について，視覚心理学及び認知心理学の立場から実験研究を行う。

B　担　当　者

言語行動研究部第三研究室

　室長　　神部尚武

C　本年度の経過

　前年度までに，漢字使用を制限した文章の読みの過程に関する実験を行っ

た。和語，漢語の別，さらに漢語は阪本教育基本語彙表の分類による4段階

の基本度によって，もとの文章中の漢字表記単語を平仮名表記におきかえた

実験文章に対して，読みの際の眼球運動の灘定を行ってきた。一一一ma一の実験の

最後のものとして，単語間を分かち書きした場合としない場合についての実

験を行い結果の一部を整理した。文章中に，漢字表記語の占める割合の大き

な場合には，分かち書きは読みの能率の上ではマイナスになるが，漢字表記

謡を減らしていって，ある割合以下になると，分かち書きが，プラスの効果

をもつことを，実験によっ℃示すことができた。文章の内容や難易度，被験

者側の要因などで，正負を分ける割合は，相当変化することが予想される結

果となった。

　次年度から，特別研究が発足し，これを担当することになったため，これ

までの研究に区：切りをつけることが必要になったので，分かち書きの問題を

さらに検討していくことは，励の機会にゆずらざるを得ない。

　読みの眼球運動の注視点の位置と停留時間の測定精度向上の聞題について
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は，前年度はじめのパーソナル・コンピュータ（PC－98017n　2）の導入によ

り，：大きな進歩があった。本年度は，前年度に続いて，眼球運動の停留・跳

躍運動解析プログラムに改良を加えた。

　下記の研究集会等で研究結果の一部を報告した。

　〈1）漢字仮名まじり文の読みの過程

　　　『目本語学選5巻，1986年6月号，58－71ページ　明治書院

　（2＞読みの眼球運動における測定法の問題一SRIのGeneration　V　dual

　　Purkinje　image　eyetrackerの性能について

　　　　応用物理学会光学懇話会，生理光学研究グループ，61年度夏期視覚

　　　生理光学研究会資料集（昭和61年7月23－25既　圏民宿舎「回国寺荘」浜

　　　松市）　（斎田真也氏と共著）

　（3）読みの過程と眼球運動

　　　　東京大学医学部音声言語医学研究施設，開設20周年記念シンポジウ

　　　ム・パネルディスカッション論文集22ページ（昭和61年9月27日，東

　　　大　山上会館）

　（4）錯覚の心理学一落臼の太陽や地平の月はなぜ大きく見えるか一

　　　　『言語生活』No．426（1987年5月）　62－68ページ　筑摩書房

D　今後の予定

　次年度は，「漢字仮名交じり文の読みの過程に関する研究3　（5年計画，

特別研究）の初年度に当たる。この研究では，漢字仮名交じり文の読みの過

程とアルファベットの文字体系による読みの過程を比較対照研究することに

よって，漢字仮名交じり文の読みの過程の特微を明確にすることを爵的にし

ている。

　研究の方法は，眼球運動の測定，音読の際の読み誤りの解析などを用いる

ことを考えている。また，パーソナル・コンピュータによって，文章の提示

及び眼球運動データの解析を行う予定である。

　次年度の予定は，次のとおりである。
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（i｝文章中の構文的要因が，読みの眼球運動の一つ一つの停留時間の上に

　　どのように現れるかという問題。’

②　周辺視で得られる回報（例えば漢字表記語の有無）をコンピューター

　　ディスプレイ上で制御した場合に，読みの眼球運動にどのような影響

　　が現れるかという問題。

（3）読みの眼球運動測定における精度の向上。

E　研究題目の終了に当たって

　昭和49年4月から52年3月までの3年聞，54年4月から62年3月までの8

年間の合計11年間（52年3月から54年3月までの2年間は，在外研究員として米国

カリフォルニア大学に滞在）にわたって，同じ研究題目のもとで，仕事を進めて

きた。この研究題翼の前に「図形および文字の知覚および認識機構の研究」

（昭和47年4月から姐年3月まで）がある。この期間を加えると13年間に及ぶ。

　全期問をとおして，この研究題目を担当したのは，研究員1名であったが，

次にあげる方々をはじめとする多くの方々の助けを借りることによって，研

究を続けることができた。

　非常勤職員として，松浦（旧姓，小原）美恵子氏（51年4月から9月まで），

非常勤研究員として，斎田真也氏（51年2月から3月まで，当時は東工大大学院

在籍，現在は通産省製贔科学研：究所），禾口気典二1£（54年10月から55年7月まで，宇

都宮大学教授）に助けていただいた。

　眼球運動の測定方法及び装置に関して，斎田真也属，古賀一男氏（名古屋大

学環境医学研究所）に多くを負っている。読みの眼球運動の解析プログラムに

関しては，坂本哲洋氏（PDP11／10のRT－11のマクロアセンブラについて，現

在は（株）ヒロソフトウエア），尾白宏安幾（HP9825S及びPC－9801Mのプログ

ラムについて，現在は上智大大学院在籍）の助力を得ることができなかったら，

プログラムの完成は不可能であったと思うQ

　実験には，多くの方々に被験者として協力していただいた。読み誤りを調

べる実験では，君島真佐子氏（嚢晴，実践：女子大学学生）の協力を受けた。
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　研究のスタートの時期に，適切な助言をいただいた天野清氏　（国立教育研

究所）に感謝したい。読みの眼球運動にテーマをしぼる前に，種々の試行錯

誤的な実験をくり返した時期があった。このとき，がまん強く付き眩われた

のは菊地正氏（当艮寺は，東京教育大大学院に在籍，現在は筑波大学助教授）であっ

た。

　研究の成果については，研究所研究報告として発表する予定である。途中

経過の一部は，『読みの眼球運動と読みの過程』『研究報告集（7）』＜報告85＞，

昭和61年3月，29－66ページ）に報告した。このほか，臨本心理学会の年次大

会論文集を中心に，種々の機会をとらえて途中経過を報告し，批鞠や助言を

受けた。以下の文章は，『眼球運動と読みの過程』という題で，日本心理学

三三51團大会（昭和62年10月12－14日，東京大学）の論文集に集録される予定の

ものである。南庭寺点における研究の到達点を要約して述べてある。

　読みの眼球運動における一つ一一つの停留の注視点の位置は，その前の停留

において，周辺視で得られる視覚的な情報に依存しているが，この情報はア

ルファベットの文字体系の場合の読みと疑心語の漢字仮名交じり文の読みで

は質的な違いがある。また，一一つ一つの停留旧聞は，文のシソタグマティッ

クな構造と対応さぜることで，読みの過程を考えるための有効な指標となる。

　〔注視点の位置をきめる情報〕

　注視点を中心に，ディスプレイ上に一定の範囲だけ文を提示したり，その

範囲外の文に変容を与えることのできる装羅が開発されたことにより，一つ

一一ﾂの停留の注視点の位置は，その前の停留において，周辺視で得られる視

覚的な情報に依存していることが明らかになっている。英語の場合には，一

つの停留で意味処理できる範囲は注視点より5文字程度に限られるが，単語

の全体の形の情報は注視点より10文字程度の範弼まで，単謡の長さの情報は

15文字程度の範囲にわたって受け取られる。この情報が，次の注視点を単語

の中の最も都合のよい位置においたり，定冠詞をとばしたりすることに使わ
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れる。

　臼本語の漢字仮名交じり文については，ナ分に実験が行われているとはい

えないが，平仮名で表記される部分よりも，漢字を含む語，片仮名表記の語

の上に，停留が集中して見られることから，次の注視点の置かれる場所から

前もって受け取られる惰農は，そこに漢掌で表記される語があるか，あるい

は片仮名で表記された謡があるかという情報であることが予測される。漢字

は，名調や，動詞・形容詞の活用しない部分に使われ，片仮名は外来語ある

いは外国の地名や人名に使われる。周辺視で漢字で書かれた部分がとらえら

れると，そこに漢字で書かれるべき重要な役割をもつ情報があることが読み

手に与えられる。間隔に，片仮名の文字列が周辺視でとらえられると，そこ

に外来語あるいは外国の地名とか人名があることがわかる。漢字仮名交じり

文では，視覚的に特徴が異なり，一見して違いが見分けられ，しかも原理の

異なる文字を共存させ，文中の役割によって使いわけていることが，周辺視

で得られる情報の質において，アルファベットの文字体系の場合と大きな違

いをもたらしている。この違いは，停留時聞や注視点の移動距離には現われ

ないが，読書中に一度読んだところに戻る動き（逆行）が，漢字仮名交じり

文の読みでは，少ないことに現われている。英語では，全体の跳躍数に対し

て逆行の占める割合は，15～2096と報告されているが，漢字仮名交じり文の

場合は大部分の被験潜が10％以下である。また，文中の漢字表記語を平仮名

におきかえる割合を増やすにしたがって，逆行は増加する（英語の場合に近

づく）。

　〔停留時間と読みの過程〕

　一つの停留時間には，注視点における情報を入力し解読する時間のほかに，

前の停留蒔問内で完了しなかった文の理解に必要な勝事が重ね合わせになっ

ている。文中の人称代名詞は，先に読まれた文の中の其体的な名前に結びつ

かなければ，文としての理解は完了しない。文の中で人称代名調とそれの指

示する名前が離れている場合は，人称代名詞に停留している時間内にその人
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称代名詞の指示する具体的な名前にいたる処理を開始しながらも，それはそ

こに置いて眼は次の注視点に移り，そこでの情報の入力を行いながら，一方

では人称代名詞の解読が平行して進められる。

　H本語の読みの場合に，文の理解の過程の中で，文の構造に対応するもの

にさかれる時間が，停留時間の中に重畳されているのを示すデータを得るこ

とができる。この例としては，複文の読みの場合に，文の旬構造の境目のす

ぐ手前に影たるところや文末で，停留時間の増加が見られる。また，文頭に

近い文節ほど，格豹詞を取りたてて，名詞から切り離して，一つの停留が割

り轟てられる傾向がある。

　読みの眼球運動から読みの過程を調べていくにあたって，注視点の位置よ

りも，停留時間の扱いの方がむずかしい。注視点の位概は，情報の入力の側

爾にかかわるのに薄して，停留時間は，入力した情報の解読とその統合の両

面にかかわりをもっからである。
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動的人工口蓋による発音過程に関する研究

　　　　　　　　　　　　A　目　　　的

　標記の研究は，言語行動第三研究室が継続的に行っている現代H本語の音

声の，音韻論上の問題，表現的な個々の特上などを調音的，音響的，機能的

な側面から明らかにすることを目的とした一連の研究の中の一つである。本

研究は，主に動的人工口蓋装置（dynamic　palatograph，以下DPと略す）

による調音運動の観測，分析をとおして研究を進める。当面は，標準語の音

声を分析の対象とするが，比較の必要から，方言や外国語の音声も今後取り

扱うことを予定している。

B　担　当　者

言語行動研究部第三研究室

　主任研究官　高田正治

C　本年度の経過

　前年度に引き続き，収集ずみの青森方言DP資料の整理作業を進めるとと

もに，青森方言の特徴的な音声（母音，特殊音節及びb，d，　dzの鼻音化，

t，ts，　kの音声化，　k，　gの破擦音化現象など）を対象として，標準語との

対’比的な分析を進めた。

　なお，年度の後半は，上記の作業と併行して，当研究室に内地研究員とし

て受け入れられた琉球大学教授　上村幸雄氏と共同で，当室既存の日本語音

声のX線映画資料の中から子音を対象として考察を加え，『X線映爾資料に

よる子音の発音の研究忍（仮題）のまとめ作業も進めた。
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D　次年度の予定

　次年度は，現在までの標準語及び脊森方言についての分析結果を考察し，

実験音声学的な立場からまとめを行う予定である。

　また，本年度進めた『X線映画資料による子音の発音の研究3（仮題）の

まとめも完了する予定である。
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文法的特徴：の全国的地域差に関する研究

　　　　　　　　　　　　　A　目　　　的

　：方雷における文法の諸特微について，その全国的地域差を明らかにする。

具体的セこは，これまでに行った個々の事象についての臨地調査結果（全国807

地点）に基づいて言謡地図を作成し，さらに新たに全圏十数地点で体系的調

査を実施し，両者を総合的に分析して報告書を執筆する。

　　　　　　　　　　　　　B　担　当　者

言語変化研究部第一研究室

　室長　佐藤亮一　　主任研究官　沢木幹栄　　研究員　小林　隆

宏枝　非常勤研究員W・A・グロータース（61．4．1～62．3．31）

　昭和61年度の地方研究員は次の各氏に委嘱した。

　　担嶺地区　氏　名　　　所属機関（職）

　　南東北　加藤　正儒　：東北大学文学部（教授）

　　関東大島一郎東京都立大学人文学部（教授）

　　東　海　山口　幸洋

　　北陸真田儒治大阪大学文学部（助教授）

　　近畿山本俊治武庫用女子大学文学部（教授）

　　中国1　蜜山　敏昭　広島大学文学部（助教授）

　　四　国　土平　重俊　高知学園短期大学（葬常勤講師）

　　北九州　愛宕八郎康隆　長騎大学教育学部（教授）

　　南九州　田尻　英三　鹿児島大学教育学部（助教授）

白沢

　　　　　　　　　　C　本年度の調査三三

この研究は昭和52年度～56年度の「脚下における音韻・文法の諸臣微につ
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いての全国鵬殖研究」・及外昭矛057年即「文法の諸特徴についての全

岡的調査研究」を引き継ぐものである。研究は5か年計爾とし，本年度はそ

の第4年次である。

　本年度は下記の調査・作業を行った。

．（1）前年度に引き続いて，電算機に入力したデータを出力して校正作業を

　　行った。また，前年度に作成したデータベースのためのプログラムを試

　　験的に稼働させ，その点検・修整を行った。

　（2）これまでの調査結果の一部について言語地図を作成した。

　（3）表現法11（「意志・勧誘・希望」「推：量・様態・伝聞」「否定」「過去・

　　回想」「アスペクトj）について，下記の14地点で体系的調査（記述的研

　　究）を実施した。

　地匿名　　地点名　　　　　　　　　　　　撞当者

　北東北　青森県黒石布大字袋字富由　　　　佐藤　亮一

　南東北　宮城県多賀城市（高溶・八幡地区）加藤　正信

　関　棄　東京都八丈町三根　　　　　　　　大島　一一郎

　東　海　愛知県名古屋市（旧市街地中心部）山口　幸洋

　　北　陸　福井県吉田郡松岡町土舟

　　近　畿　大阪市東区道修町

　　中国1　広島県呉市苗代町上条

　　中国豆　島根娯松江市薪庄町

　　四　国　高知県土佐郡土佐町南泉

　　北九州　長：崎衛手熊町

　　南九州　鹿児島市（中心部）

　　沖　縄　沖縄県石垣斎川平

　以上のほか，

縄県島尻郡玉城村字爽武）

述を依頼した。

　なお，『方言談話資料（9）』

中本正智馬（東京都立大学教授）に，

　　　　のうち，表現法H（上述）について，

真照　信治

山本　俊治

室山　敏昭

小林　　隆

土居　重俊

愛宕八郎康隆

田尻　英三

沢木　幹栄

　　　同氏の出身地の方言（沖

　　　　　　　　　内省による記

（資料集10一・9・，15ページ参照）を刊行した。
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D　今後の予定

次年度以降は，引き続いて下記の調査研究を行う。

（1）電箪機に入力したデータを出力して校正作業を行うとともに，、この資

　料をデータベースとして利用するための各種のプPtグラムを作成する。

（2）57年度までの調査結果に基づいて言語地図を作成する。

（3｝：本年度と同一の地点で，待遇表現法を中心とする検証的調査を実施す

　る。
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方言研究法に関する基礎的研究

A　目 的

　方言調査法，及び，調査結果の処理・分析法に関する基礎的な調査研究を

行う。また，今後に発展させるべき研究計画についての小規模な実験的調査

研究を実施する。

B　担　当　者

言語変化第一研究室

　室長　佐藤亮一　　主任研究官　沢木幹栄　　研究員　小林隆　白沢宏枝

C　本年度の調査研究

　本年度は「方言談話の研究」と題するテーマについて研究を行った。方言

談話における類型を見串すことと，その類型に地域的な特徴があるかどうか

知ることがねらいである。

　材料としては，現在9巻まで刊行したr方鷺談話資料』を用いることとし，

応答・談話の構成などの類型を探った。

　なお，この研究は沢木幹栄が中心になって行った。

　このほかに前年度のテーマである「：方言アクセントの三会言語地理学的研

究」についての補充調査を，昭職62年3月に新潟県佐渡郡（佐渡島）におい

て実施した。具体的セこは，真野町中心部，同町高崎，小木町中心部，同門沢

晦，両津斎黒姫，同市鷲崎，早川町大倉，畑野町小倉の8地区を選び，各地

点，原則として2名の高年層話者について，前年度と同一の調査票による調

i査を行った。調査には佐藤i亮一・のほか，江端義夫氏（広島大学助教授）が参加

した。調査に当たって，インフt一マントの方々のほか，本間和夫　（真野町

教育委員会事務局長），足立俊裕（岡社会教育係），風間豊助（小木町教育長），
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高津晴夫（小木町教育委員会社会教育諜長補佐），坂：本外次（相州町教育委員会課

長補佐）の各氏のお世話になった。

　さらに，また，これまでに行った調査研究のうち，下記のテーマに関して

報告書の原稿を執筆した（括弧内は実施年度及び執筆者名）◎

　音韻的特徴の地域差・年齢差・場面差（昭55・飯豊毅一）

　方言資料の電子計算機処理に関する基礎的研究（昭55・沢木幹栄）

　地域社会における都市誉語の評衝意識の研究（照56・真田儒治）

　無型アクセント地域におけるアクセントの年齢差（昭57・佐藤亮一一）

　通儒調査法の有効性と限界（昭59・小林隆）

D　次年度の予定

　この調査研究は本年度をもって終了する。次年度は本年度に行った調査研

究（補充調査を含む）についての補充研究，並びに調査結果の整理を行う予

定である。
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明治時代における漢語の研究

　　　　　　　　　　　　　A　目的・意義

　明治晴代は，現代語の直接的な源流となった時代であり，日本の近代化が

始まった時代である。この近代化に伴い，日本語は大きく変化した。中でも

語彙の変化が激しく，それは漢語に最も著しく現れている。そこで，本研究

は明治時代の各種文献に現れた漢語の実態を調査し，さらに大正末期にいた

るまでの漢藷の調査研究を継続することによって，明治以降における漢語及

び漢字表記の変遷の条件と方向とを見極め，現代語成立の歴史的背景を明ら

かにする。

言語変化研究部第二研究室

　部長　飛田良文　（1）～㈲

僑博　（1）～（3）　研究補助員

B　担　当　者

室長　梶原三太郎　（1）～（4｝

中山典子　（1）～（3）

C　これまでの経過

研究員　高梨

　言語変化研究部第二研究室（昭祁48年度までは近代語研究室）では，昭和42年

度から「閣治初期における漢語の研究」に着手し，開治初期漢語辞書8種の

用語索引を作成し，48年度には謬安寧楽鍋用語索引』　（資料集9）　を刊行し

た（r年報21～30S参照）。現在，閣治初期の代表的翻訳小説r欧州奇事花柳下

話』と『通俗花柳春話』の漢語について，また英和辞書の訳語について調査

を行っている。

D　本年度の作業

（1＞　『花梯春話』における漢語の研究
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　上記の作業は行わなかった。

　（2｝英和辞書における訳語の研究

　本年度は，語別訳語対照一一覧表の調整を完了した。その際，前年度の調整

基準に加えて，新たに次のような基準を定めた。

1．読み方に関するもの

　①　方言による発＝音の違いは区別せず一括して扱う。

　　　・hitokadzu＝＝shito－kazu（Population）……　「shitojは「hitojの東京方

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　言。

　②読みにゆれのある和語は賑別せず一括して扱う。

　　　．　yukuszye＝＝　ikusuye　（De＄tiny）

　③連声による読みの違いは区別せず一括して扱う。、

　　　・安穏（アンヲソ）an・annon（Security）

2．字体に関するもの

　①旧字体，異体字（俗字），闘宇であると辞書に明記してあるものは，

　　新字体と一一耀して扱う。

　　　・記号篇題辞（lmpression）

　②書きかえ字（1956年7月5B第32回国語審議会総会が文部大臣に報

　　告し7c「同音の漢字による書きかえ」の漢字）については，『大字典』

　　（講談社）に書きかえ字として載っているものについてのみ，新字体その

　　他の字体と一括して扱う。

　　　・親密なる聯合＝親密なる連合（Marr圭age）

3．振り仮名の扱いについて

　①　振り仮名がない語で，音読みか調読みか迷うものは，まず一字と二字

　　以上の場合とを区：別してから個男琶に物断する。

　　　・「例（｛へ）」と「例」のある場合，一字なので「例」を「レイ」とは読まず

　　　　　「タトエ」に一摺して扱う。

　②訳語が2語以上の語句，あるいは文である場合は，一部の語に振り仮

　　三又は注があっても，その振り仮名又は注は無視して一一一tsする。
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　　　・望遠鏡ノ頭珠（サキノタマ）篇望遠鏡ノ頭珠（Objective）

③和語で，同じ漢字表記に対して，振り仮名のある場合とない場合，振

　　り仮名のある方の読みに統一する。

　　　　　　　　　　コラ　　　●堪ヘラレヌ1＝・＝洋紙ラレヌ1（工皿patience）

　④当て字の振り仮名の扱い方→振り仮名の位置によって読み方を表わす

　　か意味を表わす注記かに分ける。

　　　・読み方を褒わすものとするもの（ウレヒと読むもの）

　　　　　　　　　ウレヒ
　　　　憂愁（ウヒレ），憂愁，（Pain）

　　　・意味の注記とするもの

　　　　憂愁（Pain）
　　　　ウレヒ

⑤蹴名の脚 l四鋳義；翻け。．
　　　　ヒナガタ　　ヒナヵタ
　　　③雛形＝雛形（Or至ginal）

　　　　欝血〔草・鷲サ・（・・…y）

　　　⑤聯・鱗〔神〕蹴（鉱・鋤）

4．漢語の表記について

　漢語（宇音読みの語）については，表記が異なれば別語とする（ただし，

当て字の場合を除く）。

　　　・検査キ虚病雫橡査（Examination）

　　　・家族キ隷属（Farnily）

　　　・理論キ結論（Conclusion）

　　　・終毘キ収尾（Conciusion）

5．外来語について

　外来語については，表記が別ならぼ励語とする。

　　　・カッフェキカッフェエキカッフェー

　（3）漢語研究のための著書・論文目録の作成

　前年度に引き続き，漢語に関する研究文献を収集し，罠録に補充した。

　（4｝近代語研究資料の調査
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　昭和61年11月19ヨ～23日の5H間にわたり，菓北大学付属図書館所蔵の狩

野文庫・林文庫・藤原文庫などの漢訳洋書について調査を行い，・57年度に作

成した『漢訳洋書昌録』草稿の東北大学所蔵本についての確認作業を行っ

た。調査に当たっては同図書館閲覧係及び相互利用係の方々のお世話になっ

た。

E　今後の予定

次年度は，本年度の作業を継続し，下記の作業を行う予定である。

（1｝　『花柳春話』の漢講の研究は文体鋼の用例集を作成する。

②　英和辞書における訳語の研究は語別訳語対照表の索引作成作業を始め

　る。

一42一



現代語彙の源流に関する研究

A　目的・意義

　現代の文化現象を表現するために不可欠である現代語彙の重要な部分は，

西洋文化の影響を強く受けた三三の開国以後に成立したものが少なくない。

その中でも膚然科学用語は現代語彙の一つの中心的存在である。そこで，こ

の研究では現代の自然科学晶晶について日常生活になじみの深い語を取り上

げ，訳語を中心に，主として幕宋・明治大正期に起源をもつものを見つけ出

し，それらの用語が定着してゆく過程を明らかにする。

B　担　当　者

言語変化研究部第二研究室

　部長　飛照良文、　室長　梶原二太郎　　研究員　高梨信博　　研究補助

員　中山典子

C　本年度の作業

　57年度の作業で選び出した訳語・外来語について，それらの発生と定着の

過程を明らかにするため，前年度に引き続き自然科学関係の尊回書・概説書・

啓蒙書及び教科書から用例採集を行った。本年度は数学・物理学・化学・生

物学・天文学・地学の6科目についズ，主に幕末・明治大正期の文献65冊か

ら合計約16，000枚の用品カードを作成した。

　数学’…’．合計9冊，同2，268ページ

　噸響箕術教科書』巻上・下　　いずれも明治21年（3版）　　等三寿

　『購代数学教科書』巻上・下いずれも明治28年　土居嘉四郎

　『近世平覇幾何学』　　i据治28年　　菊池大麓（訳）

　r舗近世賄』巻k」”Fいずれ醐治29年（証2月初販）
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上野清

乱数轍階蜷上・下畑脂血・・年醐糖太郎
物理学……合計25柵，同三，936ページ

＊『裂窮理図解』巻1～3　　いずれも虜治4年（再刻）　　福沢論吉（纂輯）

＊『物理全憲』巻1～10　いずれも明治9年　　誌上li準一（訳）

＊『薪撰理科書』巻1～4（各巻が上・下の2分冊）　　巻1・2は明治20年（訂正

　：再版），巻3・4．は間21年（再版）　　高島次郎

＊噸響輪近理科教科書（理化篇）』　　大正7年（訂正再版）　　田丸卓郎ほか

　『翔大正物理学教科書』巻上・下　　いずれも大正15年　本多光太郎・田中三四郎

噸中晶晶教科劃　昭和3年（証再版）　澱正

化学……会：t　6冊，．岡1，977ページ

＊『糞痴農箋讐小学理化教授の実際』　　大正7年（再版）　　瀬谷真吉郎

　『矯顕微鏡化学試験法』　　大正7年　　顧所哲太郎

　『i斎座イヒ学教科書』　　　　大正14年　（言了正6版）　　　　亀高徳平

　『頚女子化学教科書』　　昭和2年　　武原熊吉

＊『小学校化学教材の根本智識及其解説』　　昭和3年　　永海佐一郎

　『四訂姦煮詩心化学教科書』　　昭和10年（訂正8版）　　柴田雄次，

生：物学……合計16冊，同3，645ページ

能無物学教科書』　昭和7年（5版）　神戸伊三郎

　『高等小学理科学習書　第一学年用』　　昭和7年　　岐阜県教育会（編纂）

r露点の樹木』　昭和7年（再版）　松縮枝

　『喬女子動物教科書』　　昭和9年（訂正6版）　　谷津直秀

　『趣味の博物教材』　　昭和ユ0年　　佐藤清明

　『姦煮動物教科書（昭和再訂版）』　　昭称12年（再訂再版）　　竹島茂郎・近藤耕

　蔵

＊『尋常小学理耕学習手引　第五学年用』　　昭和12年（訂正6版）　　岐阜県教育

　会（編纂）

　『女子動物教科書』　　昭和13年（修正版）　　久米又三

　『享中等植物学（第二版）』　昭和14年（訂正版）　　三宅駿一
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＊『自然の観察　教師用　一』　　昭和16年忌　文部省（著作兼発行）

　『四黍と植物』　　昭和16年　　本田正次

　r生きる植物』　　昭和17年　　佐々木尚友

＊『親と子の自然観察』　　昭和18年　　塩見：友：治

＊『縷学理科・1分野下』　　昭和58年（3版）　　坪井忠二ほか

＊『自学理科・2分野上』　　昭和58年（3版）　　坪井忠二ほか

・r貯理科・2分野下』　練58年（3版）　坪総コまか

　天文学……合計5賜，同877ページ

　『星学手簡』　（抄）　　文化1　ml，80嘆年（ころ成立）　　間重富・高橋盃蒋（『日

　　本思想大系・63』所収）

＊『星学図説』巻上・下　　いずれも明治4年　　神田孟絡（訳）

＊r地文学』　　明治21年　　島田豊（訳述）

＊『星学・全』　　明治33年　　須藤伝治郎

　地学……合計4滞，同847ページ　　・　．

＊『星学図説』巻上・下　　いずれも明治4年　　神田孟絡（訳）

＊『地文学』　　明治21年　　島田豊（訳述）

＊『星学：。全』　　明治33年　　須藤伝治郎

　以上の6科屠の総計65冊，同11，550ページである。なお，上記の書名のう

ち＊印をつけたものは，その内容が2科屡以上にわたっていて，用例採集作

業を2科謬以上の視点で行ったものである。

D　今後の予定

　本研究は昭和57年度から5年計画で，熊洋文化の移入にともなう自然科学

用語の定着過程を調査してきた。しかし，本年度において，調査が完でしな

かったので，次の補充調査を継続することにしたい。

　すなわち，自然科学関係の専門書・概説書・啓蒙書及び教科書の訳語の用

例採集。
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児童・生徒の言語習得に関する調査研究・

A　目 、的

　児童・生徒の母国語の習得過程を明らかにすることを目的として，昭和60

年度から行っている。

　　　　　　　　　　　　　B　担

雷語教育研究部

　部長　村石昭三（室長事務取扱）（3｝

川又瑠璃子（1）～（3）

当　者・

研究員　島村直己（三｝茂呂雄二｛2｝

C　本年度の作業

（1｝漢字について

　1．常用漢字の習得度調査

　文部省科学研究費補助金特定研究（1》「常用漢字の学習段購配当のための基

礎的研究」（代蓑村石昭三，昭和57年度～59年度）の一部として行ってきた漢

字の習得度調査の集計作業を行い，主要な結果について，r漢字の習得度調

査一申間報告（3）一』という冊子にまとめた。また，次の要領で，児童の漢字

学習に関するアンケート調査を行った。

　・調査校

　　贔用区立暗中小学校（校長　吉野一正）

　　世磁谷区立桜町小学校（校長馬場一男）

　　渋谷区立本町東小学校（校長　・」・林良男）

　　三鷹市立三鷹第三小学校（校長　佐藤三男）

　・調査学年

　　2，4，6学年（各校それぞれの学年で2学級の児童を対象とした。）
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　・調査方法

　　調査学級の担任教師が調査老になって，「調査の手引」に従って，L一問

　　ずつ読み上げて，児童に回答を記入させた。

　・調査時期

　　昭和61年3月

　2．児童の漢字使用に関する探索的研究

　漢字含有率に関して，児童の課題作文を材料として前年度行った作業をま

とめて，次の報告をした。

　島村直己「児童の漢字使用一課題作文の漢字含有率から一」（『研究報告集

　（8）』＜幸強膜90＞，　｝沼和62年3月遅

　また，上記論文で扱った作文のうち，約3分の1（約200編）については，

コンピューターで文脈付き用語索引を作成し，それにいくつかの付加情報を

つけるという作業を行った。

（2）作文について

　1．文章化能力に関する探索的研究

　文を基礎的な単位として，それを連続させ展開していくことは，文章を書

くことの一つの基礎的な過程である。この過程を文章化の過程と呼ぶ。この

過程の実現にかかわる子供の諸能力の発達を明らかにするために，次の二つ

の資料の収集を行った。

①実験的な資料の収集：子供がどのような文の形式を利用して，文の連続を

　実現するのかを明らかにするために実験的に短作文を書かせた。

　　文を連続する場舎に，その連続を決定する一つの要因は先行の文脈であ

　る。そこで，統制された文脈を用意し，子供にその文脈に続けて1文を書

　くことを求める課題場面を構成した。

　・刺激文

　　　子供たちに文をつなげさぜる先行文脈を刺激文と呼んでおく。刺激文

　　は，「一は一だ（一した）」というように，主題部と述部をもつ。先行の

　　調査から，主題部に表わされるものの意味的な性格が，：文をつなげる難
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　　易と関係があると考えられていたので，主題部には行為者（人名）と非

　　行為春（「教室jなど，行為を行うことができないのもの）の2題詠を

　　用意した。述部には，行為を表わす動詞と対象の属性を表わす用語の2

　　種類を用意した。これらの組み合わせで4種類，それぞれの意味上の種

　　類ごとに6個ずつ，計24個の刺激文を用意した。

　・作文の収集

　　　初盆61年の7月に大宮市の小学校で調査を行った。被験老は小学2年

　　生から6年生までの各5クラスであった。1人8個の短作文が翻り当（

　　られた。それぞれの刺激文ごとに，各学年約80名のデータが得られた。

　　全体では延べ1万1千のデータを得た。

②実践資料の収集：統制された課題とは逆に，実際の教室でどのような指導

　の下に，どのような文脈づくりが，入門期の子供たちによってなされてい

　るのかを見る必要もある。そこで，小学1年生が授業の中で書いた作文を

　収集した。千葉県富津市の小学校の協力を得て，昭和59年度入学の1年生

　が1年間に書いた個人文集を借り受け，複写し，作文資料とした。

　2．児童の作文使用語彙調査

　文部省科学研究費補助金特定亡霊（1）「言語使用能力の発達段階とその標準

化」（代表　岡部慶三，昭和57年度～59年度）の一部として行ってきた作文使用

面差調査については，国語研究所大型計算機のディスクファイルに全学年使

用語彙表を作成し，その校正作業を行った。また人名・地名語彙表も同じよ

うにディスクファイルを作成した。

　全学年使用語彙表については，①語種，②r分類語彙表』（資料集6）の分

類番号，③阪Pt一一郎r新教育基：本語彙選（学芸図書，エ984年）のランク，④漢

字表記，などの参考情報を付け加えた。また一部の学年については，各見出

し諮を使用した人数の情報も付加した。

（3）幼児及び小学校低学年児童の諾彙調査

　文部省科学研究費補助金一一般研究（A）「幼児。低学年児童の語彙調査」　（代

表芦沢節，昭和51年度：村石昭三，昭和52年度～53年度）の一部として行い，
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得られた絵：本ポインティング調査資料により，使用語彙の特徴に関して分析

した。分析は，今年度で終了した。

D　次年度の予定

1．常用漢字の習得度調査に関しては，とれまでの調査結果をまとめて，報

告書を執筆する。

2．児童の漢字使用に関する探索的研究に関しては，KW王C索引に付加情

報を付ける作業を続行する。

3．文章特性の発達に関する研究に関しては，短作文資料，実践資料の二種

類の資料を検討して，発達的な変化を記述的にまとめる。

4．児童の作文使用語彙調査に関しては，①引き続き，ディスクファイル化

　した語彙表データの校正作業を行う。②児童の譜彙使用の変化を種々の付

加情報によって分析し，調査結果をまとめていく。また，③使用人数の計

数作業を進めていく。
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言語計量調査

　　語彙調査自動化のための基礎的研究

　　　　　　　　　　　　A　目　　　的

　これまでに開発された電子計算機を用いた語彙調査システムは，きめ細か

い調査・分析ができるようになったものの，自動処理，及び調査結果の管理

運用方法などについては十分ではない。そこで，これらを9標とした新しい

語彙調査システムを開発する。

　具体的には次の4点について，研究開発・調査分析を進める。

　　1．自動処理プログラムの開発

　　2。効率的な修正システムの開発

　　3．調査結果の蓄積・探索？分析方法の開発，及びその運用方法の研究

　　4．新しい電子計算機。日本語処理システムの調査研究

　　　　　　　　　　　　B　担　当　者

言語計量研究部第一研究室

　窒長　中野　洋　　研究員　石井正彦　山崎　誠　　研究補助員　小沼

悦

　　　　　　　　　　　C　本年度の研究経過

　本年度の研究は，大きく二つに分かれる。すなわち，語彙調査霞動化の夫

めの準備的研究と，これまでに行われてきた中学校教科書，及び高校教科書

の語彙調査の実施とまとめとである。なお，この研究には，言語計量研究部

第三研究室の協力を得た。

1．語彙調査自動化の準備的研究

　電子計算機を用いた語彙調査の中では，語の並べかえ，用例の作成，頻度

や比率の計算・作表を計算機によって行い，文章の単語分割・漢字の読み仮
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名づけ・品詞の認定・同じ語か異なる語かの判定などを人間によって行って

きた。ところが，電子計算機の性能が上がったことにまり，人間が担当して

きた作業の一部も計無機によって行うことが可能になった。一貫処理システ

ムは臨動単藷分割・自動漢字解読の機能をもった，そのようなプFグラム、シ

ステムである。

本年度は・一貫処理淋テムをパーソナ・贈ソピュvタ上で動くように

し，語彙調査システムと連動するようtl＝した。　．この結果，語彙調査用デ「タ

ベー一Hス・マネジメントシステムのひな型を作成することができた。

　1月26日には外部の研究老7名を招いて，実験の結果について研究会を開

き，「f〈・一’ソナルコンピュータの上で動く一貫処理プログラム」（中野洋）を

発蓑した。

　なお，研究成果や研究経過報告は言語計：量研究部の内部資料冒CL三三』

に三階報告した。

　研究欝的の1「駆動処理プログラムの開発」についてp

　　中野洋「一貫処理システムの概要」

　　小沼悦「一貫処理システムの精度一機械処理と人手作業の比較一」

　　石井正彦「霞動単位分割の精度と問題点」

　　中野洋r自動漢字解読の精度と問題点」

　　中野洋「自動品詞認定の精度と問題点」、

　　山崎誠「代表形の決定方法」（以上CL押割第3号）

　研究目的の2「効率的な修正システムの闇発ゴについて。

　　中野洋ヂラン7アイル消滅ファイルの回復」（CL通町営団号）

　研究目的の3「調査結果の蓄積・検索・分析方法の開発，及びその運用方

法の研究」について。

　　下野草「『新明解圏語辞典』磁気テープファイルの一利用」（CL一三第5

　　　　　号）

　研究臼的の4「新しい電子計算機・H本語処理システムの調査研究」につ

いて。
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　　山崎誠「LANWORDの利用法」（CL通儒第4号）

　　斎藤秀紀・小高京子・米田純子「仮名・漢字変換機能を利用した用語索

　　　引作成の試み」　（CL通信ag　6号）

2．語彙調査の実施とまとめ

　中学校教科書の語彙調査は，中学校社会科理科教科書7冊（社会科一地理

的分野・歴史的分野・公民的分野，理科一第一分野・第二分野各回・下）の本

文部分をすべて取り出し，全数調査するものである。言語量は約20万語（単

位は文を構成する要素という観点から規定．した単位のW単位）である。この

調査は「高校教科書調査」より自動化が図られている。すなわち，入力段階

では，読み仮名等の情報を省ぎ，高校教科書のデータを辞書として読み仮名

・代表形を自動的につける。その後，検査を行い，情報のつかなかった箇所

・情報の違っている箇所だけに，人手による修正を行った。

　本年度は，W単位の語彙表を作成し，『中学校教科書の語彙調査K』　（報

告91）を刊行した（13ページ参照）。

　高校教科書の語彙調査では，薪しい電子計算機ACOS550システムで使

えるように，M単位・W単位のデータの整備を行った。なお，研究経過につ

いて次の報告がある。

　米照純子「高校教科書M単位保存ブァイルについて」（CL通僑第3号）

　中野洋「高校教科書文脈順データファイルの作成」（CL通信第3号）

D　次年度の予定

　藷彙調査自動化の研究では，昭和61年度の研究成果を受けて，新しい計算

機の上で動くメインシステムを作成する。特に，データの修正・集計・作表

機能の充実を図る。山彙調査では，高校教科書と中学教科書の用語の分翫を

行う。
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現代の文字・表記に関する研究

A　目 的

　現代における文字・表記の実態を調査し，記述するとともに，そこに含ま

れる諸問題について種々の観点から，理論的な検討を行い，あわせて研究法

の開発を試みる。

B　担　当　者

言語計量研究部第二研究室

　部長　野村雅昭　　室長　編岡昭夫　　主任研究窟　佐竹秀雄　　研究補

助員　沢村都喜江

　　　　　　　　　　C　本年度の研究及び作業

　本年度の研究及び作業は次のとおりである。

1．教科書の褒記の研究

　教科書の語彙調査データを用いて，現代表記の実態の一端を計量回避学的

に記述すること，またその分析方法を開発することを試みるために，高校教

科書（理科・社会科九教科）データを，文字・蓑記研究用ファイルに変換す

ること，それを検査・修正することなどを行った。また，中学校教科書（理

科・社会科七教科）データについても，同じシステムに乗るように，ルビ情

報を付加し，データの整備を行った。

2．漢字の機能の研究

　漢字の造語機能に関する分析を目的とする研究である。昭和41年度の朝日

新聞，読亮新聞，毎β新聞の三紙の罵語調査に基づく二字三三データの補充

・整理を行いつつ，報告書原稿執筆の準備を進めた。なお，この研究は，科

学研究費等による学術常語調査の結果と併せて分析を行うため，本年度でい
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つたん終了する。

3．文字・表記テ㌣プルの整備

　昭和57年度で終了した特別研究「大量用語用字調査のための表記テーブル

の作成に関する研究」で作成した漢字テーブルと語表記テーブルについて，

前年度に引き続き，最近の新聞などのデータを中心に，データの補充と修正

を行った。懐た・・それに基づいて・第三研究室と共問で・電子計算機言ステ

ムの漢字辞書の拡充に努めた。

4．文字・表記の研究に関する情報の整理

　科学研究費等の成果報告，燗人が発行した冊子，他の分野の雑誌などに掲

載された論文，海外における研究などの収集に努めた。

D　今後の予定

　表記テーブルの拡充・整備と，文字・表記の研究に関する情報の整理につ

いては引き続いて研究と作業を行う。高校教科書と中学教科書については，

漢字表，語表記一覧表など，各種表記データを62年度中に出力し，分析を行

う。
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・電子計算機による言語処理に関する基礎的研究

A　目的・意義

　本研究は，電子計箕機を使用する上で必要になる各種の大規模調査に関す

る応用技術の撃発と言譲のモデル化など，理論的側苛め二つの領域を対象に

する。これらは，言語の横断的な研究を行う場合に必要となる基礎資料の作

成，データ収集手段としてのデータベースの構築，爾語・用字調査め効率

化を図る方法論の開発，それらを具体化するプログラム作成に有効な働きを

する。その他，書語研究に必要な電子前歯機の基本機能の検討にも重要であ

る。

　　　　　　　　　　　　B　担　当　者

君語計量研究部第三研究室

　室長　斎藤秀紀　　主任研究官　田中卓史　　研究補助員　小高：京子

米田純子

　　　　　　　　　　C　本年度の研究及び作業

1．大量データの効果的蓄積と検索に関する基礎的研究

1）新聞KWIC用例集のデータベース化と光ディスクの利用

　現代日本語の分棉こ利用できるKWIC用例集をデータベース化するため，

新聞3紙（昭和41年発行，朝臼・毎日・読売各1年分）の逆引きKW王C用例

集の作成と第一次の校正を行った。修正対象は，数字・記号類などを省いた

1，944，826件である。また，開発と並行して索引作成工程を短縮するため，

仮名・漢字変換処理を利用した実験システムを作成した。システムの基本的

な考え方は，データの「読み」を入力する際，変換した「漢字」との連結情

報を使い，同語異語半捌・分かち書き・読み仮名づけを行うものである。
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　実験は，直木賞受賞作品の小品2点（つぎの急行，透明魚）を使い，従来

の処理方法と比較した。現在，確認したシステムの問題点に対する改善方法

を検討中である（文献1）。なお，仮名・漢字変換処理は，ワードプロセッサ

の入力機能を使用した。

　次に，大量コードデータの利用を簡素化するため，追記型光ディスクを使

用したKWICHi例検索システムの開発と実用化の実験を行った。その結果，

光ディスクの処理速度は，書き込みデータ長を4kバイト長から16kバイト

長に変更することによって，書き込み時間を325分（10．21Mバイト）から

167分に短縮できた。さらに，書き込みデータ長を32kバイト長に拡張する

ことによって，約50％高速化できる見通しを得た。読み取り蚕簿は，データ

管理表と検索用索引の統合で900分から180分に短縮できた。

　その他，光ディスクの処理速度を磁気ディスク装置と間程度に上げるため

には，Read　After　Write方式の改善，通信［堅線の高速化，コンパイラ及びオ

ペレーティングシステムの改善が必要であることを示した（文献2）。また，

追記型光ディスクの実験結果から，120センチ型コンパクトディスク（Com

pact　Disk－Read　Only　Memory：CD－ROM）による大量データの出版と，日

本語データに即するマルチメディアへの饗応が容易であることを示した。

2）大量データの情報交換媒体としてOP　CD－ROMの検討

　CD・ROMは，ディジタル録音用に開発された媒体である。媒体は，540

Mバイトのコードデータを記憶できる特性をもっている。外形は，直径12セ

ンチ，重さ15グラムと小型・軽量である。一方，最近の大量デLタの流通の

多様化は，従来の冊子体・マイクPtフィルムに代わる，記録密度が高く情報

加工の容易なデータ提供の手段が要求されるようになった。これらの要求は，

マイクmコンピュータの普及とともに強くなりつつある。

　以上の背景をもとに，大量データの保存媒体，コンピュータの補助記憶装

置としての利用，情報の伝達媒体としての妥当性を探るため，実験システム

に必要な基本事項を検討した。以下にCD－ROMの特微・問題点・検討事項

を示す。
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　（1）大量データ（540Mバイト）をディジタル情報として記録できる。

　（2）媒体は，直径12センチ重さ15グラムと小型・軽量である。

　（3＞ビット当たりの記録費用が磁性媒体と比較して安い。また，記録された

　　データの安定性が高い。

　（4）読み取り処理と書き込み処理は非対象であるが，記録の際，事前にデー

　　タ記録構造の最適化を図ることができる。

　（5｝パーソナルコンピュータを利用して，情報の加工，拾い読みができる。

　｛6）音・図形・イメージ・コードのマルチ情報の扱いが容易である。

　（7＞媒体の保存セこは，空調などの設備が不要である。

　これに対して読み取り時間が遅い，データ記録の論理形式が標準化されて

いない，などの問題がある。しかし，大量データの出版用媒体としての条件

は，現在の主流である冊子体・マイクロフイルムより優れていると考えられ

る点が多い。また，大量データ蓄積に対して，省スペース，総合データ管理，

取り扱いの容易性などの特性を利用することにより，パーソナル利用のほか

に汎用コンピュータ上の長期データ保存管理にも鰐応できる。その他，デー

タ交換手段としてのCD－ROMによる出版は，研究対象データの収集とコン

ピュータ加工への道を開く。この特性は，従来の冊子体では得られないもの

である。

　以上の各条件を確認するため，今年度：はCD・ROMに対する情報収集と基

本システムのあり方を検討し，次の課題を抽出した。

　（1）パーソナルコンピュータにおける大量データの検索は，どのようなプpa

　　グラムが必要か。

　（2｝データ読み取り時間の高速化には，どのような方法があるか。

　（3）ハードウェアは，どのような装置が使用できるか。

発表論文

1）斎藤秀紀・小高京子・米田純子「仮名・漢宇変換機能を利用した用語索

　　　　引作成の試み」

　　　　『CL通信第1号』（国立国語研三飯・言語計燈研究部，80－91，1987）。
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2）斎藤秀紀「光ディスクを使用した大量日本語データの蓄積」

　　　　『研究報告集（8）』、（報告90，95－123，1987）。・

2，新しい言語処理システム

　計箕機による言語処理の質を向上し，意味内容にまで立ち入った高次の処

理へと進むために，、、君語理解，推論，番語生成などの過程を情報処理の立場

からモデル化する。計算機上に実現されたモデルは計算機の動きとして，モ

デルの妥当性塗確認することができる。すなわち言諾研究に，モデル化（理

論化）と計箪機実験を繰り返して理論を精密にしていく自然科学・実験科学

の方法を用いる。

　言語理解の研究は，単独文の理解と文章理解（文脈をなす複数の文）に分

けて研究を進めている。単独文の理解には文法規則に基づく構文解析が重要

な役割をはたす。そこで，、臼本語のように語順のゆるやかな言語を記述する

ことを正門とし準確定節文法（句構造文法を述語論理の確定節で表す方法）

を開発している。これまでに文脈自由言語の定義を拡張し，語順をもたない

言語（集含型の言語）を定義した。また，集合型言語の文法規則から述語論

理式へ変換するメカニズムをVAX計算機（東大計箪センター）上に実現した。

確定節文法による構文解析は，出発記号（文）を終端記号（単語）へと分解

していく下降解析の方法に基づいている。下降解析の方法は左回帰の文法規

刻（文法規則の右辺の左端に左辺の記号が現れる）に出会うと，無限ループ

に陥る危険性をもっている。そこで，この閣題を避けるために，61年度は確

定節文法の下降解析の過程に部分的に上昇解析を組み込む方法を開発した。

これは，文法規則を集合の変換規則としてみなし，文法規則中に逆変換のオ

ペレータを導入することで可能になった（1）・（2＞。　この確定節文法を用いて日

本語文法を記述し，構文解析を行うと，非文を正しい文として解析するよう

なことが起こる。そこで次年度は文法規則中にある程度，志願に対する拘束

条件を導入する方法を考える。

　一方，文章理解には言外の情報を補い，文と文との間に意味的な関係を与

えるため1対象世界の知識が必要になる。対象世界の知識は計算機内部に静
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的に蓄えられているだけでは不十分で，入力された文に紺して動的に適用さ

れねばならない。そこで知識は辞書のような形を取らずに，すべて述語論理

に基づく推論規則の形を用いている。これまで，童話の世界を例に取り物語

理解の実験を行ってきた。実験はVAX計算機上の演繹システムDuck（＝一

ル大学開発〉　を用いて行っている。システム億与えた世界の知識を公理とし

て，入力文とのあいだに次々に定理を導いていく。導かれた定理の集合が近

似的に物語の理解状態を実現している。実験をとおして，この演繹システム

上での物語理解のモデルの不十分な点も明らかになってきている。次年度は

理科の教科書に用いられる説明文に対しても同様な方法が適用できるか検討

を行う。

　（1）田中卓史「DCSG：差集合に基づく確定節文法について」情報処理学会

　　自然言語処理研究会57－1，1986年9月

越（2畑中卓史「論理型言語による電子回路の早出解析に関する研究」九州大

　　学工学博士学位論文，1986年12月

3．電子計箪機・高速漢字プリンタ室運用・管理

　前年度に続き，電子計四四の更新に伴う環境整備として，新システム（AC

OS－S550）に対する光ディスクの基本ソフトウエアと機械処理用め漢字辞書

の整備を行った。光ディスクの一本ソフトウェアには，データ特性の測定も

含まれる。これらの実験の結果は『研究報告集（8）』（報儀90）にまとめた（文

献2）。

　辞書については，JIS第1，2水準に付掬された詩学番号・読みについて，

大宇典，大漢和のエつの辞典を基準に校正を行った。また，並行して漢字プ

リンタの字形とJISの字形の違いを調査した。

　コンピュータ処理用の辞書の作成目的は，1）i日システムから新システムへ

のデータ移行に伴う漢字変換のためのコード変換表の整備，2）総合漢字辞書

のデータベ一遍化の二つである。ロードブックは，羅宇源・大字典・大漢

麹の検字番号を使い，ゴソピュータで使驚できる漢字コードを検索できるよ

うにしたものである。また，漢字総含辞書は，個々の漢字について使用実体
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から情報を総合化L，コンビ＝一タ処理のための基本辞書を作成することで

ある。現在，辞書作成の対象情報は，1）雑誌九十種・新聞の漢字・高校教科

書・中学校教科書の調査で得られた結果，2）＝！　wド変換対応表，3）漢和辞書

情報，の三種である。コンピュータ上で利用できる情報及び検索機能は，1）

基本データ，2）語彙調査集計表，3）読み別集計表，である。現在，これらの

各機能の中で利用方法が確定しているものは，（1｝だけである（図D。（2）は，

雑誌・薪聞・中高教科書の各調査の漢字別使用順位，人名・地名に分けて出

現度数を表示したもの，（3）は，雑誌・新聞調査における漢字の「読み方」別

度数を併記したものを検討している。漢字と読みは，常用漢字内であるか，

表外字であるかの識別も含める予定である。

　なお，雑誌九ナ種調査及びJIS漢字に付けられた漢和辞書情報は，言語計

量研究部第二研究室で作成したものを使用した。中。高校教科書調査の資料

は，言語計量研究部第一・第二研究室からの提供を受けた。また，JIS漢字

に対するコード対応表，漢和辞書情報（画数・部酋・読み）は，メーカ（H

本電気・日立製作所）で使用しているコンビ。．・一タ処理用の機械辞書を参考

にした。メーカ間のコード及び聡漢宇テレタイプ＝一ド鰐応表は，言語計量

研究部第三研究室で作成した。

　　　　（図1）碁本データを遷択した場合の唾面

　　JlS　　　　J王SE
生　 4038　　 7CF8
　　区画
　　部首
　　酒糟コード

　　総画数
　　部三内画数

　盤内　　　　盤外

　◎321　　＠活政

生1

内部E　　　内部∫　　修正

21F8　8138

大島鵜

薪宇源

大字典

おんよみ

くんよみ

セイ／ショウ／

ハ（エル）／オ（ウ）／ウ（マレル）／イ（キル）／ナマ／キ／

巨16700
150080
1T7！ll，　rt

学習漢字　　｝エ年｛

常用灘　回

人名欝　口

一　60　一一

鮪欝　［團
xre漢字　匝1



D　今後の予定

1）追記型ディスク装置の基本ソフトウェア機能を拡張する。

2）汎用データーベースを使用した，新聞KWIC検索システムの作成と従

来のシステムとの比較を行う。

3）仮名・漢字変換処理を応用した索引作成システムの改良と処理効率の測

定及びデータベース方式との比較を行う。

4）機械処理用の漢字辞書について，漢字の「読み」を中心に大字典・大漢

和との相違を調査し，校正及び修正処理を行う。また，辞書から各調査で

得られた用例の検索もできるよう機能の拡張を行う。

5）CD－ROMに記録データの作成と，データ特性の最適構造を調査する。

6）CD－ROMの読み取り処理の高速化を図る手段として，ディスクキヤシ

　ュメモリ効果を測定する。
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B本語の対照言語学的研究

　　　　　　　　　　　　A　目的と内容

　本研究は，　「外国語としての日本語の研究」の中心的分野をなすものであ

り，H本語を外国語としてとらえ，諸外国語と対照しつつ記述研究を行うも

のである。本年度は以下の2点に沿って研究を行った。

　a．H本語の記述的研究

　日本語の音声，特にアクセントについて，その機能を明らかにし，潤本語

教育の中に正当に位置づけるための基礎的研究を行った。

　b．個別対照文法記述のための基礎的研究

　日本語と個々の外国語との対照研究の一般的方法論を確立することを財旨

すもので，単語の意味記述に関する対照語彙論的な観点からの研究に着手し

た。

　　　　　　　　　　　　　B　担　当　者

日本語教育センター第一砥究室

　室長（事務取扱）　爾不二男　　研究員　階下正夫

　　　　　　　　　　　C　本年度の研究経過

　a．について

　H本語のアクセントについて，一般にその役割，働き，機能などと呼ばれ

ている事柄を整理し，日本語教育的な観点から研究を進めていくうえでの基

盤となる枠組みの設定を行った。発表論文として次のものがある。

　相澤正夫「アクセントの機能についての覚え書」『醤語学の視界　小泉保

教授還暦記念論文集』　（大学書林　昭和62年3月刊）

　また，この課題に関連して，東京語アクセントを対象に，動詞からの転成
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名詞のアクセントについて既に旛摘されている規則性を点検する目的で，小

規模な文献調査を行った。利用した文献資料は次の6点である。・

　　『新明心血語辞典（第三版）』　（豊省堂）

　　『明解H本四アクセント辞典（第二版）』（三省堂）

　　『日本語発音アクセント辞典』　（臼本放送娼版協会）

　　r巳本語発音アクセント辞典（改訂新版）』　（fi本放送出版協会）

　　痩全国アクセント辞典』（東京堂出版）

　　『東：京語アクセント資料（上・下）』　（文部省科学研究費特定研究「言語の標

　　準化」資料集）

　b．について

　前年度に刊行した『藏独仏函基本語彙対照表』（報告88）によって，各言語

の基本語彙が意味分野によってどのような分布の違いを見せるか，という点

についてひととおり概観することが可能になった。マクロな観点から，各号

語間の対当語グループを意味分野別に把握することができるからである。し

かし，利用に当たっては，次の2点について十分な留意が必要であろう。第

1点は，意味分類の基準として，日本語について作成されたf分類語彙表』

（資料集6）の枠組みを（便宜的にではあるが）用いていることである。第2

点は，外国語からH本語へという方向性をもった舞戸辞書を利用し，その見

出し諮に付けられた訳語形をキーにして各言語の語彙を配列していることで

ある。

　本年度は，単語の意味記述に関する対照語彙論的研究を行うための手がか

りとして，以上のような作業手続を採用したことが原因で生じたと思われる

問題点について，その事例を収集・整理する作業を中心に研究を進めた。

　　　　　　　　　　　　　D　今後の予定

　a．について

　動詞からの転成名詞のアクセントについて，小調査の結果をまとめる予定

である。
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　b．について

　引き続き，事例の収集・整理を行うとともに，

て理論的な面から検討を加える予定である。

その示唆する問題点につい
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日本語動詞の名詞句支配に関する文法的研究

　　　　　　　　　　　　A　目　　　的

　山本語動詞の名詞句支配について，動詞結合価理論の立場からの研究を進

め，個々の動詞が実際に文を作るときに要求する名詞句の種類とその分布を

求め，外国人のための臼本語教育における，語彙・文法的側面からの教材開

発の基礎資料を提供することを屡的とする。

　　　　　　　　　　　　　B　担　当　者

B本語教肇ぎセンター一第一一一一L研究室

　室長（事務取扱）　爾不二男　　研究員　相澤正夫

　　　　　　　　　　　C　本年度の硯究経過

　iYfSlj研究として翫画した3年計画の第2年次に当たり，用例の採集と整理

を重点的に行う一方，研究成果の取りまとめ方についのて検討も随時行っ

た。

　資料としては，読売新聞の解説ページ（1982年5月25臼から9月3帽までの4

か月余り）　に掲載された，記老署名入り解説記事の本文を用い，動詞用例を

すべて採集した。偲々の用例には，それが奮まれる文だけでなく，さらにそ

の文を含み込んで全体で一つのまとまった文章の単位をなす段落レベルまで

拡張して，文脈情報を与えるよう配慮した。解説記事を資料体として選択し

た理由は，きっちりとした記述がなされているだろうとの予測による。

　　　　　　　　　　　　　D　今後の予定

　基本度の高い動詞を中心に，名詞句支配の実際のあり方がわかるような形

式を工夫して，用例集を作成する予定である。
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日本語教育の内容と方法についての調査研究

A　目 的

　外国人に対する日本語教育の現状と過去の実績について，教授法，教育内

容，教材に関する問題点を収集整理し，目本語教育に．関する研究上の方法論

と具体的対策を検討し，H本語教育の内容と方法の向k改善に資する基礎的

な研究資料を得ることを蹟的とする。

B　担　当　者

日本語教育センター第一研究室

室長（事務取扱）　南不二男　　研究員 相澤正夫

　　　　　　　　　　　　C　本年度の研究経過

　技術者研修の分野において，H本語教育，及びそれに関連する事業を行っ

ている7機関に委員を委嘱し，年度内に．1回の日本語教育研究連絡協議会を

開催した。これによって，この分野におけるH本語教育の現状を把握する一

方，各機関が相互に情報・意見の交換を行えるような場を提供した。委員を

委嘱した機関嫁，次のとおりである。

　　国際協力事業団

　　（財）国際協力サha一ビスセンター

　　（社）国際交流サービス協会（国際研修局）

　　（財）海外技術老研修協会

　　オイスカ産業開発協力団

　　麗用促進事業団中央技能開発センター

　　（株）海外技術老研修調査会

　本年度の協議会（昭和62年2月23鶯開催）では，各機関の日本語教育の現場
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において，実際に教壇に立っている方々，教材開発に携っている方々を中心

に畠席を依頼し，この分野の日本語教育のうち，特に教材・補助教材の開発

・作成，及びその効果的な利常に関連する諸問題について発題と協議を行っ

た。発題が行われたのは，次の2件である。

　　①r技術研修のための日本語工業技術分野誰（国際協力事業団）の編集

　　　について　　　　　　　　　　　一国際協力サービスセンター　山田基久

　　②ll実用和英技術用語辞典選（海外技術者研修協会）の編纂について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一海外技術岩研修協会　豊田宗周

出庸者は，次の15人である。

　　小野英美子（国際協力纂業鐡東京圏際研修センター）

　　梶LLI敏子（同上）

　　吉川仲子（同　大阪国際研修センター一）

　　河内千春（踊上）

　　赤松みのり（同　名古屋國際研修センター）

　　柏原淳江（同　兵庫インターナショナルセンター）

　　西　雅恵（1司上）

　　山田基久（（財）函際協力サービスセンタ”業務第二部日本語研修室）

　　森戸規子（（社）圏際交流サービス協会（国際研修局））

　　蛭川泰夫（（財）海外技術者研修協会束京本都研修部H本語班）

　　豊田宗周、（岡　教材蘭発課）

　　石沢弘子（岡　横浜研修センター日本語班）

　　渡辺道行（オィスカ産業開発協力団中部H本研修センター）

　　中野頼明（三一促進事業団中央技能開発センター技術援助課）

　　有馬俊子（（株）海外技術者研修調査会）

　　　　　　　　　　　　　　D　今後の予定

　引き続き，技術者研修の分野の肺肝謡教育についての調査研究を行う。
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日本語と英語との対照言語学的研究

A　園 的

　外国語を完全に修得するためには，言語の論理的な構造だけでなく，それ

をコミュニケーションの手段として使う際の話老の心的態度，表現意図など

の理解と運驚能力の開発が必要である。本研究は，英語を母語とする学習者

が日本語を学習する際に直蘭する障壁の一つであるそれらの側面について，

B・英激語の比較対照を行い，H本語教育の充実・発展の基礎資料として供

することを厨的とする。

B　担　当　者

日本語教育センター第二研究室

室長　西原鈴子

C　本年度の経過

（1）意味論と語用論の接点にある諸要因について，内外の研究者による研究

　成果の調査を行った。

（2）特に話者の寄値判断を内包する表現を取り上げ，意味素性，法演算子，

　論意意図の側面から分析を試みた。

（3）日・英両語を日常的に使翔する被験者を紺象として，それらの異言隠亡

　伝達における可能｛生と問題点を検討した。

（4）以上の調査の結果をまとめ，「話者の価値判断」として『研究報告集

　（8）』（報告90）に報告した。

　　　　　　　　　　　D　今後の予定

次年度は，英語の文献について，重点的に調査する予定である。
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日本語とインドネシア語との対照言語学的研究

A　目 的

　日本語とインドネシア語の言語構造の比較・対照研究を行い，その成果が

インドネシア人学習者に日本語を効果的に教授する際の指針として役立つこ

とを目的とする。本年度は，次の項羅を研究テーマとして，碍本語とインド

ネシア語の比較・対照研究を行った。

　1）日本語とインドネシア語の受動構文の比較

　2）H本語の助詞・聞投詞とインドネシア語の小燈との比較

　　／

　　　　　　　　　　　　B　担当　者

陰本語教育センター第三研究室

　室長　正保　勇

C　本年度の作業

1）前年度からの継続テーマである「日本語とインドネシア語の受動構文」

　　に関する研究の一一部として，前年度に設定した比較・対照のための枠組

　みに沿って，日本語とインドネシア語から受動構文の例を収集するとと

　　もに，インドネシア語の能格構文の例を収集し，日本語とインドネシア

　語の受動構文の比較・対照研究の墓礎となる資料の蓄積を図り，あわせ

　　て，インドネシア語における受動構文と能格構文の相違についての考察

　を行った。以上の作業の結果，次のような蝦鯛を得た。

　　イ）H本語とインドネシア語の両言語について，非有生物が受動構文の

　　　動作主となるパターンの出現率は低い。

　　m）非有生物が，受動構文の主語となるパターンについては，日本語の

　　　方が，インドネシア語に比較して，その出現率が低い。

一69一



　　ハ）インドネシア語には，日本語のいわ＠る「迷惑の受身」に対応する

　　　　受動構文は存在しないが，意味の上でほぼこれに対応する，圃定化

　　　　した他の構：文が存在する。

　　二）日本語のいわゆる「所有物三三」に対しては，インドネシア語の

　　　　ter－ee文や，　ke－an構文が意味の上では対応することが多いが，両

　　　　構文共，純粋な受動構文とは言い難い。

2）インドネシア語の忌詞を，主として日本語の助詞や問投詞との比較をと

　　おして考察するための予備作業として，本年度は，次のことを行った。

　　イ）N本語の助詞・間投詞に関する文献，及びインドネシア諮の小詞に

　　　　関する文献を参考にして，比較・封照世論のための枠組みを構築し

　　　　た。

　　m）上記枠組みの妥当性を検証するために，日本語及びインドネシア語

　　　　より，例文の試行的収集を行った。

なお，2）に関しては，その成果の一部を，　『研究報告集（8）』（報告90）に発

表した。

　　　　　　　　　　　　D　今後の予定

　Cの1に関しては，インドネシア語のter一構文の中には，受動文的な性格

を有しているものと，それとは性格を異にするものとがあるので，この両者

の相違点を探ることと，インドネシア語の受動構文と能面構文の相違を，統

率・策縛理論の観点から探ることが今後行うべきサブテーマである。

　Cの2に関しては，本年度設定した枠組みに沿って，継続してH本語及び

インドネシア語より例文を収集し，比較・対照研究の基礎となる資料の蓄積

を図る。
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日本語と中国語との対照言語学的研究

A　内容と目的

　本年度は，主に以下の3点について研究を行った。

　　　　ぶゴ　a．　臼戸

　中国語話岩が臼本語を丁丁する際に，まず問題となると考えられる音声上

の問題点について，それがβ中両語の音声上のどのような差異匠基づくもの

であるかを考察した。日中爾語の音声上㊧差異が，中国語話老にとっての日

本語音声習得上の問題点の主な原因となるという前提のもとで，主要な日中

爾語の音声上の差異を明らかにすることを臼的とする。

　b．接辞

　日本語における漢誌系接辞がどのような文法的機能をもつかという点にう

いて考察した。潤本語の中の漢語系接辞の機能を明らかにするととが目的で

ある。

　c．助詞

　場所を示す日本語の格助詞「二・デ」と，それに対応する中国語の介詞

く在〉の用法について考察した。場所を示す「二・デ」の用法は，中国語話

者にとって習得のむずかしい点の一つであるが，その原因の一つは，対応す

る中国語の言詞が〈在〉一つであるということであると考えられる。しか

し，〈在〉には，構文上異なるエつの用法があり，それが「二・デ」の差異

に対応する側面をもっている。この〈在〉の二つの常法と「二・デ」の用法

の異同点を明らかにすることが屡的である。

　　　　　　　　　　　　B

臼本語教育センター第四研究室

室長（事務取扱）　南不二男

担　当　者

研究員　水野義道（61．9．1採用）

一71一



　　　　　　　　　　　　C　本年度の経過

　a．中国藷の標準語である「普通話」と日本語の共通語の音声の音素レベ

ルにおける差異が一応明らかになった。

　b．cについては，それぞれ以下の形で中間報告をした。

　b．「漢語系接辞の機能」（rH本語学』6－2，1987年2月号）

　c．「場所を示す中国諮の介詞〈在〉とH本語の格助詞『二』『デ』」（r目

　　　本語教育』　62，　1987年）

　なお，a．　cについては，中国人インフォーマントの協力を得た。

D　今後の予定

　今後は，bを発展させて，　H本語の中の漢語と中國語との語構成の対照観

究を中心テーマとしていく予定であるが，同蒔に，a．　c．その他について

も考えていく予定である。例えば，aについては，中国語話者の幽身方言三

軸の問題点について調べることを考えている。
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日本語教育研修の内容と方法についての

調査研究

A　目 的

　外国人に対するH本語教育に関して，教員の資質能力の向上を図ること，

また，教育の効率化をfiざすことは，現在大きな社会的要請となっている。

：本研究は，教員研修一般についてそのあり方を検討するとともに，当研究所

で実施している研修に対して適切な指針を樹立するため，具体的な研究及び

その方法の開発を行うことを厨的とする。

B　担　当　者

日本語教膏センター日本語教育指導普及部日本語教育研修室

　室長　磁中　望　　研究員　古川ちかし　沼田善子　　研究補助員　早照

美智子　　事務補佐員　新間英世

C　本年度の経過

　本研究は内容を二分し，

　1．H本語教育の評価及び測定に関する研究

　2．研修効率向上に資するための調査研究

とする。

1．日本語教育の評価及び測定に関する研究

　日本語教育の研修の内容として，どのようなものが適当であるかというこ

とを，H本語教育研修室の握当する日本語教育研修をとおして，検討した。

その一環として前年度に引き続き，r日：本語教育論集　一日本語教育長期專

門研修昭和60年度報告一3忍（A5，119ページ）

を刊行した。昭和60年度のH本語教育研修の報告と合わせて，昭和60年度ま

での日本語教育長期専門研修の修了生の論文4篇，すなわち，
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　　飯島　昭治（昭和59年度修了生）：結束性と日本語教育

　　猪崎　保子，梶井　恵子，工藤郷子，パルダソ田中幸子，堀内みね子（昭和60

　　年度修了生）：シミュレーションによる中級プログラムの試み

　　梶井　恵子（昭和60年度修了生）：依頼機能の分析

　　清幽恵美子（昭和58年度修了生）：非・項目積み上げ式教授法のすすめ

を収録した。これによって，修了生の研究能力の水準を知ることができる。

　同論集には，また，

　　古学ちかし：雷語教育への非分割アプローチ

が併録されている。これは，昭和61年度に2園にわたって試みたH本語初級

クラス（モデルクラス）の実験の結果・分析に基づくもので，言語教育の問

題を提示し，今後の日本語教育への可能性を示唆している。

　なお，従来，教員研修のための教材に関する研究を行い，プログラム教材

を発行してきたが，本年度は前年度に引き続き，プログラム教材の統合化，

体系化など，基礎的な事項を検討するにとどまった。

2．研修効率向上に資するための調査研究

　研修の需要・供給の実態について，的確な情報・知識を得るために，従来

日本各地の実地調査を行ってきたが，本年度は実施しなかった。

D　今後の予定

　次年度は以下のことを予定している。

1．日本語教育の評価及び測定に関する研究

　『日本語教育論集　4』の発刊を予定している。昭和61年度日本語教育長

期専門研修修了生の論文数篇を収録する。

　日本語教育長期専門研修及びH本藷教育夏季研修のあり方について，見薩

しをする。

2。研修効率向上に資するための調査研究

　硫修修了者の動向を調査し，班修実施のための資料を得る。各地の実地調

査は行わない。
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言語教育における能力の評価・測定に

　関する基礎的研究

A　目 的

　外無人の日本語学習者に対する標準的なH本語能力試験の必要性は年々高

まっている。しかし，そこである単一の能力尺度のみで，多様な臼本謡学習

者のH本語力を測ろうとすることは現実的とはいえない。さまざまな言語能

力分野において，標準的な能力試験が受けられる体制が望ましい。ホ研究

は，そのための学習者の日本語能力分野と，その評価手法を体系づけるため

の基礎的研究である。

B　担　当　者

H本語教育センター臼本語教育指導普及部H本語教育概修室

　室長：照中　望　　研究員　古川ちかし　沼田善子　　研究補助員　早田

美智子　　事務補佐員　新聞英世

C　本年度の経過

本年度は，以下のような予備的な調査・研究を行った。

1．さまざまの外韓語標準能力試験において属標とされる言語能力の観点，

分野などの比較対照を始めた。

2。その中で，霊に：璽屡テストではなく全体テストについて，また認知テス

　トよりも運用能力テストについて，その内容妥当性を検討した。

3．能力試験のテスティングシラパスは，基本的には教授シラバスのある部

分であり，ラストデータの検討に際して教授データ（何をどんなやり方で

勉強したか）が岡時に得られることが望ましい。そのために，実際にβ本

語を学習している外国人インフォーマン5の集団を確保し，データを取っ

た。
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4．以上に基づいて，口頭面接試験，また言語学習適性試験を部分的に闇発

　し，上詑イソフォー’rソト集団に試行した1。

　　　　　　　　　　　　D　今後の予定

引き続き，今年度の1～4の作業を継続する。

1．層標とされる言語能力分野の体系化を試みる。

2．妥当性について，理論的，予測的側面を内容的側藤に加え，特に検討す

　る。

3．教授データの収集を続け，データの蓄積，及びアクセスの仕方を検討・

　開発していく。

4．以上に基づき，引き続き能力試験の部分的開発・試行を行う。評価手法

　についても検討・修正を加えていく。
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日本語教育教材開発のための調査研究

　　　　　　　　　　　　A　目　　　的

　既存初級教科書及び当研究所作成の日本語教育映画墓礎編について語彙・

構文・文法上のいくつかの単位区分及び二三の比較縦照を行い，その結果を

教材特発に役立てると岡時に資料として提供する。語彙教理開発のためのH

本語語彙の意味論的分析を進める。これらの成果を応用して教材試作実験を

行い，また教授者向けの資料を作成提供する。

　　　　　　　　　　　　B　担　当　者

H本謡教育センター臼本語教育指導普及部H本語教育教材開発室

　センター長　南不二男　　部長　上野田鶴子　　室長　H向茂男　　班究

員　中道真木男　　文部技官　丁田　潤（61．11．1．まで）

　　　　　　　　　　　　C　本年度の作業

　L領本語教育映爾30巻分のせりふのワードプロセッサ・データに，付加

情報として，日本語教育の観点から仮設定した下位分類について入力作業を

した。

　2．既に発表されている各種の意味分析結果を利用して記述の効率化に役

立てるための研究の一部として，既存国語辞典等で意味記述に用いられてい

る用語の実態を，ワードプロセッサを用いて調査する作業を継続して行っ

た。

　　　　　　　　　　　　D　今後の予定

　既存初級教科書のうち数種類について，単位切り，文型の抽象化，場面構

成要素の拾い出しなど各種基準の設定を行い，計算機入力をして一一覧表を完
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成させる。入力済みデータはデータベースとして保存し各種の使用に供す

る。

　多種類の情報媒体に同一テー一　？の学習内容を盛り込んでおき，それらを適

切に利用することで相乗的な効果を生み出す方法について基礎的な考察を続

行し，またそれらによる教材作成のための指針を構築する。

、意味記述の手法開発の一一環として，既存国語辞典等で用いられている意味

記述絹語の実態調査を続行する。
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談話の構造に関する対照言語学的研究

A　目 的

　中上級向けの日本語教育に役立てるため，日本語において談話の構成を表

示するために機能する手段と談話構造の規則性とを明らかにし，その内容を

他暗語と比較して教育上に役立つ知見を得る。

　　　　　　　　　　　　B　担　当　者

陰本語教育センター

　センター長　爾不二男　　第一研究室　研究員　網澤正夫　　第二研究室

　室長　西原鈴子（61．4．1。から）　　第四研究室　研究員　水野義道（61．

9．1．から）　　日本語教育指導普及部　部長　上野田鶴子　日本語教育研修

蚕室長田羨望　日本語教育教材開発室室長臼向茂男　研究員

　中道真木男

　　　　　　　　　　　　C　本年度の経過

　4年計画の第1年次に当たり，談話研究全般の動向，主な研究課題と接近

法，閉本語教育センターにおける従来の研究状況，などに関する研究会を開

催し，担当者閥の情報交換を行うとともに，次年度以降に取り上げる具体的

な研究課題を探索した。その結果，談話構造を表示し，話し手の意図，感情

等を付随的に表現する音声的手段の解明が有用であると考えられ，ζの方面

に関する研究状況の調査に着手した。

　またこれと並行して，基礎資料となるH本語の話しことば文字化テクスト

を計箕機に入力し，出現語彙の調査等を行った。
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　　　　　　　　　　　　D　今後の予定

　音声的手段の解明のため，特に超分節音素の記述方法に関する従来の研究

状況を調査する。また，H本語，英語，インドネシア諮，中国語，等につい

て，話しことば資料の収集と，アクセント，イントネーション，プPミネン

ス等の実態調査を行う。
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国語及び国語問題に関する情報の収集・整理

　　　　　　　　　　　　A　目　　　的

　国語に関する学問の研究成四一一一meを知り，あわせて関係学会の動向，言語

及び言語生港に関する世論の動きをとらえるために，国語及び国語問題に帯

する情報を収集・整理し，’麟語研究の基礎的資料を整備する。このために次

のことを行う。

　1．刊行図書・雑誌論文等の調査を行い，分類別文献目録カードを作成す

　　る。

　2．諸新聞から関係記事を切り抜いて整理・製本し，研究資料を作成す

　　る。

　3．『国語年鑑』を編集する。

　　　　　　　　　　　　B　担　当　者

雷語変化研究部文献調査室

　部長　飛田良文　　研究員　懸原圭子　僻藤菊子　中蟹根仁

　　　　　　　　　　　　C　本年度の作業

　前年度に引き続き，昭和61年度に刊行された各種文献を調査し，情報を収

集・整理した。昭和61年1月から12月までの情報については分類別文献昌録

カード及び「新聞所載国語関係記事切抜集」37冊を作成した。これらの文献

の目録は，その他の資料・情報とともに『国語年鑑』〈昭和62年版（1987）〉に

掲載する。

　『国語年鑑』は，昭和61年版（1986）を編集した。昭和60年1月から12月

までの国語に関する研究成果，関係学会の動向，ことぽに関する世論などを

主な内容とし，次の各部に分けて編集し，昭和61年12月に刊行した。なお，
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この昭和61年版（1986）から，『国語年鑑』は，横組みに統一して編集し，

印溺方式も活宇四二から電算写植方式に改めた。

　第1部展望　「話しことば」「国語学」「国語政策」「国語教育」「日：本謡教

　　　　　　　育」「書語関連諸科学一音楽とN本語一」など17項目。

　第2部文献　刊行図書（1，211件），雑誌論文（2，821件），新聞記事（主な

　　　　　　　記事のみ280件）の文献翻録ほか。

　第3部雑報　各学会・関係四団体（74団体）の活動報告，60年度文部省科

　　　　　　　学研究費による研究題9（269件）・刊行費補助金による学術

　　　　　　　図書　（33｛牛）　一覧壷まカ㌔

　第4部国語関係老名簿　国内1，720人，国外91人。

　第5部資料　「現代仮名遣い（内閣讃令・告示）」「ことばに関する放送

　　　　　　　（おもな番組）」ほか。

　索　引　　　文献の部（刊行図書，雑誌論文，新聞記事）の著編者名索引

　　　　　　　である。

　なお，本年度は，前年度に続いて『国語年鑑』昭和29～61年版に掲載した

国語関係老名簿及び文献翼録の著編者名のうち難読氏名を，電子計箪機に入

力し，次の「名簿資料」を作成した。

　　1，闘語年鑑掲載國語関係者総合名簿（2，720件）

　　2．名簿掲載老氏名一覧（2，720件）

　　3．圏語年鑑掲載文献著編者難読氏名一覧（約6，000件）

　　4．国語年鑑掲載文献著編者別資料（1986年版～）

　以下，国語及び国語問題に関する昭和61年の情報の傾向を知る手がかりと

して，採録した文献の冊数（または点数）を項鷺別に示す。　（）内は60年

の数である。

　外国発行の刊行図書・雑誌論文等については，その採録範囲を籏本四の研

究及び臼本藷教育に関するものに限定した。

1　利行図轡の調査

　壌講関係の刊行図書について，書名・著（編）者名・発行所・発行年月・
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判型・ページ数，並びに内容を調べてカード化した。当研究所で入手できな

かったものについては，r日本全国書誌週刊版』（国立国会図書館編），その

他から情報を補い，総数1，740冊についての分類別目録カードを作成した。

刊行図書の分類とその冊数

麟語～般

圏語史

音声・音韻

文字・表記

語彙・用語

文法

文章・文体

方言・民俗

ことばと機械

コミ

4
3
9
4
2
2
2
5
6

婆
4
　

ワ
耐
5
1
3
7

（39）

（26）

（ll）

（16）

（60）

（　9）

（13）

（50）

（　2）

　zaニケーショソ

コミュ＝ケーショソー般（言語

　生活）　　　　　　　　　　　　　　　　37　　　（27）

言語技術（回し方・譲き方）

　　　　　　　　　　　61　（38）

雷語（学）その他

辞典・環語集

　辞典・ffi語集

　索引

資料

国文学

マス。コミュニケーション　1

三三問題　　　　　　　　　7

三二教育　　　　　　　　122

外国人1・crcする日本語教育　25

　　　　　　　　　　　　60

〈　1）

（　7）

（68）

（15）

（51）

168　（148）

33　（i7）

142　（145）

277　（119）

計1，130（862）冊

追補（昭和6G年以前刊行分）

　　　　　　　　　　　610　（556）　｛as

　　　　　　総計　1，740（1，418）冊

　国文学関係の刊行図書については，主として近世以前の作品の本文と，そ

の注釈を採録している。

H　雑誌論文の調査

　当研究所購入の諸雑誌，並びに大学，学会，研究所等から寄贈された雑

誌，紀要・報告類から，関係論文・記事を調査し，題臼・筆老名・血塗・巻

号数・発行年月・ページ数を記載したカードを作り，分類別掻録カードを作

成した。採録した論文・記華の総数は，4，072点である。今回から連載物に

ついても各回1点と数えた。したがって，前年の点数と直ちに比較できない

が（）内に前の数を記す。

　1　一般刊行雑誌，及び大学・研究所等Q紀要報告類

　a，一一般刊行雑誌（学会誌等を含む）……461（506）種

鷺：驚●細2響；騰膿馨　　、ll，li
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日本語教育　　　　　　　　2　（6）　　その他（教育・社会学・心理学ほヵ・）

マス●コミ関係　　　11（12）　　　　　　　　80（100）

謙総合誌　1瑠国入つ羅　1瑞：
文芸・緻・芸能　　、（3録

　b．大学・研究所等の紀要・報告類……418（346）種

　2　論文・記事の分類とその点数

国語　（学）　　　　　　　　　　　　　158

圏語史　　　　　　　　　　74

音声・音韻　　　　　　　109

文宇・表記　　　　　　　113

語彙・用語　　　　　　391

文法　　　　　　　　　　267

文章・文体　　　　　　　205

古典の注釈　　　　　　　94

方言●民俗　　　　　　　　　　　　　297

ことばと機械　　　　　　41

コミュニケーション　　　204

マス・コミュニケーション

皿　新聞記璽の調査

（197）

（85）

（130）

（66）

（533）

（198）

（196）

（93）

（176）

（54）

（213）

97　（48）

田端問題　　　　　　　　　　　　　117　　（117）

圏語教育　　　　　　　　エ，065（1，llO）

外蟹人に対するN本語教育

　　　　　　　　　　　155　（124）
言語　（学）　　　　　　　　　　　　　353　　（336）

資料　　　　　　　　　　84　（17）

書評・紹介　　　　　　　139　（134）

　　　　　　　計　　3，863　（3，827）　点

追補（昭和60年12月以前発行分）

　　　　　　　　　　209　（　216）　，k’・一N

　　　　　　総計　　4，072　（4，043）　，点

　下記の諸新聞から，関係記事を切り抜いた。各月ごとに整理・製本し，資

料として保存し，閲覧に供している。

　切り抜き点数は3，853点で，その内訳は次のとおりである。

　1　新聞の種類と切り抜き点数

賞（夕）刊紙

　朝　　日

　毎　　日

　読　　売

　東　　京

　サンケイ

　　M本経済

　北海道

536　（528）

558　（553）

451　（573）

535　（493）

420　（312）

362　（378）

543　（521）

　　西日本
週刊・その他

　週鷺読書人

　図書新聞

　薪聞協会報

　教育学術新聞

　その他

226　（259）

　　　　59　（62）

　　　　24　（42）

　　　　50　（36）

　　　　ユ2　（15）

　　　　77　（100）

計　　3，853　（3，872）　，点
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2　月別の切り抜き点数

1月

層
月4
710月

262　（276）

272　（327）

318　（336）

411　（323）

2月

5月

8月

1瑚

3　新聞記事の分類とその七教

国語（学）一般

音声・音韻

文　字

　文字・褒記

　活出

語　彙

　三島一般

　各種用語

　薪語・流行語・隠語

　外国語・外来語

　問題謡・命名

　入漁・地名

文　法

文　体

　文体・表現

方　言

　方言一壷

　方士と標準語

　各地の方言

言語生活

　雷語生活一・ue

　ことばの問題

　ことばづかいの闇題

　敬語の問題

　情報化？kfk

言語活動

　蓄語活動一一般

297　（328）

292　（35D

282　（242）

351　（356）

517　（406）

11　（28）

72　（56）

ユ0　（8）

185　（176）

108　（60）

147　（152）

138　（130）

65　（58）

146　（145）

198　（207）

　7　（15）

37　（6e）

38　（19）

　8　（le）

102　（87）

le2

75

59

29

66

（114）

（72）

（72）

（30）’

（88）

32　（36）

3月

6月

9月

12月

369　（324）

304　（303）

331　（3e6）

364　（370）

　話すこと（聞くこと）

　響きくこと（読むこと）

ことばと機械

国語問題

　圏語問題一般

　表詑の問題

　　表記一般

　　常薦漢字など

　　仮名遺い

　　送り仮名

　　仮名書き

　　横瀬き・縦書き

　　人名・地名の衰記

　　外来語表記

　　ローマ三

園語教育

　国語教育一般

　学務指導の問題

　　学欝指導一般

　　話す（聞く）

　　読む（読謝旨導）

　　書く（作文指導）

　文学・古典教育

　特殊教育

　視聴覚教育

　学カテスト

　幼児教育
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53　（63）

56　（44）

9e　（92）

107　（22e）

11　（18）

23　（12）

4　（4）

48　（53）

4　（e）

8　（2）

6　（7）

21　（44）

三〇　（16）

2　（6）

31　（37）

3
4
3
7
4
3
0
2
7

一
　

ワ
餌
三
　

ウ
μ
－
三
3

（　8）

（　7）

（41）

（15）

（　9）

（15）

（　3）

（32）

（29）



　海外帰国子女教育

雷語学

　言語学一般

　外蟹語一般

　比較硬究

　翻訳の問題

　外国語教育

　外羅語に関する紹介ほか

臼本語の研究と教育

56　（90）

72　（67）

92　（51）

16　（39）

52　（42）

143　（124）

66　（52）

170　（183）

マス。コミュニケーション

　マス・コミー一繭般　　　　　　　 8　　（11）

　新聞　　　　　　　　　31　（25）

　放送　　　　　　　　　　　　　　　　　　34　　　（43）

　広告・一三　　　　　　32　（49）

　繊｝仮　　　　　　　　　　　　　　　　　　63　　　（82）

書評・紹介ほか　　　　　　250　（309）

計3，853（3，872）点

　切り抜き点数は，前年より19点少なかった（主な記事はr国語年鑑〈昭和62年

版〉に掲載）。本年の主な動向を示す。

　第16期国語審議会が3月6Hに総会を開き，4年間にわたった審議結果を

まとめ，r改定現代仮名遣い（案）」として文部大臣に答申した。このことが

3月7日の各紙に掲載された。文化欄やコラム欄，投書欄などに関連の意兇

が掲載された。なお，「現代仮名遣い」が7月1購に告示された。

　「各種用語」の項が前年より多いが，これは，オーディオ用語やハイテク

用語に関する連載記事が『東京新聞』や『読売新聞』にあったことによる。

　近ap＝．一メディアと一般の人々の言語生活のかかわりを紹介する記事が

N立っているが，本年もこの方錐に関する記事が多かった。特にパソコンや

ワープロが主婦層や学校教育の面でも人気を得ているようだ。

〔付　所外からの質問について〕

昭和61年度に電話で受けた質問件数を示すと次のとおりである。

計

月

923

61年
4月

87

5月

83

6月

83

7月

82

8月

76

9月

58

10月

75

11月

60

12月

77

62年
1月

77

2月

79

3月

86

（前年度の質問件数は1，019件であった。）

　拝聞の内容は例年どおり多方面にわたっていた。件数の多かったものを示

すと次のとおりである。用字用語について332件（用語一般145件，ゆれの
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ある語69件，用字一般65件，同音類義19件），漢字の読み138件（姓名に関し

て32件），語源54件，寧体40件，敬語・語（字）の意味35件，ことわざの由

来27件，仮名遣い21件などである。

　上記の件数のうち，同一（又は，同類）の内容について2回以上質問を受

けた事獲を仮名遣い，送り仮名，字体などから例示する。

仮名遣い

　ず。つの使い分け

　こんにちは

送り仮名

　行（な）う

字体

　L・£
　淵・渕

　また，

の「殿」の使い方，

7
5
『
0

2

4
2

　薦・葛

　音・音

同音類義語

　替える・換える

　夏期・夏黍

　舗作・製作

　使う・遼う

発音にゆれのある語

2
ウ
μ

2
開
2
2
2

十～（ジッ～・ジュツ

　n一）

大～（ダィ・オオ）

行（イク・ユク）

すいません・すみま

　・せん

ニッポン・ニホン

マテガイ・マチガエ

4
3
22
2
2
一　　　　くり返しの「々」は文字なのか，名称があるのかなどが8件，敬称

　　　　　　　　　あるいは「様」との違いについて5件，「ごくろうさま」

を極上の人に使うことの是非について4件，「見られる」などを「見れる」の

ように言うことの是非について3件，「順風満帆」の読み方について3件，な

どが件数の多い事項であった。

　なお，研究所及び研究所の刊行物についての照会が7件あった。電話によ

る質問のほかには，はがき，封書による質問が7通，直接来所しての質問が

5件あった。

　以上の件数は，すべて文献調査室で受けた質問で，研究員等が個人的に受

けた質問は含んでいない。
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文部省科学研究費補助金による研究

　連語購造における意味素性の適合に関する醤語間比較

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（代蓑巻　蒲　不二男）　〈特定研究（1）〉

〈研究臼的〉

　言語閥の機械自動翻訳を実現するためには，まず各言語の統語規則とその

紺応関係を知ることが必要であり，書語学の側からの従来の研究は主にこの

点に関して行われてきたが，多様な言語使用を限られた数の統語規則で記述

することには限界がある。必要な情報の多くは，個々の語彙要素ごとに，そ

の統語上・意味kの特性を記載した辞書に依存せざるを得ない。そのような

辞書を作成する手順としては，第1に，連語構造が成り立つために二六語・

被修飾語の問で適合しなけれぽならない意味素性のカテゴリー（対立項）の

種類を知ること，第2に，個々の語に付与される対立項の種類及びそれらに

対応する意義特微を記述すること，の2段階が必要である。本研究ではその

第1段階として，連語構造における適合条件としての対立項の種類を日本語

の語について収集・分類して主な類型を赤し，さらに外国誘についても同様

の分析を行い日本語と比較して，翻訳における困難点を予測することを昌的

とする。

〈研究組識〉

　研究代表者

　　南　不二男（回忌語教育センター長：）

　研究分担者

　　中道真木男（日本語教育教材淵発室研究員）

　　畠　　　郁（田本語教育センター客員研究員）

　　三枝令子（筑波大：学留学生教育センター非常勤講師）

　馬場　良二（文化外国語専門学校講師）

〈研究経過〉
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　語の葱味を構成する意義特徴は，語の旛し示す事物を他の語のそれから区

鋼する弁溺的な特利を含む「語義限定曲特徴」と，語の＝ユアンスを形成す

る「含蓄的特微」に大崎できるが，従来の計断機耀辞書等の闇発は主として

六義限定的特徴の記述に根られていたと雷え．る。語義限定的特微は語義の中

心駒部分であり，その記述が第一義的に必要であることはもちろんである

が，臼本語においては，雷語使用の際のいわゆるモードゥス的側面の規制が

強く，自然な訳文を得るためには，こうした含蓄的特徴の種類，文を構成す

る際の適合条件としての機能，さらに実際の書語使用における異言旧聞の対

応を明らかにして，従来の辞書闇発研究を補うことが望まれる。

　本年度は，含蓄的特徴のうち，いわゆる丁寧語，終助詞，応答語，人称代

名調，などに含まれ，聞き手に対する表現態度を表示する「対者的特徴」の

現れ方を臼本語について整理し，それらを外圏語において表現することが可

能であるかを調査した。手順としては，まず対老的特徴によって待遇度の異

なる短文の組を日本語で作成し，それを英語，ドイツ語，ポルトガル謡にそ

れぞれ翻訳し，言語的に訳し分けることが可能であるかどうかを観察した。

　また，書きことば約・話しことば的，女性語的，雅語的，などのいわゆる

「文体的野微」の実態を知るため，実質的意味を共有し文体的簡値のみを異

にする語の組を載集する作業に着手した。

〈今後の予定〉

　文体的精微の各言語における現れを調査し，そこに設定される対立項を明

らかにした後，語義限定的難事が修飾関係においてもたらす制約を分析する

予定である。

　言語デi・・四域の特集と処理の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　（代蓑者　野村雅昭）　　〈特定研究（1）〉

〈研究園的〉

　言語情報処理の精度を高めるための基礎的な研究としては，所与の文字列

を適切な単位に分割し，それに必要な情i報を与え，より高次のレベルの処理

一　89　一一



を可能にするための処理技術の開発が重要である。また，機械翻訳システム

の構築のためには，その基礎データとして，藷，句，文の各言語単位レベル

における複数言語対照の基礎データの蓄積と処理の方法の開発とを行うこと

が必要になる。そのため1こは，膨大な量の雷語デーータを集め，それを種々の

観点から処理・整理して活離することが大切であり，それに必要な技術を確

立することが緊急の課題となっている。特に，H本語データは，複数の文字

体系を群群し，言語単位の切れ目が明らかでないなどのむずかしい問題を含

んでいる。そして，抽出した語の意味処理は，まだその緒についたぽかりで

ある。

　なお，本研究は，特定研究「言語罪報処理の高度化のための基礎的研：究」

の計颪研究の一つとして行われている。本年度は，その第1年次をこ当たる。

〈研究組織〉

　研究代表者

　　野村雅昭（言語計量研究部長）

　研究分担者

　　中野　洋（言語計：量研究部第一研究室長）

　　山崎　誠（言語計最研究部第一M究塗研究員）

　　田中康仁（姫路短期大学助教授）

　　荻野綱男（埼玉大学教養学部助教授）

　上記の分担者のほか，下認の研究協力者が参加した。

　　宮島達央（言語体系研究部第二研究室長）

　　石井久雄（欝語体系研究翻主在研究官）

　　石弁正疹（言語計量研究部第一研究室研究員）

　　山之上車（姫路短期大学助手）

　　藤田正春（国立教育研究騰研究員）

〈研究経過＞

L本年度の作業の概要

　本年度は，下記の五つの方面から，研究を進めることとした。
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　　ア．複合語データの収集と造語モデルの構築

　　　　　分担者…野村雅昭・石井正彦

　　イ．日本語の複合語解析及び機械処理のための複合語辞書の作成

　　　　　分担者…田中康仁・山之上卓

　　ウ．、濤英語彙データの収集・比較と機械辞書の作成

　　　　　分担者…中野洋・宮島達夫・石井久雄・藤賑正春

　　工．類義語の意味処理

　　　　　分担老…山崎誠

　　オ．現代碍本語の名詞シソーラスの作成

　　　　　分担者…荻野綱男

　研究の遂行に当たっては，この五つの分担課題が相互に関連をもち？つ展

開するように留意した。

　研究題穆からも明らかなように，われわれの研究の主眼は，大回のデータ

を集め，それを効果的に処理することにある。その意味から，第1年昌に妾

たる本年度は，〈デーータの収集と加工〉に重点を即いて，作業を進めた。しか

しながら，それに先立って必要なのがく基礎理論の検討〉であり，それにつ

いても各グループの必要に応じ，処理手順の確立に努めた。また，すべての

データを対象とする段隙こは至っていないが，一部のデーータを対象として，

準備的な〈データの分析〉を行った。

　以下に，それぞれの要点を記す。カッコ内のア～オの略号は上記の分担課

題を示す。

2．基礎i理論の検討

　a．語構成の基本概念の検討（ア）

　　複合語の収集・分析に当たって，語（単語）の認定基準とそれを構成す

　る単位（筆墨・接辞）に各種の情報を付加する手順を確立した。

　b．慣用表現収集手順の確定（イ）

　　慣用表現を採集する資料の検討を行い，慣用蓑現を3種に分類して採集

　することにした。

一91一



　c．意味記述の形式化（エ）

　　従来の意義素説について検討を施し，意義素を意義特徴の集合として規

定して，その構造を形式化して記述する方法を確立した。

　d．シソーラス作成手順の検討（オ）

　　シソーラス作成手順のうち，最も多くの問題を含む上位／下位関係（包

接関係）につき，種々の意味関係との比較・分析を行った。

3．データの収集と加工

　e．学術用語・複合動詞データの整理（ア）

　　上記のほか教科書用語等についても，三三造分析にたえる加工を施し

　た。このうち三舎動詞については，資料集として刊行した。

　f．科学技術文献抄録文データの収集（イ）

　　4文字・3文字漢字列を採集し，知識データファイルとして整理した。

　g．慣用表現の収集（イ）

　　各種慣用句辞典・抄録文からデータを採集し，抄録文における共起性の

強い慣用表現については，総括班から資料集として刊行した。

　h．分類語彙表の増補（ウ）

　　各種辞典・語彙調査資料等から増補候補語を採集し，5割強に当たる1

万6千語を追加した。

　i．類義語集の作成（エ）

　　国語辞典から基礎ファイルを作成する作業に着手した。

　」．名詞シソーラスのデータ入力（オ）

　　全体の40％について判定作業を行い，3分の1の量の入力を行った。

4．データの分析

　k．学術用語の量的構造（ア）

　　学術用語を構成する単位について，語基と文字の両面から分析を行っ

　た。

　1．造語シミュレーションの準備（ア）

　　〈機械〉・〈道具〉を意味する用語の造語過程の分析を行い，実験に備
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　えた。

　m．複合語の上位概念語の自動的出（イ）

　　複合語の上位概念語を自動的に決定する手順の開発を行い，実験を試み

　た。

　n．爲古謡と外国語の対照（ウ）

　　和英辞典，H仏基本語彙対照表などを資料として，語彙の対照研究の問

題点を抽出した。

〈研究発表〉

　野村雅昭・石井正彦：複合動詞資料集（1987．3）　　　’

　石井正彦：漢語サ変動詞と複：合動詞（順本語学』，6－2，1987。2）

　田中康仁：語と語の関係による知識デー・一タについて（『訂壷国語学と日本語処

　　理．到，　1987。3）

　中野洋：日英語彙データの牧集・比較と機械辞書の作成（国語研rCL研

　　究』，　1，　1987．3）

　叡慮誠：類義語の数壷化は可能か（『日本語学諺，5－11，1986．11）

　北海遵における共通語化および言語生活の実態

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（代表　江川　清）〈総合研究（A）〉

〈研究屠的〉

　国立国語研究所では，昭和33年度から昭和35年度にかけて文部省科学研究

費補助金をうけて，北海道における共通語化の過程についての実態調査を行

った。（『共通語化の過程一北海道における親子三代のことば』（報告27）を参

照。以下この調査を前翻調査と呼ぶ。）　本研究は前回調査の成果を踏まえつ

つ新しい視野からの社会言語学的研究を思指すものであり，主要な霞的は以

下の2点である。

1．近年発達の著しい社会番語学並びに言語行動研究の観点に立って，現在

　の北海道道民の書面生活を調査する。特に，農村型地域社会の事例として

　前回調査の中心的調査地でもある富良野甫を，また，これに対する都市型
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　地域社会として札幌市をそれぞれ取り上げ，例えば情報流通経路，各種コ

　ミュニケーショソ行勤など，それぞれの地域社会における住民の間の言語

　状況・言語生活の実態をとらえ両者の特電を対比的に考察しようとする。

2．前園調査の追跡調査を行うことにより，発音・語彙・文法などの諸側面

　についてその後25年間のことばの変化の実態を明らかにする。追跡調査の

　うちには，前回調査と同一の調査対象老への経年調査も含み，特にその後

　の共通語の定着過程を具体的にあとづけようとする。また前圓調査の対象

　となった世代の次世代，次々世代の新しい世代にも調査の枠をひろげ共通

　語化の実態を把握しようとする。　　　　　　　，

　　国立国語研究所ではこれまでに，山形照鶴岡市，愛知漿岡崎市において

　同種の追跡調査を行い貴重な言語学的知見を得ており，今回の北海道調査

　においても成果が十分に期待できる。

　以上，本研究は前回調査の視野を拡張した研究であり，その成果が実際の

生溝における言語生活の事実を明らかにするばかりでなく，言語研究の一般

理論面に対しても寄与することを馨指すものである。

〈研究組織〉

　研究代表者

　　江Jll　清（言語行動研究部第二研究室長）

　研究分担者

　　野元　菊雄（所長）

　　南　不二男（日本語教育センター長）

　　杉戸　清樹（欝語行動研究部第一部究室長）

　　米田　正人（雷語行動研究部第二研究室主任研究官）

　　佐藤　亮一（言語変化研究部第一研究窒長）

　　沢木　幹栄（書語変化研究鶴第一研究室主任研究官）

　　小林　　隆（識語変化研究部第一一研究室研究員）

　　日向　茂男（日本語教育センター教材開発室長）

　　相澤　正夫（H本語教育センター第一研究室研究員）
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　　池上　二良（札幌大学女子短期大学都教授）

　　小野　米一（北海道教育大学旭川分校教授）

　　菅　　泰雄（旭翔工業高等専門学校助教授）

　　南　　芳公（北海道教育大学岩見沢分校講師）

　　吉見　孝夫（北海道教育大学札幌分校助教授）、

　　徳川　宗瞥（大販大学文学部教授）

　　真田　信治（大阪大学支学部助教授）

　　高田　　誠（筑波大学文芸言語学系助教授）

　　志部　昭平（千葉大学文学部助教鑑）

　　鈴木　敏昭（富山大学人文学部助教授）

　研究協力者

　　菱沼　　透（明治大学商学部教授）

　　解由　畠竣（国学院女子短期大学講師）

　以上のほか，調査結果の整理，研究事務の処理に，塚田実知代（書語行動研

究部第一研究室研究補助員），礒部よし子（同・第二研究室研究補助員）がたずさわ

った。また，臨地調査には，大阪大学大学院生・中黒孝幸，同・尾崎喜光，

上智大学大学院生・永田高志，同・堤真木，問・松田謙次郎の補助を得た。

　なお，調査実施に当たっては，富良野市（X9　en国一郎市長），北海道富良野

高等学校（八谷～郎校長）及び富良野市民各位の御協力を得た。記して御礼申

上げる。

〈研究経過＞

　3年計画の第1年次として，下記の臨地調査及び研究を行った。

1．富良野市書語生活調査

　　現代の北海道中央部の農村型地域社会における言語状況や言語生活の実

　態を把握するため，窟良野市民400人を無作為抽出し，留概調査と個測面

　接調査を実施した。299入（74．8％）から圃答を得た。

2．富良野市パネル調査

　　本州から富良野市への入植者（及びその家族）を対象にして，国立国語

　　　　　　　　　　　　　　　　一95一



　研究所が27年前に実施した共通語化の調査を，同一対象者に面接する形で

　追跡調査した。前回の調査対象者（200人）で居所の半棚したエ20人のう

　ち，106人（88．　3’％）から回答を得た。

3．農村部における各年層のアクセント事例調査

　　異なるアクセント体系の地域から移住してきた家族を事例的に選んで，

　老・壮・若の3世代それぞれのアクセントを調査し，世代闇の変化状況を

　詑述的にとらえた。4家族（延べ20人）を対象にした。

4．高校生への継続調査の予備調査

　　27年前に全道的に実施した高校生への共通語化への調査を，規模・内容

　を拡大して再度実施するための予備調査を，道立富良野高等学校の協力で

　実施した。本調査は62年度に実施する予定である。

5．調査企画などの研究連絡会議の開催，及び調査データの計鋒機入力

　　北海道・大阪などの研究分担者も参加して研究連絡会議を開催した。

　　小型電子計算機を備品として購入し，臨地調査および調査結果の整理集

　計準備に利用した。調査データは，録音チエヅクを要する一部を除き，電

　子計算機に入力するためのデータ・パンチを完了した。集計・分析は62年

　度以降に行う予定である。

〈今後の予定＞

62年度

1．都市型地域社会における卑語生活の実態調査

（a）札幌市において，500名（ランダム・サンプル）を対象にして個別薗接

　　調査を行う。61年度に富良野市で行った農村桂会の調査と比較すべき都

　　市型地域祉会における言語的コミュニケーションの実態調査である。1日

　　来の回転の多い地域と新しい移入者の多い地域との対比を軸にしつつ，

　　大都市としての札幌の言藷状況や言語生活状況を把握する。

（b）年層ごとのアクセントの実態を把握するための調査を，老・壮・若3世

　　代のそろった10家庭を対象に，札幌で実施する。

2．27年前の全道高校生調査との比較のための調査
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　　全道的な視野から若い世代の言語変化と言語生活の現況を把握するため

　61年度の予備調査をふまえて，全道から100高校（27年前の調査の対象40

　校を含む）で各校40人の通信調査を実施する。

3．調査結果の整理。集計

　　61年度と同じく，当年度分の調査データの整理及び計算機入力，データ

　の校正，基礎集計表の娼力を行う。

4．その他

（a）上記各調査のための準備調査，サンプリング，補充調査を行う。

㈲検討会の開｛ee一一一調査企画及び調査結果の検討会を開く。

（c）調査報告会の朋催一61年度に実施した富良野調査の中間報告講演会を

　　富良野市で行う（同市との共催の予定）。

63年度

　研究の最終年度として，以下の研究作業を行う。

1。補充調査

　　62年度までに実施した各調査について，それぞれの必要に応じた補完・

　補充の調査を行う。

2．調査結果の整理・分析

　　各年度ごとに入力ずみの調査データについて集計を進め，集計表の印励

　を行う。

　　これらの結果について検討・分析を進め，研究報告書の原稿を執筆す

　る。

　国語学研究の動向の調査研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（代表　佐竹秀雄）　〈一般研究（A）〉

〈研究目的〉

　近年，国語研究は，研究領域がひろがり，研究老数，研究発表数が増大し

ている。研究テーマも専門化し，細分化して全体の傾向がつかみにくい現状

である。そこで，国立國語研究所編『国語年鑑』をもとにして，過去33年間
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の研究成果の国語学研究文献総合目録を作成し，それによって国譜学研究の

動向について分析と展望を行う。

　1．『国語年鑑』昭和29～61年版の文献麹録刊行図書の部約3万件を電子

　　計算機に入力する。

　2．　「音声音韻」「文字表記」「語彙用語」「文法」「圏語問題」など，約20

　　項蔭の「分野別文献総代録」を作成する。

　3．上記の資料を中心に分析・展望を行い，国語学研究の動向を鴫らかに

　　する。・

〈研究組織〉

　研究代表者

　　佐竹　秀雄（幽門計量研究部主任研究官）

　研究分担者

　　野元　菊雄（所長）

　　飛田　良文（言語変化研究部長）

　　田原　圭子（書語変化研究部研究員〉

　　伊藤　菊子（華語変化概究部研究員）

〈研究経過〉

　研究の2年目に当たる本年度は，次の作業を行った。

　　（1｝前年度に入力を終えた，国語学研究文献総合目録を作成するための

　　　データ（文献デ「タ）の修正。

　　（2）　建国語年鑑』昭和61年版の文献データの追加入力・校正作業。

　　（3）昭和32～60年版の追加デ・一一・タの入力・校正作業。

　　（4）分類配列のための準備作業。

　前記（1＞～（3）によって，現在約2万6千件の文献デーータがほぼ修正されて，

計箪機で処理可能となっている。

〈今後の予定〉

　分類コード表を整え，各文献に分類配列のためのコードを付加入力し，「音

声音韻1「文字表記」等の「分野別文献総潤録」を作成する予定である。
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　漢字檎報のデータベース化に基づく常用二字の学習段階配褻に闘する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（代表　村石昭三）　〈一般研究（A）〉

〈研究R的〉

　「常用漢字表」の告示に伴い，常用漢字の学習段階配当を再検討すること

が緊急の課題となっている。本研究は，三三に関する調査資料を整備，検討

し，そのことによって常用漢字の学習段階配当表を作成するものである。

　漢字に関する調査資料は，すでに膨大なものがある。しかしながら，これ

らの資料は，これまで多くの人々が，それぞれの調査晴点で別假に作成した

ものであるため，これまでに得られた多くの資料を，ある漢字についてすぐ

さま一覧できるというような仕方で整理をしたものはほとんどない。わずか

に，海保博之によって行われた試みがあるが，それとても「当用漢字別表」

881字についてしか対象としておらず，また整理の対象も調査対象，調査時

期などの点で本来網互に比較しにくい性質のものを扱っている。そこで，本

研究では次のことを行う。

　1．これまでに蓄積されてきた膨大な資料の中から，常用漢字の学習段階

　　配当を決める上で必要になると思われる資料を整理し，コンtt“　：’　wタに

　　よってデータベース化する。

　2．本研究では，イ所々の漢字について整理した情報を「漢字情報」という

　　ことにするが，データベース化した漢字情報梢互の性質の類似性を吟味

　　して，常用漢字の学習段階配当を決めるうえで真に必要な漢字情報を抽

　　出する。又は，データベース化した漢字情報から複合的な指標を作成す

　　る。

　3．2で抽出した少数の漢字情報，又は，作成した複合的な指標に基づい

　　て，常用漢字の学習配妾表を作成する。

〈研究組織〉

　研究代表者

　　村石　昭三（雷語教育研究部長）

　研究分担者
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　　林大（名馨所員）

　　島村　直己（言語教育研究部第一研究窒研究員）

　　茂呂　雄ご（平語教育研究部第一研究室研究員）

　　州又瑠璃子（言語教育研究部第一研究室研究員）

　　野村　活弁（讐語計墨：研究部長）

　　麟岡　昭央（言語計壷研究部第二研究室長）

　　佐竹　秀雄（睡夢計量研究部主任研究官）

　　斎賀　秀央（大壷女子大学文学部教授）

〈研究経過＞

L常用漢字の漢字情報をデータベー一一　79化するための準備を行った。

　　①個々の漢掌についての字画構成に関する情報をコンピューターに入力

　　　するための準備として，部首見出しの立て方が漢和辞典などによって

　　　かなり異なるところがら，一般矯，小学生用の漢和辞典類計18種を対

　　　象にして，部首見出しの立て方と部首名について調べて，一覧表を作

　　　成した。

　　②国立国語研究所r分類語彙表』（資料集6）の分類基準に従って，常用

　　　漢字1945字の一字一字に意味分類番号を付け，また，その情報をコン

　　　ピューターに入力した。

　　③雑誌・新聞についての漢字データから，個々の漢宇の使用率に関する

　　　情報を抜きiilして，コンピュータに入力した。

　　④中学校用理科・祇会科教科書，また高校用理科・社：会科教科書の漢字

　　　資料の整備を行った。

　　⑤児童・生徒を対象にして，畳々の漢宇の個々の音訓について行った漢

　　　宇の習得度調査の結果を整理して，コンピューターに入力した。

　　⑥児童・生徒を対象にして，個々の漢字について行った漢字の熟知度調

　　　査の結果を整理した。

　　⑦理科，社会科，音楽，図工，家庭科，算数の小学校用各教科書の漢字

　　　別使用状況一覧表並びに漢字別語彙表を作成した。
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　　⑧児童の文集作文を対象にして行った語彙調査の結果を整理して，コン

　　　ピューターに入力した。また，その結果をもとにして，語彙と漢字の

　　　関係に．ついて分析した。

　　⑨阪本一郎建教育基本語彙』（牧書店，昭和33年）の全語彙を＝ソピュー

　　　ターに入力した。

2．國立羅語研究所の研究発表会（昭和61年12月6鐵，国立教育会館）におい

　て，次の四つの研究発表を行い，また，「これからの漢宇教育」と題する

　シンポジウム（司会：村石昭三，発言者：斎賀秀夫・加榔佐助・野村雅昭）を開

催した。

　　①島村直己「漢字の到達度，定着から」

　　②茂呂雄二「作文の使用譲彙から」

　　③福沢周亮「漢字の熟知度から」

　　④野村雅昭「小学校教科書の語彙と漢字」

〈今後の予定＞

1．上の研究経過のところで述べた作業を続行する。

2．データベースの設計を行う。

3．漢字情報聞の性質の関係について検討する。

4．教師を対象にして，漢字学習指導の実態に関するアンケート調査を行

　う。

　目口語語彙教育のための分類用例藥の開発と試作

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（代表者　南　不二男）　〈一般研究（B）〉

〈研究麟勺〉

　外照人に凝する日本語教育において，文型という抽象的な粋組みを導入す

る初級段階は，いわば準備段階にすぎず，実質的な言語能力の開発は，応用

文型の補充や，複文などさらに複雑な文の構成法，文章構成法などを扱う中

級以上の段階において行われる。そこでは，文型の拡充のためには文型を構

成する機能語や文型にあてはめられる具体的な個々の語，複文構成・文章構
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成のためセこは接続語など，種々の語の個別的な意味・用法を習得することが

主眼となる。これらの語は一般に，多義であったり文脈によって異なる多く

の用法をもっており，それらのうち，教授過程のある段階で扱うべき意味●

用法と，他の機会に譲るべきものとを選鋼することは，教師にとって不可欠

の，しかし必ずしも容易でない作業である。したがって，これら基本的な語

の用法を網羅し分類した資料が作成され，当藏の授業の中で提示すべき意味

・用法とその適当な具体例がそこから得られるならぽ，教師の負担を軽減し

教授内容を向上・適性化するために大きく貢献するものとなる。

　本研究は，そうした基本語分類用例集を作成する方法を考察し，実際にそ

れを試作することを目的とする。そこには，利用効率を高めるために有効な

各種形式リフトの整備と，ワードプロセッサの利用を含む具体的な提示・検

索方法，及び用例補充をはじめとする改良手順の用意が含まれる。

〈研究組織〉

　研究代表者

　　南　不二男（日本語教育センター長）

　研究分担者

　　日向　茂男（日本語教育センターH本語教育教材開発室長）

　　中道真木男（配本語教育センター霞本語教育教材開発室研究員）

　　土屋　博嗣（亜細亜大学教養部講師）

〈研究経過＞

　2年計画の第2年次に当たり，次の2点について作業を行った。

1．用例採集の続行

　　現実の書語資料から用例を採集する方針に基づき，ラジオ放送文字化資

　料，一毅人向け科学技術書，等からテクストを取り，見出し語ごとに文脈

　つきリストを作成する作業を続行した。

2．用例分類の試行

　　収集された用例を，主に見出し単位の使用環境によって分類することを

　試みた。
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3．発語臼的分類案の作成

　　文の発話N的の表示に対する各語のかかわり方を分析するため，文の発

　話B的・表現意図の分類基準を試作し，一部のテクストにこれによる分類

を施した。

4．報告書の印麟

　　以上の研究結果及び作成資料の一部を内部資料として印劇した。

　日本語教育における指導要素としての君語単位に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（代表老　上野田鶴子）　〈一般研究（B）〉

〈研究鼠的〉

　外國人に対する日本語教育においては，単語・連語をはじめとして文型に

まで及ぶ種々の語彙要素の意味・用法を習得することが一つの目標である

が，その具体的な内容は，理論的な基準によらず，主に教授者の主観によっ

て決定されているのが現状である。教育内容の適正化のためには，語を超え

る各レベルの単位を収集して使用実態を把握し，その意味・用法上の特徴を

個々に記述してしたうえで，教授プPtグラムを再編成する必要がある。

　本研究では，一定の意味をもつものと認められる種々の言語単位を現実の

テキストから収集して，教育における指導要素としての観点から分類し，そ

のおのおのについて問題となる語法k・意味上の特性を明らかにする。さら

に，語を超える単位を構成する語・形態素の意味的な結合の類型を整理し，

次の段階において行われる意味記述に備える。

〈研究組織〉

　研究代表老

　　上野田鶴子（田本語教育指導普及部長）

　研究分担者

　　臼向　茂男（目本語教育教材開発弓長）

　　正保　　勇（日本語教育第三研究副長）

〈研究経過〉
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　すでに蓄積されている用例資料に，本研究の観点に従った分類を施し，一

定の意味をもつ単位として機能していると認められる要素を抽出する作業に

着手した。また，これらの要素め用法を分類する基準について討議を行い，

分類を試行した。さらに，慣用句，凝声語・凝態語を含む表現，等の個鋼の

部類について，その問題点を検討し，討議を行った。

〈今後の予定〉

　単位収集作業を続行するとともに，教育羅的からの分類を進めて，指導要

素類型一覧などの形式に整理する。
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日本語教育研修の実施

A　目 的

　日本語教育センター臼本語教育指導普及部では，日本語教育の凝会的要請

に答えるために，專門家としての日本語教員の育成とその資質能力の向上と

を昌的として，教育研修の機会と場を提供している。本年度も，これまで実

施してきた山本講教育長期専門研修，日本語教育特別集中研修，東京・大阪

両地での丁半語教育夏季研修を実施した。

　長期専門研修は，将来，H本語教育の中心となる人材を養成することを囲

的として，日本語教萄の実務及び研究の基礎知識について研修を行うもので

ある。特別集中研修は，緊急に国本語教育の実務に従事しなければならなく

なった老に対し，約1か月の短期間に最小限の教授能力を授ける事を習的と

する。夏季研修は，N本語教育の研究もしくは実務に現に従事していてその

経験が豊かな者のための現職老研修と，経験がまだ浅いか全くない者のため

の初級研修との2種類に分け，日本語教育の内容及び方法について，ごく短

期間に研修を行うものである。これらの研修に共通する特色は，研究所の調

査・研究の成果を十分に取り入れた研修内容にある。これらの研修によって

育成された「研究する教員」は，将来の臼本語教育の質的向上に重要な役割

を果たすものとおもわれる。

　　　　　　　　　　　　B　担　当　者

日本語教育センター日本語教育指導普及部日本語教育研修室

　センター長　南不二男　　部長　上野田鶴子　　室長　賑中　望　　研究

員　古川ちかし　沼田善子　　研究補助員　早田美智子　　事務補佐員　新

聞英世
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C　本年度の経過

　1　目本語教育長期専門研修

　昭和61年度H本三教育長期専門研修は，昭和61年4月14日より62年2月27

日までの約10か月にわたって行った。

1　募集方法及び応募老の資格

　本年度は，60年1王月12日に案内書を公表し，募集を醐始した。案内書を配

布したのは，各大学，田本語教育機関，日本語教育関係圃体，各都道府県教

育委員会など約750機関である。

　応募者の資格は，従来どおり，臼本語教育又は他の書語教育の経験を蒋す

る者については照年制大学卒業以上の学歴をもつこと，経験を有しない者に

ついては大学院在学以上の学歴をもつこととした。また，いずれの場合も大

学（指導教官）又は露本語教育機関・日本語教育関係団体などからの推薦を

求めた。また，機関推薦枠を設け，四年制大学卒業以上の学歴を有し推薦機

関の専任教員として昭和59年4月1Hに在職していて，それ以後現在セこいた

るまで在職し，かつ，昭和62年4月1日以後在職する予定であることを条件

とした。

2　研修生数と選考方法

　61年度の有資格応募老は37人であった（機関推薦枠4人，一般募集枠33

人）。　定員は30人であるが，次の選考により16人の受け入れを決定した。

　第一一次選考　昭和61年2月12霞締切，応募書類，事前調査票審査。応募老

37人，合格者37人。

　第二次選考　昭和61年3月3日実施，　8日発表。　日本語の文章構造，読

解，表記に関する筆記に関する筆記試験。受験者37人，合格者26人。

　第三次選考　昭和61年3月10日実施，12欝発表。面接（音声表現，日本語

の模擬授業を含む）受験者26人，合格者16人。

3　研修年三日程

　　研修日程は次のとおりであった。
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4

　講座名

開講特別講演1

　　　　　　豆

開講特別講義I

　　　　　rv

（第一学期）

書語学概論

社会雷語学

対照雷語学

対照音声学

昭和61年11月12臼　　募集要項配布開始

　　61年2月12H　　応募締切り・第一次選考（書類）

　　　　3月3臼　　第工次選考（筆記）

　　　　3月10爲　　第三次選考（薦接）

　　　　4月1姻　 レジストレーシ・ン，開講式，第一学期開始

　　　　7月18日　　第一学期終了

　　　　7月19日より夏期休業

　　　　9月1日　　第二学期開始

　　　　12月19日　　　　第二学其目終了

　　　　12月20聞より冬季休業

昭和62年1月14日　　第八学期開始

　　　　2月27闘　　修了式

研修内容

　　こま数　講師及び内容（1こま75分）

　　　　　1　野元　菊雄

　　　　　1　南　不二男

選考聞題解説（音声）

　　　　　1　上野田鶴子

選考問題解説（文構造）

　　　　　1　田中　　望

選考問題解説（表言己）

　　　　　1　石井烈久雄

選考問題解説（読解）

　　　　　1　門川ちかし

　　　　　9　上野田鶴子

　　　　　9　野元　菊雄

　　　　　8　西原　鈴子

　　　　　8　誠内伯太郎

　　　　　　　　一107一

　　所属

目立蘭語研究所

国立国語研究所

国立国語研究所

國立国語研究所

国立国語研究iYr

国立国語研究所

聴講国講研究所

國立国語研究断

国立国語研究所

　　　筑波大学



日本語音声学

臼本語：文法王

H本語文法演習

舞踊語表記法

H本語意味論

第二言語習得論

難本語教育

　コ　・一スデザイン論

外国語教育論

日本語教授法演習

外国入による

　E本語研究

教育実留・準備

　　　　　実習

（第二学期）

臼本語音声学

臼本語文法豆

β本語史

臨本語：文章論

日本語語彙論

霞ホ語研究

目語心理学

激i餐活動演習

測定・評衝論

論：文講読

論文作成

（第三学期）

特別講義

語彙の体系

海外の本本語教育

6　水谷　　修

8　松本　泰丈

11沼田　善子

8　武部　良明

8　森田　良行

8　田中　　望

9　田中　　望

11　古損ちかし

16　古川ちかし

8　W．A．グローター一一ス

2臓闘　　H本語教育研修室

26日間　　日本語教育研修室

6
8
7
7
7
1
4
8
7
7
7
7

大坪　一夫

爾　不二男

沼田　善子

田中　　eas

西尾　寅弥

研　究　部

芳賀　　純

量州ちかし

日本語教育研修室

鼠本語教育研修室

日本語教育研修蜜

2　玉村　文男

2　椎名　和男

　　　一108一

　　名古屋大学

　　　千葉大学

国立日干研究所

　　早稲田大学

国立麟藷研究所

国立国語研究所

国立国語研雌蝶

自立国語研究所

　　　筑波大学

国立国語研究所

国立国語研究所

国立国語研究瞬

　大妻女子大学

国立綴語研究噺

　　　筑波大学

国立国語研究断

　同志社大学

国際交流基金



日本語表現論

表記の教育

日本語教育の歴史

作文教育

　一字用例研究一

照本語教育と文学

2　宮地　　裕

2　傍聴　芳照

2　齋藤　修一

2　堀口　和議

2　吉照弥寿央

　　大阪大学

大東：文：イヒプく学

慶応義塾：大学

　　　天理大学

大阪外顕語大学

5　研修生

研修修了者16人（男2人，女14人）及びその修了レポーート要旨は次のとお

りである。

修了渚氏名

葦原　恭子

荒井　雅子

糸川　　優

内海由美子

雄谷　　進

金城　尚美

小林　葱子

西古　　孝

　性溺　年齢　　最終学歴

修了レポート叩込

　　女24慶応義塾大学文学都文学科仏文専攻

談話における文型の機能一一覧表作成の第一歩として一一

　　女　　27　　上智大学大学院外国語学研究科需語学専攻

　　　　　　　博士課程後期在学中

暖昧名詞句内の超分節的要素

　　女　　25　　青山学院大学大学院文学研究科疑本文学・日本語専攻

　　　　　　　在学中

日本語発話能力テストに関する一考察

　　女　　23　津田塾大学学芸学部国際関係学科

談話における文型の機能一一覧褒作成のngww“i歩として一

　　男　　　　31　　　早稲；ヨヨブ（学ブ（学院商学覆軒究拳卜

経済分野を学ぶ留学生の語彙について一大eVY一一一　・　＝年三象一

　　女25琉球大学法文学部文学科

読解指導の一考察　3：スキルシラバスの試み

　　女　　33　神鐸大学文学部葱学科祉会学奪攻

「なる」とそのスペイン語表現をめぐって

　　男　　29　和光大学入文学部文学科

国語教育に内在する昏睡語教育の可能性をさぐる
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塩谷由美子

窟谷　玲子

中山恵利子

橋本　博子

rkJiE嘉子

菩擬等万里

八木　公子

南口　順子

豆
碗
⊥

2

　　女　　　　26　　　四匡1学院大学文学部英文学季斗

読解指導の一考察　1：読解とその指導

　　女　　28　上智火学大学院文学研究科国文学専攻

　　　　　　　　博士前期課程

鼠本語発話能力に衡する一考察

　　女26東京学芸大学大学院教育学研究科国語教育専攻

　　　　　　　　修士課程在学中

高い程度を表す翻詞について

　　女29同志社大学文学部英文学科

適性テストの可能性一学習者の個人差に対応するために一

　　女29國際基督教大学教養学部社会耕学科

読解に関する一考察　2：コミユ＝カティブな読解指導

　　女30筑波大学第二学群人間学類教育学専攻

ヘブル語を母語とする学習者の旨本語音認知の闘題点

　　女25津田塾大学学芸学部国際関係学科

感情山内における「信えの語彙」の位置付けとその内部構造

　　女29共立女子大学文芸学部仏文学コース

いわゆる逆説的接続f・二三助詞の機能分析

目本語教育特別細注研修

日程及び会場

日程　昭和62年2月2日間月）一2月27日（金）

　　　　　午前9蒋30分～午後4時15分

会場　国立国語研究所

講義題鷺及び講蜥

講義題目

潤本語概説

日本語の音声

潤本語の文法1・H

更本語の語彙・意味

暗涛　　　講　師

　3　　南　不二男

　3　　水谷　　修

　6　　沼田　善子

　6　　玉村　文郎

　　一11e一

　　　　　2膿關

1日4こ『ま6疑寺聞

所　　属

國：立国語研究所

　　名古屋大学

国立國語観究所

　　同志桂大学



表詑の教育

N本語教授法1・E

日本語教育概論

教材・評価

B英対照研究

外国人と日本語

欧米人に鰐するH本語教育

　　　　　　11

オーストラリアの

　　　　　中等教育情報

オーストラリアの

　　　　　鑓本語教育第情

エユージーラソドの

　　　　　ff本語教育慕情

H本語激育研究

ll本語教育情報収集

機関晃学

　l1

3　受講者

3

3

3
6
0
3
3
3

上i野細鶴子

田中　　望

古川ちかし

’古州ちかし

水谷　信子

野元　菊雄

高見沢　孟

福地　　務

　　　国立麟語研究所

　　　　国立圏語研究所

　　　　国立国語研究所

　　　　国立国語研究所

　　　お茶の水女子大学

　　　　国立蟹語研究所

米㌶蜀務省日本語研修所

　　　米加十一：大学連禽

　　　日本研究センター

畠　　弘巳　　　　　　　東劇垂i際大学

カッケンブシュ。寛子

　　　　　　　　オーストラリア蟹立大学

永保　澄雄　　　　　　　　国際交流基金

　　　　　　　　　　　ff：本語教育研修室

　　　　　　　　　　　日本語教育研修室

米國国務省日本語研修所

蓉ξ力旦十一ゴく学連合講本研究センター

　中等教育教員派遣事業及び日本・ニュージー・一ランド文化交流健進計画に基

づき，文部省学術国際厨長の依頼による3人を受講老とした。3人の派遣

先，氏名及び所属は次のとおりである。

オーストラリア　　1人

ニュージーランド　2人

皿　日本語教育璽季研二修

1　日程及び会場

東京会場

壇　　　泉

小笠原啓三

茶谷　園子

福岡県立福岡高等学校

群馬梁立太瞬高等学校

兵庫県立加古川北高等学校
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　　日程　　　　昭斥061年7月28日　（月）　～8月エ　日　（金）　　　　　　　　　　　5　H匿i

　　　　　　　　午前9時15分～午後4時15分　　　　　1H4こま6時聞

　　場所　　磨立国語研究所（東京都北区西が丘三丁穏9番14号）

大阪会場

　　日程　　昭和61年8月4日（月）～8月8日（金）　　　　　5β間

　　　　　　　　午前9時15分～午後4時15分　　　　　1日4こま6時間

　　場所　　大阪府立労働センター（大阪市東区京橋三了同15番地）

2　講義題酉及び講師

　次のとおり実施した。講義は一日4こまとし，その配分は

　　　　午前　　9：30～10：45　　　難：00～12：15

　　　　午後　　13：30～14：45　　　15：00～16：15

　とした。

現職者研修

　講義題fi

　　　　所　属

教授項羅とその構成

　　　国立麟語研

教授方法の歴吏

　H本語教育学会

語彙・意味の研究

　　　大弓女子大

こま数（1こま90分）

東京会場講師

鰺中　　i蓋

木村　宗男

西尾　寅弥

語彙・意味の指導とカリキaラム

　　　　早稲田大

音声・表記の研究

森田　良行

林　　　大

音声。表記の指導とカリキュラム

　　　　名古屋大

文法の研究

　　　横浜国立大

水谷　　修

鈴木　重幸

2

2

2

2

2

2

2
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所　属 大阪会場講師

國立国語研　　田中　　鐘

大阪外語大　　小林　腿美

大阪大　　前田　富祓

同志社大

　大阪大

名古屋：大

玉村　文郎

宮地　　裕

水谷　　修

天理大　　堀口　和吉



：文法の指導とカリキュラム　　　　　　　2

　　　　早稲細大　　北條　淳子

学蝉声の多様性とカリキュラム　　　　　2

　　　　　東京大　　辮瀬　生郎

対照研究と教授項目　　　　　　　　　　1

　お茶の水：女子大　　水谷　儒子

初級研修

　講義題飼　　　　　　　　　　　こま数（1こま90分）

　　　　所属　東京会揚講師

濤本語とN本語教育　　　　　　　　　　　 2

　　　国立圏語研　　野元　菊雄

教授法　　　　　　　　　　　　　　　　2

　　　羅立國語研　　上野田鶴子

丁丁の研究・数育1　　　　　　　　　　2

　　　大東文化大　　伊藤　芳照

蓑記の研究・教育　　　　　　　　　　　　2

　　　　　　　　　武部　良開

音声の研究・教欝工　　　　　　　　　2

　　　　　筑波大　　大坪　一央

音声の研究。教育∬　　　　　　　　　　2

　　　　名古曲大土三哲

　　国際基督教大　　今田　滋子

文法の研究・教育1　　　　　　　　　　2

　　　国立函語研　　西原　鈴子

文法の研究・教育∬　　　　　　　　　　2

　　　国立国語研　　南　不二男

教材・評舗　　　　　　　　　　　　2

　　　国立国語研　　古巳絹ちかし

総復習　　　　　　　　　　　　　　　1

　　　蟹立麟語研　　田中　　望

一l13一

岡志井女子大

　大阪外語大

　大阪外語大

　　所　属

　　顯立国語研

　　陣立国語研

　　大阪外語大

　　大阪外語大

大阪樟蔭女子大

　　　名古屋大

　　大阪外語大

　　　　天理大

　　下立国語研

　　國立国語研

　　国立国翻

佐治　圭三

丁田弥寿夫

乙政　　潤

大阪会場講師

　野元　菊雄

　上野照鶴子

　濁中　章夫

　小泉　　保

　杉藤美代子

　土岐　　哲

　山本　　進

　大鹿　薫久

　南　不二男

　古’用ちかし

　田中　　望



4　参加者

　定員は，現職老研修が東京・大阪各会場40名，初級研修が東京・大阪各会

場80名である。応募の資格は次のとおり。

　（a）　fO）いずれかの条件を満たし，臼本語教育機関・日本語教育関係団体又は

大学等からの推薦がある者。ただし，参加許可審査に当たっては，条件（a）に

よる者に，条件（b）による者よりも，優先して参加を許可するものとする。

現職者研修

　　（a）　日本語教育の研究又は実務に現に従事し，又はかつて従事したこと

　　　があって，特に最近の現職者研修の主題の総括に参加しようとする巻。

　　（b）初級研修を既セこ修了，現職者研修で専門的な知識の充実を図ろうと

　　　する老。

初級研修

　　（a）　日本語教育の研究又は実務に現に従事していて，特に基礎的な知識

　　　の充実を図ろうとする者。

　　（b）大学4年在学以上又はそれに準ずる学歴を有し，欝本語教育の研究

　　　又は実務について関心がある者。

　募集は，昭和61年4月30　H（水）一5月14臼（水）に行い，参加申し込み

書及びレポートの提出を求めた。この書類2件の審査によって，参加の許

可・不許可を決定した。応募及び参加許可の概要は次のとおりである。

現職者研修東京会場　　これを参加第一希望とする応募　　　　　　74

　　　　　　　　　　　希望どおりの参加許可　　　　　　　　　　50

　　　　　　　　　　　第一希望現職者研修大阪会場からの繰入許可4

　　　参加許可合計　54

現職者研修大阪会場 これを参加第一希望とする応募

希望どおりの参加許可

　　　参加許可合計　48

初級研修東京会場　　　これを参加第一希望とする応募

　　　　　　　　　　　希望どおりの参加許可
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　　　　　　　　　　　第一希望現職者研修東京会揚からの繰入許可4

　　　参力臼言三三合言十　　91

初級研修大阪会場　　　これを参加第一希望とする応募　　　　　105

　　　　　　　　　　　希望どおりの参加許可　　　　　　　　　　71

　　　　　　　　　　　第一希望現職者研修大阪会場からの繰入許可1

　　　参可許可合討　72

5　運営委員会

　集中的な研修を円滑にするために，東京・大阪各会場にそれぞれ運営委員

を委嘱し，委員及び面立国語研究所日本語教育センター研究員で運営委員会

を組織した。研修の運営に関して必要な事項は，運営委員会の決定するとこ

ろによった。

運営委員及び関係研究員は，次のとおり。

東京会場

大阪会場

大恥文化大学教授

臼本語教育学会理事

慶応義塾大学国際センター教授

隅志社大学文学部教授

天理大学文学部教授

大阪大学文学部教授

大阪外国語大学教授

圏立国語研究所

伊藤　芳照

木村　宗男

斎藤　修一

玉村　文郎

堀口　和吉

旧地　　裕

吉照弥寿央

南　不二男

上野田鶴子

濁中　　望

古’川ちかし

沼田　善子
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日本語教育に関する情報資料の収集・提供

　　　　　　　　　　　　A　目　　　的

　第工言語としてのH本語教育を有効に行うために，これまでの国内・国外

におけるN本語研究・H本語教育の実態，及び日本語教育に関する教科書・

副教材・視聴覚教材などの情報資料を収集整理し，今後の研究及び教育の参

考資料として提供し得るよう整備することを鶴野とする。

B　担　当　者

日本語教育センター第二研究室

室長　西原鈴子　　非常勤研究員　小出いずみ（61．4．1～62．3．31）

C　本年度の作業

　第二雷語としてのH本語教育に関する教科書，副教材，辞典及び対照研究

に参考となる言語研究・外国語教育に関する文献を収集し，整理した。

　一方，日本語教育に用いる文献リスFを作成するために，学術雑誌等に掲

載の論文及び関連資料のカード化を進め’：その一部を内部資料il　H本語教育

学会誌・機関誌掲載論文等　文Wt一一覧』（1986）にまとめた。収録文献は以下

に示す2種の学会誌及び15教育機関の機関誌計27誌に掲載された論文等総計

1932篇である。

　学会誌

　　1　『日本語教育遜1π57号（1962－1985）

　　2　rJATJ一　Vol．　1：1－19：2　（i963－1985）

　機関誌

　　1　『アメリカ・カナダ十一大学連合蟹本研究センター紀要』1－8（1978－1985）

　　2　大阪外国語大学研究留学生別科『日本語・日本文化』第1－12号（1969－1984）

　　　　　　　　　　　　　　　一116一
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慶応嚢塾大学國際センター『臼本語とH本語教育』第1－13号（1966－1985）

『臼本研究』　第1－3号　（1971－1973）

雷語文化研究所『悪感語教育研究』第1－21号（1970－1983）

『国際学友会欝本語学校紀要』第1－9号（1976－1985）

国際基督教大学語学科『Annuai　Reports』Vo1．1－10（1976－1985）

『ICU夏期臼田語講座論集』ト2（1984－1985）

国際交流基金『在中華人民共和国日本語研修センター紀要H本語教育研究論

纂』　第1－3集　（1983－1985）

羅際銭本語普及協会『AJALT』第1－8号（1978－1985）

国立口語研究所『研究報憲集』1－6（1978－1985）

国立麟語研究所日本語教育センター『田本語教育論集』1－2（1984－1985）

『大東文化大学紀要〈人文科学〉第1－23号（ig63－1985）

：大棄文化大学語学教育三二翫『語学教育研究論叢』1－2（1984－1985）

筑波大学文芸・言語学三内　外国人に対する日本語教育プロジェクト『外国

人と臼本語』1－5（1976－1980）

筑波大学文芸・言語学系il文芸雷語研究　誉語篇』1－9（1977－1984）

筑波大学國霞誓センタ・一一F　『夕峯國語教育言禽‘誌』　第1－7号　（1980－1985）

筑波大学国語文学会『日本語と日本文学』第1－5号（1981－1985）

『東海大学紀要　留学生教育センター』1－6回目1978－1985）

『3褻：京夕←国語大学国命集』　第1－35号　（1951－1985）

『東京タト屡語ゴ（学特設日本語学禾斗　　年華艮』　1－7　（1978－1984）

東京外国語大学大学院外国語学研究科言語文化研究会『誉語文化研究』第1－

3号　（1983－1985）

東京外国語大学附属H本語学校『臼本語学校論集』1－12号（1974－2985）

『早看看Eヨ大学語学：教育研究所兼己要』　1－30　（1962－1985）

早稲田大学語学教育研究所『講座田本語教育』第1－21分冊（1965－1985）

　また，1984年に刊行された単行本及び学術誌等を対象として，国立国語研

究所の蔵書から日本語教育のための関連文献1582篇を選出し，キーワード付

けを行い，≡著者名・キーワード両方による検索が可能となるよう編集した
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『日本語教育文献索引　1984』を内部資料としてまとめた。

　　　　　　　　　　　　D　今後の予定

引き続き，文献等の清報資料の収集・整理を行い，提供に備える。
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置本語教育教材及び教授資料の作成、

　　　　　　　　　　　　　A　目　　　的

　日本語教育における有効適切な教材の開発を習ざして，モデル教材を作成

L，また教授上の参考に供するために臨本語教育の基礎知識に関する教授資

料を刊行する。

　　　　　　　　　　　　　B　担　当　者

H本語教育センターH本語教育指導普及部N本語教育教材開発室

　センター長　南不二男　　部長　上野照鶴子　　室長　日向茂男　　研究

員　中道真木男　　文部技官　怒田　潤（61．11．1．まで）

　　　　　　　　　　　　C　本年度の作業

1．β本語教育映像教材の作成

　日本語教育映像教材（中級編）のzニット1（6セグメントで権成）を企函・

制作した。その題名及び規格等は，次のとおりである。

イ．題名及び内容

　ユニット1「初めて会う人と一紹介・あいさつ一」

　　セグメント1　自己紹介をする一会社の歓迎会で一

　　セグメント2　人を紹介する一訪問先の応接室で一

　　セグメント3　友人に出会う一喫茶店で一

　　セグメン54　面会の約束をする一電話で一

　　セグメント5　道をきく一交番で一

　　セグメント6　会社を訪問する一受付と応接蜜で一

　このZ・ニットでは，初めて会う人どうしの接触から溺れまでを，さまざま

な対人関係，言語場薦の中でどう展開するか，紹介・あいさつを中心に，六

　　　　　　　　　　　　　　　一119一



つのセグメントに分けて映像で描いた。

ロ．規格等

　VTRカラー（1／2インチ，1／3インチ）

　16㍉カラー

　企画　國立縞語研究所

　制作　日本シネセル株式会社

　この日本語教育映像教材の企画・制作については，日本語教育映画等企画

協議会を設け，学習項目や主題の検討，シナリオの概要書の検討等の協力を

仰いでいる。また，制作面では，特に書函上の問題について指導・助言を受

けている。本年度の委員は次の諸氏である。

（所外委員）

　絹口　義一（早稲瞬大学教授）

　木村　宗男（日本語教育学会副会長）

　佐久間まゆみ（筑波大学講師）

　中野　泰子（アジア学生文化協会留学生臼本語ロース講師）

　：丸山　敬介（国際教育振興会H本語研修所主任）

　吉岡　英幸（東京外国語大学助教授）

（所内委員）

　相澤　正夫（田本語教育センター第～研究室研究員）

　村木新次郎（言語体系研究部第一研究室長）

　杉戸　清樹（雷語行動研究部第一研究室長）

2．H本語教育映：画関連資料の作成

　日本語教育映画基礎編の関連文字教材資料を企画・作成した。これらは昭

和58年度に作成完了した『藏本語教育映画　基礎編塁全3Q巻を教育の場で有

効に利用するために企画した教授者及び学習者向けの教材・資料であり，前

年度に作成した教材・資料に続ぐものである。その題名及び規格等は，次の

とおりである。

イ．題名及び内容
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OH本語教育映画　基礎編　総舎文型表（30巻分・全1冊）

　映画30巻に現れたすべての発話を文型や発話機能の観点から整理。分析を

加え，一覧表にしたものである。使用文例には，「シナリオ集」と対応でき

るように付加傭報をつけた。

ロ．規格等

　　B5版　　302ページ

　　企画・編集・発行　国立園語研究所　野元菊雄

　　印刷　　　　　　　H本シネセル株式会社

　上記の教材資料は内部資料として438部印捌したが，うち約400部を全國

の主要な日本語教育機関に配帯する予定である。別に，上記印制者の手によ

り市販された。刊行に当たっては，社園法人　東京倶楽部から出版費の助成

を受けた。

3．日：本語教育映画ワークショップの報告書の作成

　日本語教育指導普及事業の一環として，β本謡教育映画基礎編30巻の効果

的な利用をめぐり，昭和60年8月30日（金），31日（土）の二日間にわたっ

て，国立国語研究所講堂においてワーークショップを開催したが，その報告書

を作成した。その題名及び規格等は，次のとおりである。

イ．題名及び内容

○映像教材による教育の現状と可能性

　　一口本語教育映画ワークショップ　報告一

　全体は，次の6章からなる。

　　第1章「臼本語教育映画　基礎編」30巻，及び「日本語教育映画　ワー

　　　　　クショップ」について

　　第2章「H本軟教育映薗」企颪・制作の経緯と位置づけ

　　第3章「日本語教育映画」の利用報告

　　第4章「臼本語教育映画」の利用に関する現状と利用の可能性

　　第5章　視聴覚教材の実践的利用をめぐって

　　第6章　映像教材が持つ可能性と今後の展望
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　第1章は，全体説明であるが，第2章から第6章までは，ワークショップ

当日の発表着や参加者等が執筆した16の論で構成されている。巻末には，資

料として「『日本藷教育映画』に関する参考：文献」と，ワークショップ開催

当日のプログラムを収めた。

ロ．規格等

　　A6版　　153ページ

　　企画・編集　国立国語研究所

　　印欄　日本シネセル株式会社

　上記の報告書は内部資料として600部印刷したが，うち約500部を全圏の

主要な日本語教育機関に配布する予定である。別に，上記印麟老の手により

市販された。

　　　　　　　　　　　　　D　今後の予定

　『日本語教育指導参考書』　『日本認教育映画解説』等について原稿作成，

刊行を行う。

　H本語教育の現場での利用を葭的として，　「日本語教育教材開発のための

調査研究」（77ページ参照）の成果を筆馴し，教授者向け参考資料，学習老向

け教材資料の作成を継続する。
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国語辞典編集に関する準備調査

A　目 的

　國語辞典編集の具体的計画を定め，編集の準備，用例採集の実験的試行を

行う。

B　担　当　者

国語辞典編集準備室

　主幹　　男董田良文　　　　書言己　　高潮誕揺博

C　これまでの経過

　鶏鳴52年度末，国語辞典編集準備委員会を設け，国謡辞典の編集につい

て，辞典の種類・規摸・その他編集実行上の可能｛tk　’“手順・体舗などの検討

を始めた（「国語辞典覚書」参照）。54年度からは調査員を委嘱し国語辞典編集

準備室を蘭設した。また，国語辞典編集準備調査会を設け，国語辞典編集の

具体的計画を定めるための準備及び月ヨ例採集の実験的試行を開始した。成果

としてまとまったものは次のとおりである。

　諸恐縮における大辞典（簸語辞典編集準備資料　1）

　現代語謂例辞典の構想一用例採集法を中心にして（同6）

　用例採集のための主要文学作晶鰹録（岡2）

　心向採集のための主要雑誌展録（同3）

　用例辞典編集作業のために（一），（二）．（筒5rl，5－2）

　用語総索引作成のための電鋒機利用方式（同7）

　スカウト式用例採集の手引き（同8＞

　用例採集のためのベストセラー風録（同4）

　麗語辞典編集準備室所蔵見坊文庫9録（別冊）
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　　　　　　　　　　　　　D　：本年度の作業

1　腿語辞典編藥準備調査貫の委嘱

　本年度は，辞典編集の準備及び用例採集の実験のため，下記の調査員を委

嘱した。

　　貝美代子（61・9・2～62・3・31）

　　加藤　信舅（61．4．1～62．3．31）　上智大学大学院生

　　木村　睦子（61．4．1～62．3．32）　計：量計画研究所言語惰報研究室主任研究員

　　見鋳　豪紀（61．4。2～62．3．31）　元国立国語研究所第三研究部長

　　服部　隆（62。2．24～62。3．31）上智大学大学院生

　　林　　大（61．4．1～62。3．31）国立国語研究所名誉所員

豆　国語辞典編藥準備調査の開催

　調査会の委員には所外委員11人，所内委員8人を委嘱した。

　（所外委員）

菅野　　謙

見坊　灘己

阪倉　篤義

俵藤喜代治

惣郷　正囲

田島　　宏

林　　　大

松井　栄一

馬渕　和夫

山闘　俊雄

頼　　惟勤

（所内委員）

高梨　信博

高橋　太郎

申野　　洋

大正大学教授

元国立国語研究所第三研究部長

甲南女子大学教授

フェリス女学院大学客員教授

朝日新聞社社友

男治大学教授

国立国語研究虚名蛍所員

株式会祉尚紅炉書顧問

中央大学教授

成城大学教授

お茶の水女子大学教授

腹凌変化研究部第二研究室研究員

言語体系概究部長

言語計量研究部eg一一・贋究室長
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　　、野村　雅昭，　言語計量研究部長

　　飛田　良文　　言語変化研究部長

　　南　不二男　　二本語教育センター長

　　富島　達夫　　君臨体系研究部第二研究室長

　調査会は2園開催し，下記の議題について検討した。

　第1回　昭和61年12月17日

　　（1）日本大語誌記載例（案）について

　　②用例の所在とその評価

　　（3）その他

　第2圓昭島62年3月26　H

　　（1）機械辞書について

　　（2）その他

狐　園語辞典編集準備室の作業

　①用例採集法の実験

　　手作業による採集法（総索引方式）の実験

　　第二期確定読本『尋常小学読本』（明治42～43）について『国定読本用語

　総覧2』の原稿作成作業（用例カードの複写・見鵬しの記入・注記の記入

　・例文の長さの指定）を行った。

　　この作業は，飛田良文・高梨儒博・貝美代子・加藤信明・見坊豪紀・服

　部隆・林大が担当した。

　②国語辞典編集準備資料の作成

　　コンピュータを利虚してコンコーダンスを作成するため，批界のコンコ

　ーダンスはどのようにして作られたか，　「諸外国のコンコーダソスー覧」

　を作成した。この作業は木村睦子が担当した。

　③『国定読本用語総覧2』の刊行

　　『国定読活用語総覧2』の原稿を三省堂に渡し，校正作業・解説の執筆

　を行い，刊行した。内容は，第二期国定読本（ハタタコ読本）の「あ～て」

　の部と解説からなる。
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　この作業は，飛題良文・高梨信博・貝美代子・加藤信明・見坊豪紀・服

部隆・林大が担当した。解説は飛田良文が執筆した。
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母語別日本語学習辞典の編集

　　　　　　　　　　　　　A　目　　　的

　浅本語学習者には，それぞれの母國語によって解説を加えた学習辞典が必

要不可欠である。現在，中級用のものが特に不足しているため，各国語劉の

中級用日本語学習辞典を編集する。

　　　　　　　　　　　　　B　担　当　者

日本語教育センターH本語誌育指導普及部日本語教育教材開発室

　センター長　南不二男　　部長　上野田鶴子　　室長　日向茂男　　研究

員　中道真木男　　文部技嘗　清田　潤（61．11．1．まで）　　第三研究室長

正保　勇

　　　　　　　　　　　　C　本年度の作業

1．母語別Pt本認学習辞典編集委員会の開催

　会議を2卿開催し，編集上の全般的諸問題について検討を行うとともに，

翻訳専門委員会の討議内容報告を受けて翻訳上の諸問題の検討を行った。こ

の委員会には，所外委員10入，所内委員8人を委蠣した。

　（所外委員）

窪田　當男

倉持　保男

斎藤　wa一一一

佐々木重次

柴田　紀男

玉村　文郎

冨田　隆行

西尾　寅弥

（東京外国語大学教授）

（慶応義塾大学教授）

（慶応義塾大学教授）

（東京外国語大学教授）

（天理大学跡教授）

（岡志社大学教授）

（亜細亜大学助教授）

（大層女子大学教授）
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松山　　納

松原　野路

（所内委員）

南　不二男

上野田鶴子

日向　茂男

中道真木男

片漂　鈴子

正保　　勇

田中　　望

高橋　太郎

（国際大学教授）

（国際交流墓金日本研究部H本語課長）

（溝本＝語教育センター長）

（B本語教育指滋普及部長）

（臼本語教育教材開発室長）

（R本語教育教材開発室研究員）

（臼本語教育センター第二研究室長）

（ff本早教育センター第三研究室長）

（M本語教育センター日本語教育研修室長）

（言語体系研究部長）

2．母語別日本語学習辞典翻訳専門委員会の開催

　インドネシア語への翻訳上の請問題を検討する卑め，会議を3回開催し，

翻訳校閲・母語話者校閲の内容及び表記・形式をはじめとする具体的な問題

を討議して編集委員会への助言を行った。この専門委員会には所外委員6

人，所内委員4人を委嘱した6・

　（所外委員）

　　石井　和子　　　（東京外一語大学講師）

　　崎山　　理　　　（国立民族学捕物館助教授）

　　佐々木重次　　（東京外国語大学教授・母語別臼本語学習辞典編集委員）

　　柴田　紀男　　　（天理大学助教授・母語別H本語学習辞典編集委員）

　　高殿　良博　　　（亜細亜大学講師）

　　トルセノ　A．S．　　（拓殖大学助教授）

　　（所内委員）

　　南　不二男　　（H本語教育センター長）

　　上野田鶴子　　　（日本語教育指導普及榔長）

　　日向　茂男　　（臼本語教育教材開発室長）

　　正保　　勇　　　（日本語教育センター第三研究室長）

3．和文原稿のインドネシア藷への翻訳
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　第1期翻訳分4，000項蚤のインドネシア語への翻訳作業を行った。翻訳作

業は次の各氏に依頼した。．t

　　太田デウィ，糟谷俊樹，左：藤正範，舟N京子，エミリアーナ・チャンドラ，ジョ

　　ソジョン・ジョハナ，ダルシV・マンダ，ディア・マドゥブランティ

4。インドネシア語翻訳原稿の校閲

　59年度に作成した「翻訳校閲要領」に基づき，校閲を実施した。作業は次

の各氏に依頼した。

　　石井和子，石細規子，エディ・ヘルマワン，崎山理，依々木重次，柴園紀男，葛

　　殿良博

5．インドネシア認翻訳原稿の母語話者による校閲

　前年度に作成した「母語話者校閲要領」に基づき，インドネシア語として

霞然な訳文を得るための内容修正を行った。作業は次の各氏に依頼した。

　　エディ・ヘルマワソ，エミ穿アーナ・チャンドラ，ジョンジョン・ジョハナ，

　　K．S．スディアルタ，ダルシマ・マンダ，トルセノ．A．　S．

6．表記・形式の統一

　翻訳及び校閲の行われた原稿について，筒本語・インドネシア諮双方の表

認及び記号類の使用等，形式上の統一を行った。

　なお，和文療稿の最終点検とインドネシア語版向けの原稿調整のため，引

き続き以下の客員研究員を委嘱した。

　　ウィン・カルジョ　　（菜京外国語大学外国人教師）

　　佐々木重次　　（東京外国語大学教授・母語別H本語学響辞典編集委員・母語別

　　　　　　　　　H本語学習辞典翻訳尊人委員）

　　高殿　良博　　　（亜細亜大学講師・母語励目本語学習辞典翻訳専門委貴）

　　畠　　　郁　　（聖ヨゼフ串本語学院講師）

　　プラウィラネガラ・ファリド　　（臼本放送協会非常勤職員）

D　今後の予定

母語別β本語学習辞典編集委員会を引き続き開催するほか，インドネシア
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語版第1期分4，000語について，母語話者による訳文の最終校閲並びに記述

形式の最終調整を継続して行い，印麟・配布する。
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図書の収集と整理

　前年度に引き続き，研究所の調査研究活動に必要な研究文献及び言語資料

を蚊集，整理し，利用に供した。

　また，例年のとおり，各方面から多くの寄贈を受けた。寄贈者各位：の御好

意に対して感謝する。

昭和61年度に受け入れた図書及び逐次刊行物の数並びに蔵書累計は，次の

とおりである。

　　図警

　　　受入　2，116器

　　　　　　購入　寄贈　製本雑誌
　　琴口　　悶　　　　　　　897　　　　　　334　　　　　　　　290

　　洋　　書　　　　　　349　　　　　　　33　　　　　　　　101

　　計　　　　　　1，246　　　　　　367　　　　　　　　391

　　蔵ti／1－1数　　74，680掻｝　（62．　3。　31　ミ箆在）

逐次刊行物（学術雑誌，紀要，年報類）

　　継続受入　802種

　　　　　　購　入　　寄贈　　　　計

　　　　Tn　5e　673　723
　　　　洋　　　57　　　22　　　79

　　　　言十　　　　　107　　　　　　695　　　　　　802

その他

　112

　　0

　112

計

1，　633

　483

2，　116
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　　　　　　　　　庶　　務　　報　　告

　　　　　　　　　　　　1　庁舎及び経費

1．庁　舎

断　在　：東京都北区：西が丘3丁屋9番14号

敷　　地　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10，030m2

建　物

　第一号館　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（延）　　　5，719m2

　　（管理部門・講堂・図書館・日本語教育センター）

　第二号館　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（延）　　　3，015m2

　　（研究部門）

　第三号館　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（延）　　　　238m2

　　（会議室・その他）

　eg一一一一資料庫　　　　　　　　　　　　　　　　　　（延）　　　　213m2

　第二資料庫　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　106m2

　その他付属建物　　　　　　　　　　　　　　　　（延）　　　　330m2

　　　　　計（延）9，　621m2
2．経　費

昭和61年度予算額

　　　　　　　人件費　　　　　　　　　　　　　　（447，616，000円）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　443，3117，000円

　　　　　　　事業費　　　　　　　　　　　　　　（233，938，000円）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　241，610，00（）円

　　　　　　　合計　　　　　　　（681，554，　OOO　ew）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　684，　927，　OOON

　　　※上段カッコ内は補正後予算額，下段は当初予算額を示す。
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豆　評議員会（昭和62無3月31臼現在）

会長：有光　次郎

　　　碧海　純一

　　　岡田登喜男
　　　（碧〒任6王．　9．　1）

　　　加藤　秀俊

　　　小山　弘志

　　　阪倉　篤義

　　　鈴木　孝央

　　　外山滋比古

　　　林　　　大

　　　山田　年栄

副会長　佐藤喜代治

大岡　　信

何　　初彦

倉沢　栄吉

坂井　利之

笹沼　澄子

高僑　英夫

服部謙太郎

肥田野　真

頼　　惟勤

斑　組織と職員

1

2

国立圏語研究所

　　　庶務部

　　　　庶務課

定貴　73名

鰻織及び職輿名（昭和62年3月31目現複）

　所　　長

　部　　長

　課　　畏

　課長：補佐

庶務係長（併）

事務補佐員

図書主任

人票係長

野元　菊雄

足立昭二郎

大内　　登

i菊地　　頁

　　ll

：荒川佐代子

神戸　恭子

大塚　通子

澤木喜美子

井上　政和

山本　畠博

宮下　和久

（61．4．It－62．3．3e）

61．4．1：文部省社会教育局婦入教育課に

　　　鳩向
61．4，三採用

61．7．5辞職
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会計課

言語体系研究部

　　第一研究室

第二研究室

君語行動研究部

　　第一研究窒

第二研究窒

　諜　　長

　　11

　課長補盤

総務係長（併）

　総務主任

　経理係長

事務補佐員

　　！1

稽度係長

文翻技宮

部　　長

室　　長

主任研究宮

室　　長

主任研究官

長
長

部
室

室　　長

主任研究官

横山　哲也

根本　栄央

中村　説忠

山本　光夫

　　11

岩田　茂男

土佐南洋夫

高田　洋一

大半由斐子

村山　嘉美

木村　権治

三濾　　篶

千葉　直樹

浅香　忠雄

高橋　太郎

村木薪次郎

工藤　　浩

鈴木美都代

宮島　達夷

石井　久雄

高木　　翠

渡辺　友左

杉戸　清樹

塚田実知代

江川　　清

米田　正人

礒部よし子

早田美智子

61。9．1顯立日高少年農然の家庶務課
　　　　から転任
61．10．1長野ユニ業高等専門学校に出向
　　　　　（事務部長）

61．10．1千葉大学経理部経理課長から
　　　　転任

（61．　4．　1・一61．　6．30）

（61．　7．　7・v62．　3．30）

6L　4．1東京外圏語大学に繊向（外国
　　　　語学鶴助教授）

6王．　5．31～61．　6．12海外研修　（中輩ノ＼

　　　　　　　　　民共和国）
61。10．1～62．2．28外国出張i（アメリ
　　　　　　　　　カ’念衆国，カナダ，
　　　　　　　　　メキシコ）
61．4。1鑓本語教育センター田本語教
　　　　育指導普及締主任研究官から
　　　　配置換
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　　第三研究蜜

轡語変化研究部

　　第一研究室

第二研究室

言謡教育研究部

　　第一研究室

醤語計量研究都

　　第一研究窒

第二研究蜜

第三研究室

　室　　長

主錘研究官

　部　　長

　庸　　　　　匹
　鍛　　　　翼

主任研究窟

非常勤研究員

　室　　長

主任研究官

部　　長

室長（取）

長
長

部
窒

叢　　長

空任研究官

蜜　　長

主任研究官

武
治
文
一
栄
隆
捜
ロ
ス
郎
醇
子
子
子
仁
三
三
三
二
子
馬
洋
彦
誠
悦
夫
雄
江
島
史
子

尚
正
良
亮
幹
　

宏
グ
一
太
信
回
議
菊
　

昭
昭
葭
雄
璃
雅
　

正
　
　

昭
秀
喜
秀
藩
祖

部
田
田
藤
本
林
沢
毒
脳
梨
山
懸
藤
甑
石
石
栂
鼠
罵
村
野
井
綺
沼
岡
竹
榔
醗
中
田

祐
高
飛
佐
澤
小
白
W
甲
高
中
田
伊
中
村
村
島
茂
川
野
中
石
由
小
鶴
佐
沢
斎
田
米

（61．　4．　1一一62．　3．31）

61．7。1研究員から一X任

文献調査室

　　！1

　　1！

62．4．7～61．4．12外国出張（大韓民
　　　　　　　　　国）
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日本語教育

　　　センター

　　第一研究室

第二研究室

　　第三研究室

　　第四研究室

日本語教育
　指導普及部

fi本語教育
　　　研修室

日本語教育
　教材漏壷室

（国語辞典編集準備調査員）

センター長

　窒　　長

　室長（取）

　室長（取）

　室　　長

罪常勤研究員

　室　　長

　室長（取）

　部　　長

室　　長

　併　　任

事務補佐員

非常勤研究員

　室　　長

　文部技官

非常勤研究員

　　！1

　　11

　　fl

　　／1

　　fl

小高　京子

南　不：二男

高田　　三

二　不二男

根澤　正夫

南　不二男

西原　鈴子

小出いずみ

正保　　勇

南　不二男

水野　義道

上野緕鶴子

田中　　望

古田ちかし

沼田　善子

畢田美智子

薪聞　英世

大坪　一夫

日向　茂男

中道真木男

清舶　　潤

加藤　信盟

木村　睦子

見坊　豪紀

林　　　大

貝　美代子

二部　　隆

61．4．1筑波大学に出向（文芸・言語
　　　　学系助教授）
61．4．三蜜長事務取扱命

61．4。1室長事務取扱免

61．　4．　1　彗山月ヨ

（61．　4．　1”v62．　3．3D

61．4．1室長審務取扱命

61．　9．　1　採用

61。4．21～61．4．30海タト研：修（イギリ

　　　　　　　　　ス，シンガポール）
61．11．20～61。11．27海外研修（アメリ
　　　　　　　　　カ含衆照）
61．12．27～61．12．31海外研修（アメリ
　　　　　　　　　カ合衆国）
62．3．21～62．3．31外蟹出張（フラン
　　　　　　　　　ス，イギリス）

62．　4．　ユ　採用

（61．　4．　1一一62．　3．30）

（61．　4．　1’w62．　3．31）

61．11．1辞職

（61．　tl一．　1’“v62．　3．31）

（　　　／1　　　）

（　　　！1　　　）

（　／！　）
（61．　9．　1・一62．　3．31）

（62．　2．24’v62．　3．31）
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（日本語教育センター客貴研究員）

3

1

非常勤研究員

〃
〃
〃
　
〃

！1

佐々木重次

高殿　良博

轟　　　郁

ウインカル
ジヨ

プラウイラ
ヌガラファ
；］ッド

ジュハナ
スプリアデ
マジアディ
ナタ

（61．　4．　1一一62．　3．31）

（　　　ll　　　）

（　　　Xl　　　）

（　　　ll　　　）

（61．　4．　1”v61．　5．16）

（61．　9．2e一一62．　3．31）

名轡所員

　　西尾　　実（初代所長　昭35．1．22退職　昭54．416死玄）

　　大石初太郎（元第一研究部長：昭43．3．31退職）

　　輿水　　実（元第二研究部長　昭45．3．31退職　昭61．3．5死去）

　　岩淵悦太郎（2代所長　昭51．1．i6退職　昭53．5．三9死去）

　　芦沢　　節（前言語教育研究部長昭53．4．1退職）

　　飯豊　毅一（前言語変化研究部長　紹57．4三退職）

　　林大（3代駅長昭57．4．1退職）

　　：大久保　愛（前雷獣教育研究部第一研究弓長　昭58．4．1退職）

　　i斎賀　秀夫（前言語計量研究部長　昭60．3．31退職）

　　　　　　　　　　IV　昭和61年度事業

刊行轡

雑誌用語の変遷（報告89）　　　　　　　　　　　　〈秀英出版干ll＞

研究報告集（8）（報告90）　　　　　　　　　　　　　〈秀英出版刊〉

中学校教科書の語彙調査豆（報告91）　　　　　　　　〈秀英出版刊〉

談話行動の諸相一座談資料の分析一（報告92）　　　〈三省　堂刊〉

：方言談話資料（9）一場爾設定の対話一

　青森・群馬・千葉・新潟・長野・静岡・愛知・福井・奈良・

　鳥取・島根・愛媛・高知・長崎・沖縄（資料集10－9）　　〈秀英出版刊〉

　　　　　　　　　　　　　　一137一



国定読本用藷総覧2　第2期〔あ～て〕

　　　　　　　　　　　　（国語辞典編集資料一L2）　　〈三　省　堂　刊〉

話しことば：文脈付き用語索引（1）

　　　一『雷語生活』録音雛欄デ・一・ター

　　　　　　　　　　　　　　（雷語処理データ集2）

　　国語年鑑（昭和61年版）

　　国立国譲研究所年報一37一（昭和60年度）

2．　iヨ本三教育破画関連教材

　　日本語教育映画基礎編総合文型表

　　映像教材による教育の現状と可能性

3．　　圧ヨ本言吾教肇ぎ陳｛舞…教耕申級編

　　初めて会う人と一紹介・あいさつ一

4．国立国語研旧藩研究発表会

〈臼本マイクロ写真〉

　〈秀英出版刊〉

　〈秀英出版刊〉

　　昭和61年12月6H（土）午後1時30分～4時30分（国立教育会館）

　　　あいさつ　　　　　　　野元菊雄
　　　漢字の到達度。定着度から　　　島村薩己

　　　漢字の熟知度から　　　　　福沢周回
　　　作文の使用語彙から　　　　　　　　　　茂　呂　雄　ニ

　　　シンポジウム

　　　　これからの漢字教育一報告を受けて一

　　　　　　　　　　　斎賀秀夫　　加部佐助
　　　　　　　　　　　野　村　雅　昭　司会：村　石　昭　三

5．　H本語教育研修（105ページ参照）

　　ヨ本二二育長期専門研修（昭和61年4月14日～昭和62年2月27欝）

　　H：本語教育夏季研修（現職者研修・初級研修）

　　　東：京会場　昭和61年7月28臼～8月1日

　　　大阪会場　昭稲61年8月4E～8月8日

　　日本語教育特甥集中研修（昭和62年2月2日～昭和62年2月27日）
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V　外国人研究員及び内地留学生の受入れ

1．外國人研究翼

　　疑名・国籍・職名　　　　　　　　研究題国

　ウエスジーエムジャ　　日本語の動詞について
　コブセソ（米国）

　　ミネソタ大学東洋学部

　　助教授

　クワッケンブッシュヒ　社会雷語学的にみた日本語の外来語
　ロコ（rk　一ストラリア）　の発音

　　オーストラリア国立
　　大学アジア学部
　　臼本センター準教授

　呂　　玉　新　　　　　　中田雷語の比較
　（中華人民共和国）

　　中洲上灘衛生職工学
　　院外国語学部教師

　エツコオバタライマ　　国字の歴史的様相とその現状及び将来
　ン（臼本）

　　アリゾナ州立大学準教授

　孫　　宗　光　　　　　　日本語出語文化史の基礎的研究

　（中難人厩共掬国）
　　iヒ京大学上葉：プi言蕎文系　（学部）

　　教授

　町田　敬子　　二本語教育におけるコンピュータの
　（返本）　　　　　　　　利用
　　＞1’　一一ストラリアスイ

　　ソバーソ工科大学田
　　本語講師

　林　　翠　芳　　　　　　「動詞十動詞」タイプの複合語の意
　（中華人民共和麟）　　　味と弓造を考える

　　北京外国語学院助教（助手）

　冷　　玉　霜　　　　　　「格助詞十動詞十テ」の表現形式に

　（中華人晃共和国）　　　ついて
　　遼寧師範大学数員

　陳　　常　蜂　　　　　　日本語の欝造と表現についての特微

　（中華人民共和国）

　　北京第二外国語学院講師

　ヤ＝ブ　エル　メイ　　　（1嗣本の社会言語学の話題と問題
　（デンマーク）
　　オーデソセ：大学：ラスムス

　　ラスク欝語学研究所教授

　　　　　　　　　　　　　　　　一　139　一

間
ら
で

　
か
ま

期
1
8
1
7

究
8
8

硬
6
0
6
1

60．　8．20から

61。7。12まで

61．　1．　6から

63．1．5まで

61．　1．16から

6エ．8．31まで

61．　4．　1カ、ら

62．3．31まで

61．　9．　ユから

61．11．30まで

61．　9．　1から

62．2。15まで

61．　9．　1から

62．2．．　15まで

61．10．　6から

62．10．5まで

62．　2．16から

62．6．30まで



　　　　　　　　　　　　　②人間とコソe“ユータとのコミュ

　　　　　　　　　　　　　　ニケーショソ

　アショククマルチャ　　ターーミノロジーのためのβ英専門用
　ウラ（インド）　　　　　語の対’照研究

　　文部省東京大学国費
　　留学生

2．内地留学生

　　氏名　　勤務・職名　　　研究題目
　小林　典子　　ヶルシ日本文化会　H独語の対照研究に基いた

　　　　　　　　館葬常勤窪本語講　財ッ語を母語とする初級
　　　　　　　　座講師　　　　　　学習春に対する教授法及び
　　　　　　　　　　　　　　　　教材の研究・開発

　松平誠立教大学社会学部私学警本語教育の実際的研
　　　　　　　　教授　　　　　　　究

　上村　幸雄　　琉球大学法文学部　碍本音声の実験音声学的研
　　　　　　　　文学科教授　　　　究

　成田　徹男　　名古屋市立保育短　語彙研究法の研究及び資料
　　　　　　　　期大学講師　　　　収集並びに幼児言語研究

3．　外国入来訪者・見学春等

61．　5．　6

　　5．　7

　　6．　11

8．　20

8．　2e

9．　4

9．　24

9．　29

ユ0．　8

10．　14

10．’　2e．

11．　21

62．　3，10から

63，3．　31まで

　研究期閻

61t　5．　1から

62．3．10まで

61．　5．　1から

62．3．31まで

61．　9．　1から

62．2．28まで

61．10．　1から

62。3．31まで

チェコスPバキィア科学アカデミー

衆議院議員

ブリガム・ヤング大学アジア・中近東系言語

学部準教授

昭和61年度中國B本学修士課程言語文学＝一ス

研修生16名

文化庁会計課長

mンドン大学アジア・アフリカ研究学院講師

北京大学中文系教授

韓圏・中国教師24名

西ベルリン高校生13名，岡校長央妻

文化庁総務課長・国語課長　　　　　　　　　阿部憲司，森

海外日本語講師長期研修生14名

名古屋市立桜台高等学校教諭

　　　　　　　　　一240　一一

　　K．フィアラ

　　三島　重武

Robert　A　Russell

　糟谷　正彦

Lone　Takeuchi

　陸　　鹸　明

正蔑

石　井　　忍



　　12．　3

　　12．　17

62．　1．　3e

　　2．　18

　　3．　13

　　3．　18

米圏灘務省日本譜研修所長

イギリス田本大使館

＝文部＝大：膿，　文イヒ庁国藷髭慶長

中国大学等高等教育機関農本語講師団

マレーシアマラヤ大学教授

中国社会科学院語言研究所副研究員

　　Richard　B．　Dasher

モヤ。A・ジョンストン

　塩川正十郎，森　正痘

団長曹小先氏他33人

　　Asmah　NJ．　Oinar

徐　　　秘，衛　志強

61．　4．　14

　　5．　2

　　　　22

　24

　29

6．　2

Z　2

　　2

　　8

　10

　14

　16

　28

8．　4

　25．

9．　5

0ユ

7

82

の

01

VI日　記　抄

日本語教育長期専門研修開講式

昭和61年度第1圓日本語教育映画等企画協議会

第妬鳳文部省畑島鼓びに日立大学附置研究所長会議総会（22～23）

（国立京都醗際会館）

第37回文部省断管研究所辮務（部）長会議総会（京大会館）

昭和61年度国立学校等経理部課長：会議（東京践科麟科大学）

昭和61年度第2回目三島教育映画等企醐協議会

職員健康診断

昭和61年度繁3騒日本語教育映画等三顧協議会

昭和61年度第1回母語別学習辞典翻訳専門委員会

文化庁施設等機関庶務会計部課長会議（都道府隠会館）

第110回國立国語研究所評議員会

昭和61年度第1囲H本語教育センター運営委員会

N本三三育憂：季拶｝修　（初級，現職嚢東京会場）　　（28～8／1）

碍本語教育夏挙研修（初級，現職者　大阪三三）　（4～8）

会計検査院実地検査（25～26）

昭和61年度第1囲各省薩轄研究所長連絡協議会処遇対策委員会

（はあといん乃木坂健保会館）

昭和61年度第ユ翻母語測学習辞典編集委員会

昭和61年度第4圓日本語藪育映画等企画協議会

昭和61年度第5園鶏本三教育三頭等企TH協議会

一　141　一



2
凹
112

畠

11

　　25

12．　6

　　9

　　9

　　12

　　　　17

　　　　i9

62．　1．　6

　　　　19

　　　　21

23

2．　17

　23

　25

　27

3．　2

4

4
瀞
5

5

レクジェーショソ（大由ハイキング）

昭和61年度文部省所轄研究所等所長会議（歴博）

昭和61年度文部省所轄並びに購立大学附属研究所長会議（第3部会）

（21～22）（特殊研）

昭和61年度第2瑚母語洌学習辞典翻訳専：門委員会

騒立国語研究所研究発頭会（国立教育会館）

総務庁行政監察局による附属機関等総合実態調査（実地調査）

昭和61年度第6回E本語教育映画等企画協議会

照和61年度各省薩轄研究所長連絡協議会共通問題研究会（科学技術

庁研究交流センター）

昭和61年度第1回圏語辞典編集準備調査会

創立記念日　記念講演　倉澤　栄吉評議員

昭和61年度第2回母語別学習辞典編集委員会

昭和61年度第7回臼本語教育映画等企画協議会

昭和61年度第2回各省直鵜研究所長連絡協議会処遇対策委員会

（東京農林年金会館）

第37回文部省所管研究所第三部会事務（部）長会議（大阪ガーデン

パレス）（23～24）

昭和61年度第3回母語珊学習辞典翻訳専門委員会

昭和6三年度臼本語教育研究連絡協議会

文化庁施設等機関次長等幹部会議（都道府県会館）

日本語教育長期専門研修閉講式

総務庁行政監察局による附属機関等総合実態調査（実地調査）

（継続）

昭和61年度中国帰国者に対する台本語指灘研修会（東所感地区）

（文化庁主催）（4～5）

膝射61年度各省直轄研究所長連絡協議会定例総会（竹橋会館）

昭和61年度中国帰麗老に対する闘本語指導；研究協議会（東日奉地区）

（文化庁主催）

昭和61年度覇本新教育機関連絡協議会（東日本地区）　（文部省・文

一142一
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化庁主催）

昭和61年度臼本語教育研究協議会（策日本地区）　（文化庁主催）

文化庁施設等機関長会議（文部省）

欝本語教員検定試行試験（文部省主催）

第111回國立国語研究所評議員会

昭和61年度第2回日本語教育センター運営委員会

昭和61年度第2回照語辞典編集準備調査会
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　　　　一用法と実樋一

4婦人雑誌の用語　　　　一珊代馬の語彙調査一

5地域社会の誉藷生活　　　一鶴岡における実懸調査一

6少　 年　 と　新　
聞

　　一小学生・中学生の新開への渓近と理解一

7入門期の言語能力
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14中学年の読み書き能力
25　明治初期の漸聞の用語
16

17高学年の読み書き能力
18話しことばの：文型Q）
　　　一亥頻舌資料姦こよる研究一
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2G間音語の研究21　現代雑誌九十種の用語用字（1）
　　　　一総紀および語彙表一

22　現代雑誌九十種の用語絹字②
　　　　一漢字籔一

11

品切れ

ll

〃　　2，000円

1！

11

11

〃
〃
〃

〃
〃
〃

lf

〃
〃

罠本方言の記述的研究鍔三三旧刊
　　　　　　　　　　秀莫出版刊

！1

〃
〃
〃

．　11

贔切れ

ll

／1

〃
〃
〃

〃
〃
〃

／1

11

！1

11

11’

2，000円

甜切れ

f1

3，000門

3，000円



23

4
凸
5
2
2
ρ
0
7

2
28
（
コ2
230－1

30－2

30－3

30－4

30－5

3e－6

4
主
2

Q
J
n
O

3
4

0
0
0
035

ρ
◎
ワ
．
8

3
Q
リ
ハ
δ

話しことばの文型（2）
　　　　　一独語資料による研究一

横組みの宇形に関する研究
現代雑誌九十種の用語周字㈲
　　　　　一分　　　　　析一

小学生の言語能力の発達
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中学生の漢字習得に関する研究

電子計算機による薪割の語彙調査

電子計算機による新聞の語彙調査（ll）
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電子計箕機による国語研究（皿）

送りがな意識の調査
待　　遇　　蓑　　現　　の　　実　　態
　　　一松江24時間講査資料から一

電子計算機による新聞の語彙調査（璽）

動詞の意味・用法の記述的研究

形容詞の意味・用法の記述曲研究

幼児の読み書き能力
電子計算機による国語研究（W）
祉会梅造と言語の関係についての基礎的研究（3＞

　　　　一性向語彙と簸値観一

電子計算機による新聞の語彙調査（N）

電子計算機に．よる国語研究（V）

幼児の文構造の発達　　　　一一3歳～6歳児の場合一

電子計鎮機による掴語研究（W）

地域社会の叡断生活　　　一鶴岡における20無魏との比較一

言語使用の変遷（1）　　　一擾轟照牝部地域の顧譲調査一

電子計心機による国語研究（畷）

幼児語の形態論的な分析
　　　一一勤詞。形容詞・述語名濁一

現　　代　　薪　　聞　　の　　漢　　引

算喩蓑現の理論と　分類

幼児の文法能力
電子計算機による国語研究（田）

X線映画資料による母音の発音の研究
　　　　一フ索ネーム研究踏ζ説一一・一

電子計算機による国語研究（IX）

研究報告集（1）
児童の表現力と作文
各地方言親族語彙の言語社会学的研究（1）

研　　究　　報　　告　　集　　（2）
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66幼児の語彙能力
67　　電子計算機に　よる魑語研究（X）

68奪門語の諸問題69
幼児・児童の連想語彙蓑

70一エ大都市の言語生活一分析編一

70’2大都市の言語生活一難瀬一、
71　研　　究　　報　　告　　集　　（3）

72　幼児・児童の概念形成と言語

73企業の中の敬語
74研究報告集（4）
75現代表記のゆれ
76、高校教科書の語彙調査

77敬語と敬語意識　　　　一覇崎における20年前との比鞍一

78　蜜本語教育のための基本語彙調査
79　　　　研　　　　　　究　　　　　　報　　　　　　告　　　　　　集　　　　　（5）

80　言語行動における碍独比較
81　高校教科書の語魏調査（2）
82　現代臼本語動謳のアスペクトとテンス

83研究報告集（6）
84　方言の諸相一『ヨ本書語地図』検蓬調査報告一

85研究報告集（7）
86　社会変化と敬語行動の標準
87　中学校激動書の語藁調査
88　田独仏西諸本語彙対照表

89雑誌用語の変遷
90研究報告集（8）
9エ　中学校教科書の語彙調査H
92　談話行動の諸相一座談資料の分析一
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國立国語研究所資料築
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　850円

　450円

　550円

　700円

　500円

　50G円

エ，OGO円

1，400円

　550円

　600円

　700円



国立国譲研究所葎報　秀英出版刊

1
2
3
4
5
6
7
8
9
1
0
1
1
1
2
1
3
1
4
1
5
1
6
1
7
1
8
1
9

昭和24年度

昭和25年度

昭和26年度

昭和27年凌

昭和28年度

昭和29年度

昭和30年度

昭和31年度

昭和32年度

昭和33年度

昭和34年度

昭和35年度

昭和36年度

昭和37年度

昭和38年度

昭和39年度

昭和40年度

旧記41年度
H召　iiirl　42　年　度

国語年鑑秀英出版騰

昭和29年版

昭和30年版

昭和31年版

昭和32年版

昭和33年版

昭和34年版

昭和35年版

昭和36年版

昭和37年回

れ
切
〃
〃

贔

円
れ

60

ﾘ
〃

1
癩

〃
　
〃
　
〃
　
〃
　
〃
　
〃
　
〃

　
円
れ
　
円
円

〃
5
0
切
〃
0
0
0
0

　
2
贔
　
3
3
品切れ

11

11

11

11

X1

11

1／

f1

　
　
2
2
2
2
2
2
2
2
3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
3
3
3
3
3
3
3

2
2
｝

昭和43年度　漏切れ

昭和44年度　　〃

昭和45年度　　〃

昭和46年度　　45G円

匿召　和　47　年　度　　　　贔切れ

紹和48年度　　〃

昭和49年度　　〃
日給　和　50　年　変　　　　　700円

昭和51年度　非売
日召　和　52　年　度　　　　　　〃

昭和53年度　 800円

昭和54年度　1，2GO円

露費　和　55　年　度　　　1，300円

昭　和　56　年　度　　　1，300円

日召　和57年　魔　　　2，000円

霞召和58年度　　　2，200円

昭和59年度　　2，700円

日召和　60年　度　　 2，700円

昭和6王年度

昭和38年初

昭和39年版

昭和40年版

昭和41年版

昭和42年版

昭和43年版

昭和44年前

昭和45年版

昭和46年版

晶切れ

　11

　11

　！1

　11

　1／

　l1

1，500円

2，000円



昭和47年版

三和48年版

昭和49年版

昭和5G年版

昭和51年版

昭和52年版

昭和53年版

昭和54年版

2，200円

2，700円

3，80G円

品切れ

4，　OOO円

品切れ

　11

　！1

昭和55年版

昭和56年版

昭和57年版

昭和58年版

昭和59年版

昭和60年版

昭和61年版

昭和62年版

晶切れ

　li

5，500円

5，50G円

5，800円

5，800円

7，800円

編墾離繍騨聞と生校高

著静三三踊ソヨシーケ轟ユこ、コOスマと年青

圏立国語研究概三十年のあゆみ
　　　　一研究藁綾の紹介一

秀英鵠版刊　　280円

金沢書店刊　　品切れ

秀英出版刊　1，500円

巻

ユニット　1

1＊　これは　かえるです一「こそあど」十財～です」一

2＊　さいふは　どこにありますか一rこそあど」＋r～があ忍一

3＊　やすくないです，たかいです一形容詞一

4＊　きりんは　どこにいますか一rいるjfある」一

5＊　　なにを　　しましたか一動　　　詞一

＝L一＝ット　2

6＊　しずかな　こうえんで一形容動詞一

7＊　さあ，かぞえましょう　一助数詞一

8＊　どちらがすきですか一比職・程度の衰現一

二　かまくらを　あるきます一Pt鋤の表現一

10＊　もみじが　とても　きれいでした一です，でしtこ，でしょう一

呂本語教育映画暴礎編（全30巻）

　　　　　　（各16巻ミリカラー，5分，日本シネセル祉販売）

制作年度（昭和）

　
9
9
1
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9
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5
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エニヅト　3

11＊　きょうは　あめが　ふっています一して，している，していた一

12＊　そうじは　してありますか一してある・しておく，してしまう一

13＊　おみまいに　いきませんか一依頼働誘の表理一

14＊　なみのおとが　きこえてきます一「いくjrくる」一

15＊　　うつくしい　さらに　なりました一「なるJrする」一

ユニット　4

16＊　みずうみのえを　かいたことが　ありますか一経験。予疋の表現一

1？＊　あのいわまでおよげますか一可能の表現一

28　　よみせを　みに　いきたいです一意志・希墓の表理一

19＊　てんきが　いいから　さんぽを　しましよう　一原圏・理詣の表理一

20＊　さくらが　きれいだそうです一松閥・様態の衰現一

ユニット　5

2猶　　おけいこを　みに　いっても　いいですか一山可・麟止の衰理一

22　あそこに　のぼれば　うみがみえます一条件の表現1－

23　いえが　たくさんあるのに　とてもしずかです一条件の表ee　2－

24　おかねを　とられました一受身のxec　1－

25　　あめに　ふられて　こまりました一受身の表現2一

ユニット　6

26　このきっぷを　あげます一やり。もらいの麗瓢一

27　　にもつを　もって　もらいました一やり。もらいの衷現2－

28　　てつだいを　させました一使役の衷珊一

29＊　よく　いらっしPいました一待遇表現1－

30＊　せんせいを　おたずねします一待遇表現2一

2
q
◇
3
0
◎
（
U

5
戸
0
5
戸
O
P
O4ド
◎
4
凸
5
μ
◎

【
◎
5
5
r
O
56
6
6
1
5

5
5
5
5
5
7
7
6
7
8
n
◎

炉
0
5
5
5
5

販　亮　価　裕

ト
ト
巻

ツ
　
ツ

セ
ニ

巻
ユ
全
各
各

16％カラー

￥720，　OOO

￥112，　500

￥　30，　oeo

VTRカラー（3／4インチ）

　　　　￥s3s，　oeo

　　　　￥　84，000

　　　　￥　22，000

VTRカラbU（1／2インチ）

　　　￥432，　eoo

　　　￥　67，　5eO

　　　￥　ls，　oee



第1巻～第3巻は文化庁との共周企画

＊については日本語教育映懸解説の冊子がある。

譲本語教育二三

　日本語教育映画

　日本語教育映画　三三編　練習帳

　日本語教育二八　基礎編　シナリオ集

　霞本語教育映画　基礎編　総合語彙表

　日本語教育映画　三二編　総山文型表

　映像教材による教育の現状と可能性

　　　日本語教育映画ワークショップ報告

セグメント

ユ＝ット

1
2
3
4
5
6

ユエット

7
‘
只
）
9

0
1
2

1
∴
噌
上
「
ゐ

一連教材（ぐ殊〉ビスコ販売）

　基礎編　教師用マニュアル（全6分需）

（金6分隠）

（全1冊）

（全三冊）

（全1冊）

（金エ｛ll｝）

日本シネセル社刊

霞本語教育映像教材申級編一覧
　　（各巻ビデオ及び16ミリカラー，約5分，

　　　　題　　　　名

　　1　初めて会う入と一紹介・あいさつ一

自己紹介をする一会社の歓運会で一

人を紹介する一訪問先のaStw室で一

友人に旗会う　一一喫茶膚で一一

面会の約束をする一鷺誌で一

道をきく一交番で一

会社を訪問する一受付と応接室で一

　　2　人に何かを頼むとぎ　一鷹・要求・赫一

届出をする　一市役所で一一

買物をする　一デパートで一

打合せをする　一串三三で一一

お願いをする　一大学で一

手伝いを頼む一maで一

：友達を誘う　一友遼の歌で一

各分需1，000円

　〃　　500円

　　　1，　eoO円

　　　1，500円

　　　1，500円

2，500円

日本：シネセル縫販売）

制作年度（昭和）
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1
1
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2
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2
2
2
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販　売　繊格

各m＝ット

各セグメント

16％1カラー

￥157，　500

￥　35，000

VTRカラー（3／4インチ）

　　　　　　￥95，　OOO

　　　　　　￥37，　eoe

VTRカラー（i／2インチ）

　　　￥74，　OOO

　　　￥29，　500
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